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遺伝研30年

田　島　弥太郎＊

　国立遺伝学研究所は本年6月1日をもって創立30周年を迎える。10年ひと

昔というが，すでに三昔も経過して，当時大学を卒業したばかりで入所した

新進気鋭の研究者もやがて53，4才に違する。まして創立当時幹部として指導

的役割を果たされた先生違や，設立のために努力していただいた官公庁の関

係者は，すでに停年退職されて，当時の事情を知る人はごく少数になってし

まった。創立当時三長老と言われた小熊揮所長，田中農麿先生，駒井卓先生

はすでになく，また当所の創股に，建設に精魂を傾けられた竹中要，松村清

二両先生も他界されて，当時の理想や抱負をうかがう術もない。

　今のうちに，できる限りの記録を集め，後の世代に残す努力をしないと，

創立当時の理想や情勢，期待などは永久に忘れ去られてしまうであろう。ま

た30年の経験を経た今こそ，所員一同思いを新にして，今後めざ†ぺき方向

を検討し，確立すべき時期ではないだろうか。

　このような意味で，創立30年を配念して，関係各位に創立当時の思い出を

執筆願い，配録として後世に残すことを針画した。温故知斬とは普も今も変

らぬ名訓である。

　当所が股立された昭和24年当時は，戦後の社会的不安も，ようやくおさま

りかけ，経済再建，文化国家建股という大目標が，国民にも政府にも強く意

織されるようになった時代である。この噂にあたり，遺伝学の振真を通じて，

　　●国立遺伝学研寵所所長
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産業，食糧の危機を救い，民族資質の向上を期したいという強い要望が，わ

が国遺伝学者の間にみなぎった。そして国立遺伝学研究所設立の必要性を議

会や政府に向って力強く訴えた。この要望が政府を動かし，GHQを説得し

て，ついに当所設立が実現したものである。日本遺伝学会を中心として，わ

れわれの先輩達がはらった労苦はなみ大抵のものではなかったであろう。

　昭和15年の遺伝学会大会決議に始まったこの運動は一時戦争のために中断

したが，終戦とともに再び燃え上り，昭和24年ようやく設立を見るに至った

もので，この当時の記録は当時文部省科学官として，この衝にあたられた宮

山平八郎氏や国立遺伝学研究所設立事務を担当された竹中要氏によって詳し

く書き残されているので，ここには繰り返さないL，

　ただここに是非とも轡き残して置きたいことは，当時・日本の遺伝学者が，

こぞって当所の設立を熱望され，支援を惜しまなか’）たことである。当時は

まだ日本学術会議は存在せず，日本学術振興会内に設けられていた第4特別

委員会を舞台として，設立さるべき研究所の性格や構成についての臓論が行

われたわけである。

　その結果新設の研究所は特定の大学に付置せず，文部省直轄研究所とする

ことが，最終的に決った。これは後に日本学術会搬が共同利用研究所構想を

打ち出したことと全く軌を一一・一にする。

　このことはまず第一iに特定の大学の影響，いわゆる学閥の弊を排除し，広

い範囲から能力本位で研究者を集められるという点で大きなメリットであ・・

た。しかし直轄研には大学と離れてそれなりに制度hの制約があり，後にさ

まざまな支障を生むことになったことも事実である，，特に後継者の養成とい

う点では大きな矛盾をかかえた。しかし，研究所の体制として新例を開いた

もので，画期的な構想であった。

　遺伝研設立の第二の特色は，互いに専門分野を異にする研究者達が協力し

て新らしい問題に取組める体制を整えたことである。遺伝学の進歩と分化は

　　　　　　　　　　　　　　　一（2｝一



いちじるしく，同じ遺伝学者と言っても専門が異るとまるで事情がわからな

い。また物理学や化学の知識なしでは取組んで行けない問題が多々ある。

　「遺伝学は自然科学界においては原子物理学とならんだ若い学問でありま

して，しかも短期間のうちに驚くべき進歩をとげた学問であります。その上

扱うものが複雑なる生活現象であるので，その学問究明には，単なる生物学

的方法の他に，数学，物理学および化学の方面から歩調を併せて行くことが，

絶対不可欠となってきたのであります。したがってこれら自然科学における

知能が一一・堂に集められれば，その総合された中心に遺伝現象を置くことによ

って，恐らく飛躍的に兇事な成績が挙げられると信じます。」創立5周年記念

式における祝辞の中で，小熊所畏はこう語られている。この考え方は後に当

所の人事に着々と反映された。

　ところで研究所の人事であるが，研究第1部長に田中義麿先生（九大名誉

教授），研究第2部畏は小熊桿所畏（北大名誉教授）が兼任，研究第3部長に

駒井卓先生（京大名誉教授）を配置されるという超弩級の編成で，ほかに兼

職研究員として京大教授木原均先生，東大教授篠遠喜人先生，北大教授牧野

佐：郎先生を擁して，当時の日本におけるベストメンバーを網羅する陣容で

あった。木原先生（創立25周年記念露ま）によると，第4特別委員会時代に，

もし遺伝研が必要とあれば，委員は誰も現職を捨てて遺伝研に行くという約

束をしていたとの事である。

　このメンバーに配する第二陣は竹中嬰，酒井寛一，辻田光雄，古里和夫（い

ずれも室長）という陣容であった。また当時の研究員には遠藤徹，木村資生，

宮沢明諸氏の名が兄える。最初の4年間は3研究部門に据え置かれたが，こ

の間に研究室を増設して，林孝三，吉田俊秀，松村清：の膳氏が参加した。

第5年目生化学，第6年目応用，第7年目には変異遺伝部の設置が認められ

て，しだいに郁門も充実を見るようになった。

　ここで創立の大任を果たされた小熊所長が退任され，昭和30年10月1日木
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原均先生が第2代所長に就任された。次いで田中，駒井両部長が翌年11月退

任され，そのあとの部長に筆者と大島長造博士とが任命されたわけである。

筆者の発令は31年12月，大島部長は半年程遅れて32年5月であった。三長老

の退職によって遺伝研は創設期から第二期に入った。

　この頃当所では新らしい体制作りのために部室の編成替えを頻繁に行った。

後に文化勲章に輝く木村資生博士などは最初は研究第2部（細胞遺伝）の小

熊研究室，次いで生理遺伝部第3研究室（酒井）に移り，室畏に昇進して形

質遺伝部第2研究室畏，さらに人類遺伝部第2研究室長，昭和39年集団遺伝

部の新設と共に部長に就任されるまで，実に目ぐるましく所属が変っている。

この間木村博士の研究は終止一貫集団遺伝学の理論の研究を続けられた訳で

あるが，所属は所内の体制整備hの都合から転々としたわけである。このこ

とからも窺われるように，当時はよりよい体制作りのために管理者も資任者

も柔軟に対応した。しかしその後はしだいに動きがにぶくなり，柔軟性を喪

失してきたように思われる。このことは一一　一一種の老化症状とも兄られるのでは

ないだろうか。

　第二世代の先陣をつとめた筆者はすでに第一一線を離れ，大勘長造博1：もま

た本年3月停年退職された。遺伝研もいよいよ第三世代に人ったわけである。

　次に記しておきたいのは創設期の指導者達の日がひろく世界に向って闇か

れていたことである。小熊初代所畏は言うまでもなく，駒井卓先生は若い研

究者を海外留学に送り出す努力を惜しまれなかったし，木原均先生は海外か

ら多くのすぐれた学者を招へいすることに格別な怖熱を傾けられた。このた

め著名な学者が相ついで三島を訪ねられた。

　このようなことからロックフェラー財団から，イネの研究，放射線遺伝の

研究，人類遺伝の研究などに相ついで多額の研究費が援助された。当時まだ

国の経済事情が思わしくない時代に，この扱助が研究推進1：大きな力となっ

た。このことは30年の歴史の中でも特筆に値する。
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　木原所長が昭和44年3月退任された後，森脇大五郎博士を第3代所長に迎

えた。先生は爾来6年間当所発展のために文字通り精励されたが，最も苦心

されたのは古典遺伝学に根をおろした当所の研究陣を近代遺伝学の流れの中

でどのように性格づけて行くかという点にあったと思う。遺伝学の全分野に

わたって総合的な発展をはかろうと言うのが先生のお考えであった。10研究

部門を完成された止に遺伝実験生物保存研究施設を加えられ，また構内諸設

備にも細かく配慮されて今日兇られるような遺伝研を完成された。

　このようにして当所は多くの人の善意と支持によって順調な発展をとげ，

今日では堂々たる研究所に成畏した。しかし相つぐ行政整理による定員削減

のため既に10数名の定員を吐き出し，何年たっても定数が100名の椎を越せ

ない。人数の多いことが必らずしも研究所の価値を決めるものではないが，

部門あたりの研究者数が少なくては思うように研究成果をあげることができ

ないことは爵うまでもない。定員削減によってあいた大穴を何としてでもう

めたいという念願は，研究体制整備問題と共に，昼も夜も筆者の脳裏を離れ

るH，？がないo

　それはともかく，当所が日本遺伝学会の人きな期待をもって創設されて30

年を経過した、，その間文部省を始めとする官公庁の多数の関係者から熱賊あ

ふれる御支援を得て今日見るような姿に発展した。胤移り，人変って，今日

では創立当時の関係村の抱負や願望の拝細を知る人は少い。この機会に改め

て創立i1‘時の苦心の税をしのび，先輩鰭氏に感謝を捧げたい。さらにわれら

　・同心を新にして，今後・層の努力をここに誓いたいと思う。
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1．研究所創設の思い出

1．国立遺伝学研究所の設立に関係して

茅 誠　司
◎

　昭和23隼8月31日に私は東京大学軟授と併任で文部省の科学教青局長に任

命された。これは当時の片山内闇の森戸辰男文部大臣から学術研寛会績会長

の亀山直人氏に科学軟冑局長を推蘭するようにとの依頼があったからで，私

がこの会織の幹亭の1人であった閥係上描膚されるようになった訳であ6。

二れからの9ヶ月間、私はこの職に留ったが，この間に国立遺伝学研究所が

雛魔の末，魔声をあげた訳である。

　もともと私は昭和5年から昭和18隼まで北海道大学理学部に勘務しでいた

ので小鮒撃博士とは親交があり，23年4月に小熊先生は北海道大学を定年過

職され，小田原に住まわれることになったが，日本全国の遺伝学宿の念願で

ある国立遺伝学研究所設立の件はある！魔度まで知っτいた。殊‘二22年8月に

片山総理を囲んでの会合で，＊原博士が「二の種子無し西瓜は遺伝学研寅の

成果として得られたものです●◇私はこの西瓜を真っ二つに割りま†が，も

しこの中に稽子があったら，私は二の西瓜の皮で腹を掻切っτ自殺いたしま

†。Jとジ■一クの中にも軽い決意を表明8れると，片山総環は「何とか稽子

がありませんように．Jと切り返されたエピソードを聞いTいる．

　このような全国の遺伝学右の熱意力増じて既に国立遺伝学研寛所の般置が

正式に衆織院及び参織院で陪決されτいた．しかしその寅現までには様々な

　●刊50竃京■験替区梓富繭9r8←16D●士蘭舎廊　也時文部●榊肱宵局長
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故障が続出した。

　その主な点は大体次の3点である。

　（1）日本全国の大学での遺伝学研究に力を置くべきか。また1つの国立研

究所に力を入れるべきか。

　（2）研究所が大学を離れて遠い位置にいて果たしてよい結果が得られるだ

ろうか。誰にも利用されずに終わる心配はないか。

　（3）特に農林省などの遺伝の基礎研究と重複する心配はないか。

　これらの問題が論議されている最中に私は清水勤二氏に替わって科学教育

局長に任命されたのであるが，私にとって非常に有り難かったことは，研究

助成課長の中西勝治氏が東京高等工業学校の電気科，東北大学理学部の物理

学科で共にクラスメートとして学んだ仲であったことである。

　また総司令部では科学技術副部畏のHarry　C．Ke‖y　nv　－t：と極めて眺懇な

間柄であったことである。ケリー博士は，昭和21年初めに来llされたが，実

は米国の科学学士院の院長ジュエット博士の人選によったものである。終戦

直後，米兵が理化学研究所の仁科芳雄先生の実験室に来て，艶8設中のサイク

ロトロンを解体し，海中に投棄したという事件は，大砲とサイクロトVンの

区別を知らぬ米兵から日本の科学を守らねばならないという世論を米国の科

学者の間に巻き起こした。その結果ジュエット博士は当時M．1．Tの輻射研

究所の研究員であったケリー氏をrl本に送ったと菖われている。

　ケリー博士は日本に到蔚して，文部省その他の官庁の役人を通じて日本の

研究者と接触するよりは，直接に各専門分野の研究者と接触したいという意

向を持っておられたので．理・工・農・医等の学者が白発的にリエーソン・

グループを結成した。私は理学方面のScience　L込ison　Group（略称S・

L．）の代表を務め，しばしばケリー博士と接触していたのである。

　ケリー博士は日本の科学研究に対する司令部の方針として次のように語っ

ておられた。　「日本の教育は米国から三流の教育者がやってきて根本から変
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革してしまったが科学研究では決してそのような轍は踏まない。日本の科学

研究者自身の考えに基づいて変えるぺきものは変えたいdこれが戦前の学士

院、学術研究会繊，学術振興会という三本立ての体制を学術会膿一本にまと

め，学士院，学術振興会もこの中に組み入れるという結果になった訳である。

　私が遺伝学研究所の股立についてケリー博士と接触した限りでは，この研

究所を日本中の遺伝学者の総意に基づいて静岡県の三島に般立することに初

めから賛意を表しておられたので，文部省科学敬青局はすっかり安心してし

まっていた。ただ土地の聞題については，地元の方々の了解を得る必要があ

るとのことで，三島神社の傍らにあった料理魔に地元の方々を招いてお願い

をした記憶がある。

　ところが司令部での二の方面の専門富であるヘンシ■ウ博士、プレッチ博

士は依然としてこの研究所を三島に作る二とには懐疑的で，なかなか同意が

得られなかったし，また農林省方面でも，農林省で行う遺伝学の基礎研寛に

支障を来たさないという条件の下でのみ、この設立を認めてもよいというか

なり消極的な態度であった●

　しかし遺伝学者の帖りは強く，幻年10月の高野山で開かれた日本遺伝学会

第20回大会では，その決蹴としての研寅所の般立が要賃されたeそのような

状勢によって昭和箆年度の予算で三島の土地は購入†6二とがで9たが，昭

和別年度になって，この研寅所の設立が文部省設■油案となっτ国金に提出

され・る二とになった●

　そこで私は二の研寛所設立に閥して，叙年の4月に司令郎C：ル■4ス氏を

肪ね脱明したと二うが，同氏は司令部の科学披術部の了解が得6れτい6か

どうかについて質間したので，ケリー博士から同意の酋鋸をもらっていると

言ったところ、「何か書いたものがあるかdとの二となので、そんなものはも

らっていないと答えたと二ろ，ルーミス氏は即廠に「Y卯ar●too　opt㎞ト

8tiCJと禽って取り付く島もなかった。不●にしτそのN，Yケリー博士は一時米
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ill　i

1

1

11

国に帰っておられたのである。

　この期に及んで研究所の設立を断念するなどとは到底考えられないが，こ

れでは責任をとって辞めるよりほかないと覚悟した次第だった。

　しかしケリー博士はそれから間もなく帰任されたので，この問題はあっと

思う間に解決され，ルーミス氏と文部次官との昭和24年5月5日の会見で正

式に許可されたという次第である。

　私は昭和24年5月末に科学教育局が大学学術局と改まった機会に辞任して，

東京大学にもどった。在任わずか9ヶ月だったが，私以後文部省が大学教授

を局長に任命しなくなったのは，よほど私に懲りたためだと思う。

ケリー博±はやはりこの年辞めて米国に帰られた。その後は米国科学財団、

ノースカロライナ大学プロポースト等を務められたが，ケネディー池田会

談によって発足した日米科学協力会膿の米国側議畏として大きい功績を立て

られ，1950年日本政府は博十に勲二等瑞宝賞を贈ってその功に応えた。

　ケリー博士はその生涯に渡って日本の科学者の面倒をみてドさった。私は

渡米する毎に博士のお宅にとめて頂いたし、また私の息f・　2人が米国に留学

した時は「私を米国での父と思えdとまで言って下さった。

　しかるに1976年2月2日，夫人が夕食の仕度をしておられる最中に卒然と

してベッドの中で患を引きとってしまわれた。まだ67才の若さであった。博

士の最も親しかった故仁科芳雄先生の関係者たちはアイリン夫人と相諫して，

1977年の8月に多摩墓地の先生の墓にケリー一博1：の分骨を埋葬したが，その

最中に東京では珍しいカッコーの声が高く響いた。遺伝学研究所の方々も・

度是非この墓に詣でて頂きたい。
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2．国 顧 随 オ目

パc、

岡　野 澄＊

　田島所長から御丁寧な御依頼がありましたが，往事荘々として正確を期し

難く，その任ではありません。ただ，田島先生から何の感想でもよいからと

のことでありますので，感ずるところを述ぺ，責をふさぐ次篇です。

　私は，終戦直後昭和21隼頃から早くも開始された国立遺伝学研究所設立の

要薗やその推進のための運動等の生みの悩みには，直接深く閥与しなかった。

当時私は文部省科学教青局の文部事務官（旧制）として，学術研究会鐵事務

官を兼任しており，21年3月，帝国学士院，学術研究会膿，日本学術搬輿会

の3団体の改組問題に端を発し，24年1月，日本学術会膿の成立をもって幕

を閉ぢた戦後の学術体制刷新の問題に事務の責任者として取り組み，3年近

くの間寧日なく過していたからである。そして，その仕事を宛了する前後か

ら句遺伝研創般の粟務に直接携る二とになったのである●

　ところで，幽時は占領行政下であった。連合軍総司令郁は簡槽続治の方式

をとったが．それでも日本政府は，その承認なくしτは行政事務を斑仔†6

二とは許されなかった・遺伝研の設立が簡単でなかったのは宙まさしく壱の

ためであった．すなわち，総葡令部内で民聞情報教宵局（二れが文郁省およ

び教冑行政を管理しτいた」以外に，ぱ済科学局や天然資灘局がこの聞■に

閥与し，特に農林省を管瑠しtrいたヲξ然資源局から櫨い反対があったからで

ある。二の困胞な操咀は，最終的には夢絃珂博士の手によっτ解決魯れ食●

同博士は，23隼9月から別年5月虫での9ヶ周間，東大教授を併任のtま，

文部省科学教冑局長に就任されτいた。岡博士は，幽時繕済科学周科学技術

部次長のケリー博士とSわめて親しく，両博士は漂い友情をもって紬ばれ，

　　■　甲193八ヨ…轡市椚田町1認か2，東京工扇高棒樽門学捜畳，崩蹄文郁嘗学廟埠長
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ケリー博士は茅博士に全幅の信頼を寄せていた。そうした関係から，ケリー

博士は，茅局長の遺伝研設立についての要望を全面的に応援し，最も強硬な

反対論者，天然資源局のレナード博士を説得してくれたのである。もし，あ

の時期に茅博士が文部省の局長の地位にいなかったら，この問題はさらに混

迷を続け，容易ならざる事態に陥ったと思われる。この意味で，茅博士は，

遺伝研の誕生には余人をもって替え難い有難い存在であったと言えよう。国

立大学附属研究所の目的として，通常単に「………に関する学理及びその応

用の研究」と掲げられているのに，遺伝研のそれは，「………学理の総合的研

究およびその応用の基礎的研究」と神経質に規定されているのは1｛玲部との

折衝の痕跡である。

　遺伝研とともに，24年に発足した文部省所轄の研究所は，ほかに国立教育

研究所と国立国語研究所の2つがある。前者は，教育研修所（前身は国民精

神文化研究所）を転換したものであり，後者は，司令部の民間情報教育局の

要請に近い強い支持があって，単行の法律に基づいて投立された。これに対

し，既存の各省の試験研究機関の廃止統合が行われていたさなかに，純学術

研究機関たる遺伝研が金くさら地に創設されたことは，偉とするに足りる。

それには遺伝学会を中心とする関係者の熱心な運動に負うところが多いが，

たまたま小熊揮，駒井卓。田中義腐の3教授が22年度末をもってそれぞれ北

大，京大，九大を停年退官されることになり，この3人の碩学がそろって斬

研究所に参加するということも，遺伝研を特定の大学に附置せず国立として

構想する理由ずけの一つとなり，またその実現の努力に拍阜をかける要因と

もなった。さらに，木原均博士が23年6月，ストックホルムで開かれた第8

回国際遺伝学会に招かれて渡航されたことも忘れてはなるまL㌔これは，占

領治下，わが国の学者が渡航を許された第1号であったと肥憶する。各国の

学者は，木原博士のすぐれた小麦の細胞遺伝学の研究に情報の杜絶していた

戦争をはさんだ時期にどのように進展したか，大きな関心を寄せ，少しでも

　　　　　　　　　　　　　　　一6一



早くそれを知りたかったからであろう。30年前敗戦後間もない占領行政下と

いうきびしい時期に，遺伝研の設置が認められたのは，木原博士の国際的な

高い声望，その卓越した研究業績に対する世界的な評価と敬意，それに茅局

長の存在。この両博士が最も大きなカとなり，物を言った，と私は通観，回

顧するものである。

　さて，大蔵省で，なぜ三島にきめたのかと訊ねられ，三島は気候温暖で二

毛作が可能で，農魔物の遺伝の研究に郁合がよいからだなぞと答えたが，実

際は当時は建物の新営などは思いもよらず，少しでも使用に耐え得る建造物

を入手することが先決であった。三島市附近の旧申島飛行機（当時富士童類）

の工場跡が使用可能ということで，土地購入費を予算に針上した。ところが

戦時中強制的に供出させられたこの工場の敷地は，旧地主に返還開放すぺき

であるとの農民の運動がまき起った。この土地の買収にからみ，農民組合と

の余り愉快でない折衝脱得等のため，私も風の吹きぬける老朽列車に乗って

度々三島に足を運んだりした。

　初代所長小熊8％1博士は，英国風のダンディな老紳士であったが，北大では

理学部長等の要職を膿任されており，バランスのとれた行政感覚の待主であ

られ，私は，小熊博士のような適材を得たことは，研究所の基齢作りに大い

にやしたと思う。また，有能で制：事熟心の塚本盛平氏の如き人材が初代事務

部長に就任し，二れを挟けた宮沢正央会計課長等のスタッツのよ●チーム・

ワークによる努力が，賭事窮乏の創設期の僧関を彙りSる上で，蔭の大8な

カとなったことも指摘しでおきたい。

　ちなみに，私は，26年　8月，文部省大学学術局学術繰長となり，以後11隼

聞その職をけがし，その後も6年間事務官を勤め，遺伝研とも随分永いお附

き合いとなotしSoh．が，不敏非才で，御要望に添い得なかった点も多々

あったこととお許しを頂9たいと存じま†●

　最後に一雷。遺伝研のfiq股時は，以上のような時勢であって，所轄研究所
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として発足をみたことは妥当であったと思う。しかし，その後，時代の進展

とともに，研究体制の上にも種々工夫改善が加えられた。特に46年度高エネ

ルギー物理学研究所の創立を機に，特定の大学に附置しない国立大学共同利

用機関という全く新しい研究機構が生れ，現在この種の研究所は6を数えて

いる。もし今日，遺伝研の設立がはじめて企画されるとしたならば，私は当

然この新しいタイプの研究所として構想したに違いない。国立大学の教官と

の人事交流が容易となり，人事の流動化が確保され，大学院における教育へ

の協力も公に認められる等のことはもとより，一所轄研究所の硬直した予算

から国立学校特別会計の大きな枠に入ることはもとより，財政面においても

実際的に多くの利点があるからである。私は，遺伝研さえその気になれば、

国立遺伝学研究所の名称も変更せずに，この新しい研究機構へ転人すること

は可能であると思う。多少経過的には問題はあるにせよ，研究所の将来を遠

望し，近い将来このような措置が講ぜられ，30年前には想像もつかなかった

整備された研究設備施設のもと，常に消新の気力がみなぎり，渦の地から

世界の水準を抜くすぐれた成果が続々と生れ出ることを切に期待するもので

ある。
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3．国立遺伝学研究所「設立残念記」から

「設立に至るまで」

宮山平八郎゜

　国立遺伝学研究所が創立30周年を迎えられ，心よりお喜びを申上げるとと

もに，今さらながら歳月の経過の速いのに驚いている。生れた子供が30才に

なるのであるから，我ながら歳をとったものであるo今年の7月で満65才に

なるから，表題の記事を雑誌「遺伝」に連載させていただいたのは⑱まだ私

が34．5才の頃であったわけである。遺伝研の田島所長から「思い出の妃」を

書くようご依頼を受けてから，改めて「遺伝Jの記事を続み直してみた。

　私は戦時中，田中磯麿先生の敦室を出て，内闇技術院に勘務していたが．

終戦とともに技術院は廃庁となり，私は技術院から文部省へ配置換え8れた

ダループに組込まれていた●文部省では科学敬冑局の中西勝治源長のもとで．

終戦後のわが国科学技術の趣て直し体制に着き日の意欲を燃していた●二の

ようなときに，国立遺伝学研賓所投立の夢が文部省に持ち込まれ克●北六の

小熊揮先生から研寛所般立の息務を力脱された指手紙（昭和釦隼11月17日付）

＆いただいたのである●二の手紙は直ちに文部嘗内の間係部局長に回覧魯れ，

日本遺伝学食との連絡もはかられ，早追偵補地撫しもはじめられた●

　そもそも国立遺伝学研寵所設立の焔火は昭和14年12月，米内内闇時代に小

熊先生が「国立遺伝学研寛所股立の息務」と題†る20貝のパンフレット＆伸

nten．臓会の要人に配布しτtの急務を脱かれた二とに始tる・eo国金

の質聞で取りあげられ，米内総理から膏慮†るとの答弁を引暮出したが。そ

●　甲舘●神書川鶴相槙原市聞野辺1－1？－fl．廓布厭田Nk拳敬授・

　　　　尚時，文部冑糾寧載冑局研寵助成鼻亭籏官
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れなりになってしまった。その後，昭和16年春に日本遺伝学会は「遺伝学の

振興をめざして」なるパンフレットを出し，重ねて遺伝学研究所設立の緊要

性を説き，興論喚起の第2弾を放ったのであるが，戦争のため立ち消えとな

り，終戦の年を迎えたわけである。

　日本遺伝学会の中に遺伝学研究所設立準備委員会が設置され，この委員会

名をもって「遺伝学研究所設立についての依頼の件」が文部省に提出された

のは昭和21年4月であった。次いで，8月には昭和22年度予算編成を前に，

駒井卓，木原均，増井清，篠遠喜人，田中義腐，古畑禰基，和川※吾の設、ア

準備委員の諸先生が大挙して時の田中耕太郎文部大臣，山崎匡輔文部次官を

訪問されて、研究所実現方について懇講された。

　雑誌「遺伝」の連載記事の第1篇は，こんなところから始・♪ている、すな

わち国立の遺伝学研究所がどのような経繍を経て雌生したかをt行政機関サ

イドから，できるだけ詳細に紀録にとどめたつもりである，，いま統み直いζ

みても，当時の一・コマ・コマがありありと懐しく蘇・・てくる、、

　予算の経過を追）てみると，22年度予算編成では文部省、1義でアウトとなっ

た。一一方，候補地の・つであった旧中島飛行機谷川r場の施設については，

賠償施設であったため，商：r．　’Aド島技官の斡旋によって静岡眼を通じて静岡

軍政部へ，管理区城からの除外についてfli，情され，22年2月に施投使川のll午

可がきている。また，国立研究所を前提とした財団法人遺伝学研究｝祈の設立

は同年の5月下旬に認可された。この頃には，竹中要先生が事務局畏慢で書

類作成や官庁との接渉を精力的に遵められていたn

　昭和23年度概算要求のための文部省予算省縞は8月が9月に持ち越され，

森戸大臣から「自然科学の中でなぜ遺伝学だけを取りあげるのか」ほか4項

目の厳しい質問が出されて，またしてもお流れかと思われたが，在京の篠遠，

古畑，和田，竹中の諸先生と会合して，間髪を入れず詳細な回答資料を作成

し，再三揉み抜いた結果，ついに9月28日に省膿決定となり，2年越しにど

　　　　　　　　　　　　　　　一10一



うやら文部省を送り出すことができた。

　一方，増井先生を委員長として国立遺伝学研究所設置の講願が新憲法制定

後初の第1国会に提出された。総理官邸において片山首相を囲んで種なし西

瓜の試食会が催されたのもこの頃である（8月27日）。

　国立遺伝学研究所設立のための初年度予算（6ヵ月予算で3．356，000円）

が国会を通過したのは昭和23隼7月5日であった。ところが，股立予算が国

会を通っても，その官制が出ないうちは陽の圏をみないわけである。まず，

8月17日に第1回の創設準備委員会が，文部省科学軟宵局長室で開らかれて

いる。これには学術研寵会繊の亀山直人会長，柴田機太第4部長，岡田嬰第

4部副部長，財団法人遺伝学研究所より小熊禅所長，増糸肯理事長，日本遺

伝学会より篠遠喜人博士（木原会長渡欧中につS代理出席）．農林省関tkから

盛永俊太郎農事賦験場長が出席されている。文部省としては，当初文部省投

置法案の中に含めて改めて政令で出す方針を固めていたが，各雀設置法案が

臨時国会に提出されないことになり，急ぎ単独法案に切り杵えて村定措凋法

案として出すことになったeニニで消水局長から茅励長ヘバトンが沌される。

　政府としては固会撮出に先だち，例によってG．H．O．関係書との定例憩浪金

の席止改めて意兇を求めるhttであるが，　ES．S．のDr．　Hetmhawから白紙的

な質問と興浪が述ぺられ，C．1．E，のDr，　ECImlstonが脩正意見の助け舟を出し

τくれたが，Dr．　Henshawは法案撮出の事前丁解を求め，大学，農林省，犀

生省関係宥と十分論膿†る必誓ありとし’e’，折から開催8れ6高野山におけ

6遺伝学会大禽で話合いの場を作るように提蝸した。一力，二の日の次富会

績では臨時国会提出法案の中に遺伝学研動所の分も奔めることが†でに膿決

魯れていた。と二うが，●か不●か，昭電疑鰍亭件で声田内側は臨時国会を

待たず総辞職，着干の時を穂ぐことがで8たわS†であ6●

　10月12日にはG．H、Q．の申入れで金合が掃たれ，　E、S．S．　C．1．E．　N．R．S．

の閥係宿と農林省（大野技術研寛部員）．厚生省（古腫芳雄公衆衛生院長）が
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出席し，学会からは小熊桿北大教授，篠遠喜人東大教授ほかが出席して選ば

れて篠遠教授が座長となった。長時間にわたって活発な意見の交換が行われ

たが，一歩も進展が見られなかった。茅局長が東大の嵯峨根教授と同道，E．

S．S．のDr．Kellyをその私邸に訪問されたのは10月141］の夜であった。15日

日は研究所の具体的プランについて，主として法案に書けない局長の覚書の

内容について，小熊，増井，篠遠，和田の諸先生，それに農林省から明峰技

官が出席して会議が持たれ，16日にはC．1．E．にその後経過を報告，18日には

篠遠先生とN．R．S．にDr．Leonard　を訪問，重ねて了解説明を行う。21日～

24日は高野山において日本遺伝学会第20回大会が開催され，22日には真言宗

の総本山金剛寺の一室でDr．Henshawを囲んで懇談会が開らかれた。26Hに

はG．H．Q．との月例連絡会でDr．Henshawの高野山報告，　’方，次官会議で

農林省側からクレームが出され，11月ヒ旬は農林省工作に時間をとられる。

正に息づまる毎日交渉が続けられたが，ll月9Hの閣歳で研究所法案の提出

は見送りとなった。第4国会は引続き12月1日に召集されたが，年内には法

案提出の機会がなく，国会は解散となって新春を迎え，2月総選挙，3月12

日の国会再会を期して法案提出の機会をうかがうが，人紺曽加は頑として，‘i’

田総理が受付けず，－i同の努力にもかかわらず23年度も兇送りとなる。寧い

三島の土地購入が大蔵省の了解を得て，23年度予算で実現したことは，N争岡

県，地元錦田農業協同組合のご協力によることが大であ・）た。

　第5国会には，単独法でなく，文部省設置法案の中に折込んで提出するこ

とになり，またしても，E．S．S．　C．1．E．およびN．R・S・とr解ll作が続いたが

4月30日までに間に合わねば次期国会に再び単独法として出すことになる。

幸か不幸か，各省設置法案の国会提出が関係方面との接渉でおくれているの

で，G．H．Q．より指令が出された。このため遺伝学研究所設置を含めた文部

省設置法案は，そのまま国会に出てしまった。驚いたのは交渉中のC．LE．関

係者であった。早速4月25日，小熊，駒井，木原，古畑，和田，竹中の諸先
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生が文部省へ参庁，E．S．S．　N．R．S．　を訪問して重ねて学会側の熱意を伝え，

また，遺伝学研究所の問題は日本学術会議においても諮られ，亀山会長から

茅局長を経て5月2日にE．S．S．へ届けられた。5月5日C．LE．の法規担当

者が文部次官と会談，正式に司令部の了承が伝えられた。5月26日，遺伝学

研究所創設準備委員会が召集され，茅局長より研究所の設立が国会を通過し

た旨報告され，6月1日に，文部省の機構改革とともに，国立遺伝学研究所

が発足した。当初予算は5，469，000円，職員は34名であった。

　研究所設立のドラマティックな経過の背景として，当時は（1）G．H．Q，の統

治下であったこと，｛2臓後の農地解放運動下に用地の確保を行ったこと，｛3）

政情不安定でこの間に内閣が5回も代ったこと，などをあげることがで8よ

う。しかし，何よりも深く印象に残ったことは，当時の遺伝学会が一致して

研究所設立に動いたことと，お名前を描げた賭先生が労をいとわず。最後ま

でねばり強く奔走されたこと，そして，それに応えて清水勤二，茅誠司の2

代にわたる科学教育局長の熟意と努力がなければ，あの困雌な時代に随の目

をみることはでいなかったであろう。

　　　　〔文　献〕

H，M，生：国立遺伝学研9e所般立残愈8e｛1｝遺fX　2　te）1948；全上C2）遼伝2｛7｝194＆

H．M，生：国立遺伝学研庇所の般立に亜6まで　造伝2（9DI9‘S81全上ぼ｝庖伝2㎝1蹴

富山平八郎：国立遺伝学研究所の醜立1二至るまで｛3）遺伝3（9～10）1949；全上｛4）

　　　　　遺侮t3Cl勘　　1949，
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4．追 憶

塚　本　盛　平＊

　昨年9月下旬，修善寺温泉のあさば旅館で私立大学関係の会合があり，二

日目は慶応大学附属病院の月ヶ瀬にあるリハビリテーション施設を見学する

ことになっていたが，それを断ってこの国立遺伝学研究所にお邪魔した。伊

豆地方ではよく似た機会があり，その都度立寄らせてもらっているので珍ら

しいことではない。私の生涯の楽しみかも知れない。勿論序ででなくても出

向けるだけの健康があってのことである。

　さて，私がこの研究所に直接関係するようになったのは，昭和24年5月ド

旬，当1時の科学教育課畏の福田繁さん（現国，7．科学博物館畏，元文部事務次

官）から，挨拶だけでよいからと云って科学教育局長の茅誠司先生の部願に

案内されたことに始まる。局長室に這入って兇るとそこには既1こ小熊揮．駒

井卓，川中義麿の洗生がおられて，‘lt速紹介され，そのま・この研究所の

創設‘｝‘務をf：伝わせてもらうこととなった。そして6月1卜1付で所畏事務取

扱に大学学術局長の劔木亨弘さん（後に文部事務次宵，参績院織日．文部大

臣）と私が発令された。小熊先生が正式に専任の初代所喪になられたのは．

所轄機関の畏はその評槙員会の推蔚1こより文部大臣から発令されることにな

っていたので，その乎統の問だけ後れたのである。騨績員会の会畏は岡田要

先生で，副会長に茅先生がなられたが，先生は専門でもないf1分が何故副会

長にならねばならないかと，冗談を言っておられた。

　さて，この研究所が三島に設置された経緯やその他については．既に多く

の人の記述で明らかであるから省略するが，その後遺症にも似た問題が幾つ

かあって，直ぐに現地に行って仕事をするhttにいかなかったので，取りあ

　　＊〒277千葉県柏市酒井根886－31；第1代庶務部長
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えずは仮事務室を文部省内（大学課の一隅）におき，駿豆鉄道三島田町駅前の

三芳館を足がかりとして諸準備を進あることとなった。仮事務室を引き払っ

て三島に移ったのはその年も12月になってからである。幌馬車のような自動

車で寒々と箱根の山を越えたのをよく覚えている。

　準備の中で一一番複雑な思いが残っているのが土地の問題である。本来的に

は解決されていることであったが，研究所の予定地が戦争末期に急に進出し

て来た旧中島飛行機の跡地であったため，先祖伝来の土地を強制的に収容さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　れたとの思いが残っている旧地主には，急にはし二りを掃払しきれないもの

があったようである。そこで澱粉工場のある農協の2階やその他で毎日のよ

うに話合いを貫ねることとなった。しかしもう問題は筋ではないのでゴリ押

しは勿論いけない。お互いに心と心の搬れ合いをよくする外にない。こ・で

まことに弔いであったのは，いろいろの人と話をしているうちに，研究所に

非常に理解のある青年が現れて，我々と地元の人冶との間を上手に取り持っ

てくれた。おかげで大9な婦りも残さずに話合いが納ったのである●その青

年の一人が青野政爽君である。側教はその後特殊教育の学校の先生になり．

今は沼津曹学校の校長さんの祷である。多謝。

　この研究所は戦後の最も困傭な時期に発足したので，あらゆる価で静労が

多かったのは当然であるが，白然料学t：閥rrる研虎所でありなが■その鵡＊

ともいうぺき光，熟，水がちっとも揃っτおちず鮪に等しかったのは大寵で

あった．当然先づ壱の整備が急がねばならなかった。ぞの申で電気だet　esど

うにか赤茶けた電灯を点†だけはあっ亀が，醐…が低いので4れ以上の役に

は立たない。先づ電1£1上げねG3iならないが占領下でGHQの許可を得なけ

れ｛まならない面倒があった。それでも電気閥係が一書早くものになった●

　次は水道である。工場時代には敷地の北西隅の崖下に大●な井声＆■って

それを使っていたようだが，恐ろしく水質が恩くて研寛用にも飲魯にもなら

ない。職員は工場時代の出入ロや自転車置場を改遭して住属としていたので．
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飲料水はやむなく道路を隔てた崖下の墓地を通り抜けて寺から貰い水をして

いた。雨の日など崖が滑って難渋したものである。一口に三島と云えば誰で

も水の名所を思い浮べるから，そこで水に苦労するとは思いもよらないこと

であった。しかし水の名所なるが故に公共用の上水道の施設は皆無に等しか

った。漸く研究所から東に水田と谷と小丘を越えて小川の中流にボーリング

して、その水を研究所の一番高いところの貯水槽に送ることができるように

なったが，それはいつ頃であったか。その送水管の敷設には地元の人達の勤

労奉仕があり，ポンプの管理もその人達のお世話になった。最初は土地の問

題でお互いに随分嫌な思いをして言い争いをしたが，この頃ではこのように

協力的になってもらって本当に有り難いと思った。

　もう一つ瓦斯がある。これが一番難しかったかも知れない。禍の瓦斯は

静岡瓦斯会社の沼津営業所から供給を受けていたが非常に小規模であったの

で，研究所に供給するとなると少くとも3つの大きな難点があった。その第

一は市内の末端から研究所までの約2粁の配管である。第：が沼津・…島問

の元管と三島市内の本管を大きいものに取り柿えねばならないこと。第…は

瓦斯の圧力を大きくしなければならないこと。第：、第…は会社としても将

来市内営業の強化につながるかも知れないが，第・は途中殆んど入箪のない

水田地帯であるから急には営業の見込が立たず最も難物であった。これまで

は専ら沼津営業所畏（取締役）と交渉して来たが，以1：のどれ・つを取って

も沼津だけでは処理できないことが分ったので，静岡本社に社艮を訪ねるこ

ととした。社長に対しては研究所の意義，我が国遺伝学の国際的地位，そし

て県内に所在する誇りなどを強調して格別の理解と協力を切蛍した。現今の

ようにプロパン瓦斯が普及，発違しておればこんな苦労もいらないし，茶番

劇を演ずることもなかったが，当時としては一一生懸命であった。縮局，市内

末端から研究所までの配管は研究所の専用管として国で持つこととして、会

社は瓦斯の供給を了承してくれた。社長は別れるときに「国はあまり民闇会
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社をいじめるな，と久保田に言って下さい。」と云った。始めて知ったことだ

が管理局長の久保田藤麿さんは社長の甥であったのである。

　なお専用管については特別に追加予算を計上してもらったが，それには途

中で一切他に瓦斯を分岐供与してはならない，との条件がつけられた。前記

の水道管と共に今でもまだ生きているだろうか。

　最初に書いたように，私はこの研究所が出来た24年6月から，静岡大学に

移った28年5月まで3年11ヶ月お世膳になったが，その隼月を超えて，いろ

んな意味で懐しい想い出が一杯である。只残念なことに竜砕した頭ではそれ

らが走馬灯のように馳け巡るだけで，年月も前後も定かでない二とが多い。

研究所本来のtkPtでなくτも，例えば専売公社からの依託研寛のたぽこや，

金国養鶴牢協会からのニワトリの晶糧改良や，または糧なし西瓜の種の話な

ど興味は尽きないが，最後に土川さんとネズミの話を書●漁jt　8してもらっ

て，この締りのない追憶を終らせてもらう二ととする。

　研究所の嬢物は†っかり改造されて以前の薗影は全くないが，位■え…けは

大体変りないようである．モの玄間を遣入って左手に大きな空宣があった●

勿論以前の木造建物であるが，今の購堂のあたりまで禽まれる●土川8んは

北大の牧野研究室から実験用のネズミを貨車一台分，面分もその貨皐に寝超

きを共にして一・週間がかりで運んで来た。そうして二の大　S　e　as履　一・va　t：飼

う二ととなった。餌は市内の料亭から残り物＆もらっτ来τ，それを炊いτ

与えるのである。今の飼冑憲や餌叫から見たら嘘のようで，金く火蜜壱二と

であった。私が二の研寛所に来で最初に出会った驚◎，と冑っτは失礼かも

知れないが，感心した現寓であった●磯とは婁・形は寵っτもど二か一脈

相通ずるものがあるのかも知れない●
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5．地元市民の回想記

小　出　正　吾＊

　終戦の年帰郷して第1回の農地委員に選ばれていたため，私は三島市錦田

地区における農地改革の実際に直接触れていたのであった。

　そこで錦田の丘陵地帯にあった中島飛行機工場の跡地処理についても当然

所管事項として審議に加わっていたのである。

　戦後創設されることになった国立遺伝学研究所の候補地としてこの工場跡

地の一角が姐上に上っているという話は初代市畏だった花鳥周・君から聞い

ていたし，同居の北大時代の級友，木原博士もしばしば来鳥され，ド準備を

進めておられるとも伺っていたが，いよいよその申請が農地委員会に出てみ

ると，意外に強硬な反対意兇や質疑が地元農民代表の中から現われた、、つま

りマッカーサーの方針による農地改革は白作農創設法によって農民に耕作地

を与え，それによって4擁意欲を興させ，戦後食糧の窮乏を緩和させようと

いうのが主旨のはずだから，軍需1：場の跡地処理についても，これを農地に

復帰させ，しかも実際の耕作者に解放するのが本筋ではないかという↑服で

ある。

　もうひとつ，たとえ国立機関とはいえ，増産を先決とする現状の中で曽者

先生たちの研究というものが，どれだけ役に、Xつのであろうかという疑義で

あった。

　私は花島周一君の兄孝…君（元海軍中将・航空」：廠長官・航空研究所長）

から日本人があらゆる分野において，いかに基礎的研究ということをおろそ

かにしてきたかという事例を繰り返し聞かされていたし，また戦時中，鷲津

山下の海軍施設で行われていた風洞試験の経験から箱根山によって首都から

　　＊〒411　…島市小t111330・－2；当時三島市錦田地区農地委員，三島市教青書N長
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適当に隔てられているこの北伊豆の地勢が研究所のような仕事にとっては正

に適地というべき条件を備えているのだとも聞かされていたのであった。従

って文教を中心とした文化都市を目指す三島の将来にとっては，国立研究所

を迎えることは何よりの朗報というべきだと考えていた。

　しかし，元来この場所は箱根山西麓の末端における舌状丘陵地帯の一角に

あって隣接する塚原部落の名称にも示されているように古墳時代の遺跡が多

く残存し，更に縄文時代にまでさかのぼる竪穴住居の集藩跡は，埋蔵文化財

として登録されているものだけでも三島市地籍内だけでさえ60余ヵ所を数え

るほどで，正に，弥生時代以後集藩が平坦部水緋地帯に移るまでの祖先の地

で，いわば三島市発禅の郷土というぺき地域だが，特にこの丘陵一帯は俗に

「谷田っ原」（ヤタッパラ）と呼ばれてきた畑随であっτ，富士・南アルプス

から伊豆の山々を見渡しながら早春の麦畑の空を上り下りする雲雀の歌声の

のどかなこと．正に別天地というぺき田間風景であったのが，戦時下軍需工

場用地として買い上げられ，いまだ操業の成果も見ない間に早くも終戦とな

り廃棄の運命に立ち至ったのであった。

　従って従来の耕作者鰭霜が，この跡地を畑地に復帰させ，しかも自作農創

設法によって増廠を針るぺく，土地所有者になる手続きを取るというのは当

然の二とというぺ8であった。

　そこで番員会は，三脅択一一・　ft迫られたわけだが，その決定に幽たっ’e’痛感

された二とは研寵所という機間の目的・内審についでの瑠解がいまだ一般に

は，はなはだ不足し’C’いたという事寓であった。そ二で，まザその賓態を知

ろうというので，農民の有，a鰭君が自ら文部省まで出かけでいoras心に質

疑応答を行った鯖果，一応の納得ができたので一件落着，研寛所の繍致に決

定したのであった。

　それと削後して私は，公選教背書員会の初代婁員長を勘めていたため，こ

の地城にも六三制による中学校を嬢τる必婆上，研寛所に隣摘す6飛行機工
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場の鉄骨建物を改造利用する仕事に携わったが，この方は運動場まで含めて

別に問題もなく進行した。しかし，やがて研究所の充実とともにこの学校の

敷地との関係が地形の点でも，距離の点でもはなはだ不便であることが明ら

かになったので，いろいろ紆余曲折を経た後，最近に至って校舎を箱根国道

側に移転拡張し，名称も東中学校から錦田中学校に変わったのである。

　研究所の隣接土地問題については，もうひとつの難関にぶつかったことが

ある。それは高度成長の波に乗って某化学薬品製造工場が研究所の隣地に進

出してきたいという計画を持ち込んだことであった。市会議員や商工関係の

有力者間には盛んな誘致運動が行われたが，私たちが心配するまでもなく．

研究所の諸先生がその結果によって起こるべき環境汚染の影響を憂慮されて

次第によっては研究所自体が他へ移転しなければならなくなる事態までfe測

されるので，ぜひとも蕃処してほしいということであった。

　それにもかかわらず，誘致派の一新聞などは，「研究所が研多りになりたい

ならば，どちらへなりともご自由に！」などと欝く始末であった。

　折から駒井先生がドイツへ溝演に出かけられる直前だったので，小熊所及

先生を初め，竹中，松村，古里等の諸先生御同道で拙七までもお越しになり

「とにかく私が帰ってくるまでの間にこの問題を片づけておいてください。j

などとおっしゃって出立されたのだったが，そのうちに会社のノiの事情から

か，間もなく自然消滅の形で片づいてしまった。

　一方かっての反対派農民諸君の中にも研究所内の圃場の仕事に労力をもっ

て協力する人々も出てきていたのだが，それらの中からもひそかに遺伝学の

研究は品種改良をして増産に役立ってくれるものと思っていたのに．さっぱ

り結果が現われず，出てくるものは「三島ざくら」とか柳の葉っぱのお化け

みたいな朝顔の花といったものなので，そろそろ首を傾ける連中も出てきた。

　折も折，多分創立10周年記念行事の時だったように記憶するが，天幕の中

で木原・朝永両先生が研究所作の種子なし西瓜を「見事に橿子なしでありま
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したならば，喝采を！」とばかりに大包丁で割ったところが正真正銘の種子

なしだったので，私たちはそのお福分の断片を頂だいたのだったが，これ

にヒントを得て「三島特産種子なし西瓜」というのを作って売り出したらど

うだ，という話が持ちあがった。そこで早速，松村先生夫人たちの肝入りで

古里先生を煩わし，研究所の一室に集まって，まず種子なし西瓜の栽培法に

ついての講義を聴かしてもらうことになったが，何分にも「種子なし西瓜か

らどうして棚子を採るのかな？」などと首をひねっている連中だったが，「穐

子なし西瓜をならせるのには，まず棚子なし西瓜をならせる種子のある西瓜

をならせる親西瓜を作らなければならないJと聞いて，「そんなに手間のかか

るものを作って，　・体商光になるのだろうかなあ？Jなどと早くもため息を

つくという有様だったから，折角の名案も，あたら一炊の夢に終わったので

あoた。

　それはさておき，’遺伝研と三島市民との交流関係は年を追って深まるばか

りで，その内，特筆†ぺき実例の二・三を挙げれば．あの歴史的な石油化学

コンビナート阻止運動の際に三島市によって組織された自主的な公害鯛査団

に松村・松永岡先生が参加8れた他，研究所を挙げて全面的に協力し1『くだ

さった紬果が，この運動の成功の上に大きなカとなったことは今更駕†tで

もない。

　その後，箱機山を乱開発による自然破壊から守るために三島市によって楕

楓山西麓間査団が繊織された際には，木原先生が団長として串兜協力され．

各橿の分野にわたる科学網査を震施し，二の結票が三島市域における幽然環

境保護政箪における基礎的な指針・資料となっているのである。

　その他，研究所内の公開兇学とか，三島ざくらの苗ホ作りを初め．市内繰

化運勅の榊とか．あるい｛SiS民suM金に鮒る榊講演靴通じて・地元

住民との交流に積極的に努められたこの30年間の過去を回■する時に私たち

は感謝の念を斬たにするのである●
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　元より，研究所の使命は研究そのものにあるはずだから，地元住民との交

流そのものは二次的な問題に過ぎないであろうが，私たち市民の立場として

は，研究所の研究所たる使命が十分果たされるように，まず日常生活での心

なき騒音の防止を初め，およそ文化都市のいうにふさわしい静かな環境をつ

くるぺく努めるというようなことが，望ましい協力の第丁一歩ではあるまいか、，

　これは遺伝研創立30周年に当たっての地元一住民の回想及び反省の紀なの

である。

6．遺伝学研究所と私

滝　野　清之助＊

　早いもので研究所は本年六月をもって，創立パ’周年を迎えられる由，大

慶の至りに存じます。その記念の一環としての思い出の紀に執幕するように

とのお勧めをいただきましたので，拙文で誠にお恥しく存じますが，欝かせ

ていただきます。尚創，7．以前のことについては，昨年t・月喪話として侮きま

したので省略いたします。

　私終戦当時，中島飛行機の整理会社である富i：蹟業三島Il場に勤務いたし

て居りました関係上，研究所の設立にかげながらお割云いすることが出来ま

した。そのご縁で創立当時の方々，小熊先生・竹中先生・事務｝，δでは塚本さ

んやその他の方々と親しくさせて頂きました。当時，研究所の脅板が掲げら

れていても，今まで自分達の会社だったので，我が家の様な気分で，気軽に

出入りさせて頂いて居りました。

　＊〒420静岡市大岩本町5－3；当時，富士産業三島工場整理部E任
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西瓜のこと

　思い出と申しますと，先ず頭に浮かんでまいりますのが西瓜でございます。

西瓜の時期になりますと非常に楽しみでした。

　「これから西瓜を割りますから食ぺに来て下さい」と電活がかかって参り

ます。黄瀬川の工場から三十分あまりもふうふう自転車をこいで，汗びっし

ょりになって研究所につきます。そこには色んな稀類の西瓜が並んで居りま

す。それはどれもこれも実にうまかったこと，今だにその味が忘れられませ

ん。今になって考えますと，恐らくどれにしようかと迷って居るのを見て．

特においしいのを選んで下さったためでなかろうかと思いま†。

　それから木町の国道沿いに，古めかしい糧魔さんがございました．ある日

その店のガラス戸に「稽なし西瓜の檀あります」と云う紙が貼られてありま

した。それを見て箒膳的なおかしさを感じ思わず笑ってしまいました。私は

木原先生の欄なし西瓜について色々伺って居り存じて屠りtしたが．何の予

備知織のなかった当時の方々は，恐らく変に思ったことでしょう。

竹中先生のこと

　始めに申し上げました通り皆様に親しくして頂きましたが，中でも竹中先

生とは特にご眺懲にお付合してftl　Sました●

　先生と初めてお会い致しましたのは研究所が出未ます前で，私共の会社に

お兇えになられたしか静岡県庁に御出恨に行かれる打合せを頂いた時ではな

かったかと思いま†。あまりにも飾り気なく素朴な御方なので，単な6事務

の方と思いましたと二ろ，あとでご立派な学宥であられることをお聞●致し，

人は見かltによらないものと思いました●

　頻繁にお会いする様になりましたのは研擁所が枚立されてカ、らでご冨いま

す。研虎所のそばに長泉轡という曹洞康の力轡がありt†．厩に故人になら

れましたが，当時の方丈に山本克己と云う方が居られました●樋めてご立派
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な方で，その方丈を中心に色んな方々が集って話し合う会がありました。後

に参禅懇話会といういかめしい名称をつけましたが，別に会則があるわけで

なく，出席したい人は白由に集まり，座禅をするのはせいぜい一一時間か二時

間位で，あとはどぶろくを飲みながら語り合うということでございました。

もう時効になっていることですので申しトげますが，このどぶろくは谷川地

区の檀家の方々の自家製で方丈がお酒好きなので寄進される，方丈はそれを

お一人で召しhらず，お使いを出し話相手を集められ飲み乍らお話をする，

これがこの会の発端であります。

　この会に私が竹中先生をお誘い中しhげたわけではございませんが，いつ

とはなく御一一一・・緒致すことが多くなりました，、

　先生は飲む程にお話が弾み，まるでllf年の様に若々しく，皆さんと臓論を

戦わすのが，常でございました，，あるll激論の末相湿らず，本堂で取っ組み

合いのさわぎになった唯がございました．、その相f：の方は，私の紀憶では…

島広小路近くの洋菓f’店ラつの御tl人だったと思いますが，

　竹中先生はおみ足がご不自由でお身体もすぐれない様でごさいましたが，

お気持は何N，S！も若々しくお元気で，わ付合い致して居りま4・一と，こちらの気

持迄すがすがしくなってほんとに魅力のある方でございました，，和、1鳥を離

れましてからはお会い致すこともなく，斬聞等で桜の博t：といζの記事を押

見致します度に，先生の御活躍をお慶び中しhげて居りました，、もう・度先

生と愉快に飲み明かしてみたいと思いましても今はそれもかないません。大

変残念でございます。

皇太子殿下にお茶を

　次の思い出としては，たしか昭和三十一年の春の頃，私の知人の娘さんを

研究所に入れていただいたことでございます。知人に頼まれ気易く引き受け

て，研究所に行きお願い致しましたところ，定員がないとかで仲々むつかし
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く，特別のご配慮をいただきやっとなんとか入れていただけることになりま

した。

　それだけならよくあることでございますが，四月より入所となって居りま

したところ，研究所より本人に連絡がございまして，繰上げて出勘せよとの

こと，本人が出勤致しますと，皇太子殿下が研究所にお成りになられるので

お茶を差上げるようにとのこと，本人はびっくり，御両親は感激，そしτ私

は大いに感謝されました。そのことで当時お恥しいこと乍ら，はばがきくな

どとちょっぴり得意になっていい気なものでございました。

　思い出と申しますとこの他数々ありまして切りがございませんので，二の

へんで終らせて頂きます。私事のみ申し上げ失礼いたしました。（MM．s，15）

遺伝学研究所の挺生にまつわる裏話

三芳館にて

　終戦の翌年，昭和21年の春頃だったと思いますPt，ある日，前三島市長花

島周一氏から私の会社に電話がかかeてまいり，私に†ぐ三島市田町にある

三芳館に来るようにとの二と，何事ならんと，とるものもとりあえず駈けつ

けましたところ，岡氏の北海道大学時代の友人木原均氏金ご紹介くださいま

した。氏は当時，京郁大学の教授で，ご専門は遺伝学との二とでした●私は

お恥かしいことですが，遺伝学の世界的権威であられる＊原博士を存じ上げ

τおりませんでした。

　ご用件は，国立遺伝学研究所の設立計圃が遭んでおり，目下その敬地を物

色申であるが，中島飛行機三島工鳩の跡地が最適であるのでそ二に決めたい。

しかしまだ予算がとれていない。鯖会がとおるまや相当な日時を宴†る見込

みなので，その聞三島工場の跡地を他に処分しないでほしい，という内容の

お鯖でした。
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　小生，当時中島飛行機の整理会社である富士産業三島工場の整理部1三任を

していたため，花島氏より名指しでお呼び出しにあずかった次第でございま

す。高度成長下の最近の経済状勢とは及びもつかない戦後間もない当時とし

ては，三島工場の跡地のような辺ぴなところは，たやすく処分できる兇込み

もありませんし，たとえ万一処分することができても，相手は公共機関以外

は考えられませんでしたので，現地担当者の私にとっては大変よいお話でご

ざいました。私は大賛成でご協力を惜しまない旨申しhげ，富士産業の本社

にも直接お声を掛けてくださるろうお願いいたしました。

　お話をいろいろと伺っている途中でしたが，私が「研究所は必ずできるで

しょうね。駄目になるようなことはないでしょうね。」と念を押しましたとこ

ろ木原博士は，「この研究所は是非日本に必嬰なのだ，，いや，人類のために必

要だ。必ず実現する。実現させる。」と目を輝かし，Asを人にしておっしゃい

ました。花島氏も「大丈夫だ。」と熱心に口添えなさいました、，花島氏はポに

木原博士の友人，紹介者というだけでなく，研究所設、叱‘叶画の片‡拳をかっい

でおられるように感ぜられました。

　木原博士にお会いいたしましてからは，研究所のチ定地である…島r場の

柵内の土地建物は，一一・応整理済のものとして，私共の念頭よりはずれ，他の

物件の処分に専念いたしておりました。

農　地　買　収

　ところが，翌昭和22年夏，突如として，錦田農地委θ会が，…島r場の柵

内の建物の軒先まで農地買収をかけてまいりました。寝耳に水とはこのよう

なことと，早速異議の申し立てを行いました。

　この買収は研究所側が内密に事を運んでおりましたのが表面に現れ，どう

せ三島工場などは転用できっこないと，高をくくっておりました農民側がそ

れを知り，慌てて行ったものでございます。早速異績の申し立てはいたしま
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したが，すぐに解決できず，最後は，県農地委員会までまいり，もめにもめ，

約1年半もごたごたいたしました。

　今でも思い出されますのは，田方地方農地委員会の時のことでございます。

約30名ぐらいの傍聴人が，狭い会議室に押しかけ，やじは乱れ飛び，まるで

人民裁判さながらのすさまじさで，しばし立往生する始末でございました。

この農地問題のいざこざの1隼半の間，私の相棒の吉田蕃氏は，土地関係の

専門＃であり，かつ地元出身でもあるので，いろいろな面で大変ご苦労なさ

いました。

　すったもんだもみあって約1年もたってからのこと，あるll，田方地方事

務所の農地課長・長谷川孝作氏より「このままでは解決の見込みが立たない。

本省のお偉いさんにでも来て頂いて，皆さんに事情を脱明して頂き，頭を下

lt’てもらえると，何とか脱得し解決にもって行けると思うがどうだろうか。」

というお話がありました、，

　’％時私は，失礼でしたが，艮谷川氏が陰で皆をあおっているのではないか

と。あまり感じよく思っておりませんでしたが，私の方も手の打ちようがご

ざいませんでしたので，渡りに船とばかり，本社に怠行いたしました。小口

担当彙役に状況報告をし，何とか文郁省の担当冊長を現地に力迎えで●るよ

うお願いいたしました。その紬果，小口宜役のお供をいたし文部省にお願い

にまいることになりました。

　祖｝％間は科学教青局，間長は茅拭司博士でした。後に日本学術会臓会長，

東京大学学長になられたカでございま†。

　姐当課長にお目にかかり，まずその曽お話をとカしましたところ大変なお

かんむりで，「何んでもかんでも皆局長を引っ張り出されたんでは，周長が何

人いたって間に合わないe会社側だけて吋可とか解決してほしい。」とのことで

した。それでは困るので，粘りに粘ってやっと茅周長にお会いすることがで

8ました。茅局長は，ご熱心にいろいろと現地の状況をご質問なされ，「私が
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現地に行き，皆さんにお願いして解決できるならばこんな有難いことはない，

喜んで三島にまいりましょう。」と進んでお引き受けくださいました。

　以上のようないきさつがございまして，文部省側は茅局長及び担当課長他，

農地委員及びその関係者，それに会社側の三者が，三島広小路にあります料

亭『登喜和』に集まり，会合を持つことになりました。

　今でもありありと目に浮かぶのは，まず，農地委員の方々を床の間のh座

にすえ，茅局長ご自身は，はるかF座にすわられ，J一重な態度で，「是非国立

遺伝学研究所設立にご協力願いたい。」と深々と頭をドげられたお姿でござい

ます。

　結局，この会合を契機として，急きょ解決の方向に進みました。地元のO

．Kがなくともあるいは強引に研究所はできたかも知れませんが，私は】ド局技

のこのような謙虚なお気持ちがあってこそ円満裡に研究所が誕生したものと

信じて疑いません。

終　り　に

　私，当時研究所のすぐ下の小山中島町に住んでおりましたが，そこを離れ

て現在の静岡市（大岩本町5の3）に移りましてからもう20数年になります。

三島に立ち寄るのは，年に2・3回あるかなしかでございますが，漁は私

にとっては懐かしいふるさとのようなもの，特に研究所の場所は思い出の地

でございます。

　私は昭和18年より中島飛行機三島工場建設委員会の委員の1人として工場

建設にタッチいたし，戦後は，その整理会社の富士産業三島工場整理部に残

され，その後始末をしてまいりました。その関係で研究所を陰ながらお乎伝

いできたわけでございます。研究所前の桜並木のドにたたずみますと，木原

・茅両博士にお会いした時の様子が，スポットライトに照らし出された舞台

のように心の中にありありと浮かび，ジーンと来るものがあります。
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　このことは，一生忘れることのない思い出でございます。と共に，私がそ

こに居合わせたことを誇りに思っております。この感激を自分だけにしまっ

て置かず，せめて私の子供たちだけにでも書き残して置きたいと筆をとった

次第でございます。
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7．遺伝研の敷地
木　原 均＊

　国立遺伝学研究所が三島に設立されるまでの経緯を記憶によって綴って兄

よう。ここではどうして三島市の谷田に決定したかを述べるにtl：め，外の事

は触れないことにする。いわば歴史的の記録でなく，回顧である。

　1947年（昭和22年）1月に私が御講声始の帰りに三島駅にドりた。その頃

の汽車は超満員で窓から出人りする人が多かった時代であった。私はモーニ

ングを着て，混雑の3等車に座っていた。

　この時の目的は“研究所”の敷地を検分するにあった、、しかし，この研究

所は財団法人興農学園の研究施設を…鳥附近に求めていたからでした、，この

学園は東京渋谷の宮益坂に本所を置き，久連（くづら）に農園と学校をも⊃

ていました。そこの理事是は森林学の本家白沢保美氏で，弾務理事は友人の

田中次郎氏（創設者渡瀬寅次郎氏の次男）でしたc、私はこの久連農閲に度々

行きましたが，三島から遼く不便なので，研究施設を渦附近に建てたいと

いうのが私の希望でした。それでse（　）lfの帰り遭に渦に途中ド‘t｛して，　：・

三の候補地を平沢理事長と兄て歩きました。そのll＄（こ修梓榔｛挺の傾補地を

二ヶ所見ましたが適当のがなかった。

　その頃，三島町畏花鳥周・氏（後の三島市初代市艮）カt，北海通大学臥？代

の同級生だったので，i，　zaの中島飛行機のr．ma跡を推鷹して来ました，，そこ

が今の遺伝研のある敷地です。蜘寺は戦後で，この．r．　njは事務所（木造）と

その北側に工場の一部があった。その工場には飛行機製作に関する機械が保

管されていたと聞いた。

　この土地を見に行った日付は覚えていない，古里和夫氏（現浜松フラワパ

　　＊〒233横浜市南区六ッ川3－122－21，木原生物学研究所；元所長　当時京郁大学教授
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一ク園長）と一’緒に見たのでした。直に分った事は，興農学園の研究施設を

造るには広すぎるという事でした。その時広い荒れたままの土地を見たり，

今はどこかにあるか知らないが，機関銃の試射施設も兇ました。

　その頃国立遺伝学研究所設立の機運が盛り上っていたので，直ちにその候

補地に推薦する事に決めました。ところが，まだ米国占傾軍の管理下にあっ

た日本では，吾々が勝手にきめるわけに行かなかった。その上，占領軍の中

に教育の部門と農学関係の部門があって，一・方が許可しても他方は反対する

という具合であった。

　反対といっても，遺伝学研究所は必響でないという主張の占領軍農林部門

の意兄と詐可しても…島は東京から離れすぎて適当でないという文部閥係部

門の：つがあ・♪た。前魯は根強かったが，道にSalmon，　L●onardの両博士

の∫解で解消され，　…鳥候補地の許可があればよい事になった。

　23年｜0月高野山で日本遺伝学金の第20回大会が開かれた。それに占領軍か

“）　HenshoW博士が出席したので，学会の有志で口説いたがナカナカ承知しな

い。　・度よいという返事をしたが，後になoて反対だなどという状●であっ

た。しかし候補地は東京附近にない廓が分り，．三島に菖eいたのは，日＊側

の文部当局（当時茅誠司氏が科学教冑局長》の力であった。

　かくして…島に敷地を定め，現在の所に倒立遺伝学研寵所を造る事に寛ま

った。その始め1二は中島飛行機製伸所の木造sm煽胞の事務所＆改造しτ，：・：

研究部門で始めたのであt；た。ここで．：つだけ記録したい事がある。

　・っは，その頃中鳥飛t’i機の敷地は，旧の所有合（農富）があって，遮還

を求める機運があった。もう一一つは，三島itiが中学校を憶てるk地を求めて

いた。

　後者をうけ人れて，最近まで中学校ht鰭　”ていた。4の校舎は，既存の建

物を改造したものであるが，改造前は恐らく治金の工場と見えて天井の高い，

がらんとした鎗物であった。今では，その中学校は，ここから附近に校舎を
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新設して移っており，初期の要望どおり研究所の土地となっている。

　遺伝研は紆余曲折の後，建てられたが，もう一つ研究所が出来1：ってから

大きい事件があった。それを一つだけ記してこの稿を終る。

　1964年（昭和39年）頃，石油コンビナートが三島・沼津地区に進出したい

という申込を三島市に送ってきた。その時，三島市はこの誘致にっいて賛成

と反対の二つに別れていたが，県や文部当局は賛成の模様であった。中には，

費用を出すから新しい土地を求めて引越したらという‖秀惑もでた。私はそん

なに悪い環境を作るなら，吾々の愛する箱根にも及ぷであろうと反対の態度

を硬化した。松村・松永両部畏が遺伝研を代表して，石油コンビナート問題

の三島市委員会に出て活躍された。

　当時の畏谷川市畏は，賛否両派の争いの激化を心配して，遂に石油コンビ

ナートの進出を承諾しないと決定した。

　この事が，三島市並びに周辺の土地を公害から救ったというので，遺伝研

の存在を認めてくれた人々が多い。今迄は無いものと同じであった遺伝研が

初めて市並びに市民に貫献したので大いに喜ばれた。

　今後も遺伝研が＝一島市と共に市の大問題には努力して欲しいものである。

　（米国ホノルル宿舎にて配す。1978年31128m
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8．研究所ができた頃の思い出

故竹　中 要＊

　　箱根を越える

　i’rc　15年前，昭和24年10月29日，それまでたむろっていた文部省の片隅の

暗い狭い部闇を引払って，hが研究所はいよいよ三島に移ることになった。

それまで東京に駐在していた職員は小熊所長・塚本庶務部長・宮沢会針課長・

門脇・中野両事務官と私の6人であった。1日も早く三島へと思ったのであ

るが，土地や蜜屋の貸借契約・職員の任命・来年度の予算編成・宿舎の修理

等々について，庶務部の乎が抜けないので，とうとう10月も終りとなったの

である。

　勇U｝ζからの引越荷物は文部省からもらった古金庫（今も使っている）が第

・のもので，その他古い戸棚などとそれに当座にまにあわすために斬しく買

った机・椅子などで，わずかトラック2台であった。われわれは当時として

はド1慢の幌型パッカードに彙って箱根越えときめた。この車は昭和16年戦前

最後に輪人された唯2台のパッカードの1つで，これらは天血熊下のお車の

前後につくためのものであったと禽われるeっまり戦時中も軍に取り上げら

れることなく宮内雀に属していたのであろう。それがGHQ時代で不踊とな

り，古くもなったので，払い下げられたのであろう。昭和24年当時は，役に

立っような車はまだ中々手に人らなかoたのである。たまたまこの申が90余

万円（修理費は別）で手に人るというのであるが，遺伝研の予算ではどうに

もならない。ここは塚本君の腕の見せどころであるが，とにかく人金を打っ

て押えておかなければならぬ。その金がなくて困り抜き，財団法人和田薫幸

会から財団法人遺伝学研寵所｛今の普及会）が僧りて間に合わせた。そして

　　◎前細蹴ぱ部長，　1966句1」3月18日M虫，「碧蘭」　1965角呂Nn，loより輯載
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この車の修理にかかってもらったのであった。

　さて幌型120馬力のパッカードに塚本，門脇の両君と中野嬢と私の4人が

乗って，秋山君の運転で午後1時頃文部省の内庭を出発した。途中中野嬢は

芝の大門のところで下車し，われわれは門脇君の布団をとりに多摩川溝の口

の門脇君の義兄である根岸さんのところに回った。その当時のこのあたりの

道は，道といわれるようなものではなかった。

　10月末の陽はどんどん沈んでいく。小田原の手前で日はとっぷり暮れてし

まった。いよいよ箱根越えであるので，寒さをしのぐために，また幾らか腹

の足しにもと宝焼酎1本とりんご数箇を買った。普通の食物はまだ買えなか

ったが，焼酎や果実ならば，やっと買えるような時節になりかけていた。い

よいよ出発となったところ秋山君がガソリンがないという。あぜんとした、，

文部省を出るときに十分ガソリンをつめておくよう注意したのであったが，

怒ったって致し方ないので顔を見合hせただけである。当時はガソリンは切

符制で，しかも1台当たり少量であった。そこで街には進駐軍等から横流れ

したものが闇で売買されていたのである。もう7時は回ってしまったであろ

う。町は薄暗い電燈のともったところだけがポーッと明るいが，まザ闇であ

る。この暗い中で地の理の分からない者が闇のガソリンを探さなければなら

ぬとは困ったものである。いよいよ今晩は取の中で夜明かしかと覚悟したが，

さすがは運転手，しばらくぐるぐる回っている内にガソリンをかき’出した。

　夜も大分おそくなって闇の中を箱根へ向かった。1：るに従って濃い霜がた

ちこめ，寒さはぐんぐん増してくる。今のように車は多くなかったが，それ

でも時々進駐軍のトラックが濃い＃の中から突然顧を出して肝を冷やした。

われわれ3人は門脇君の布団を広げて脚を突っ込み，焼酎を飲んで寒さをし

のいだ。11時頃警笛を鳴らしながら門を入ると，松原・大山・小野・宮沢

　（明）・栗原・西川・薄の諸君と松本・土屋の両嬢が提灯をふって出迎えて

くれた。よほど待ちくたぶれたらしい。腹がすいたろうと，玄関の広場には

　　　　　　　　　　　　　　　一34一



山盛りの握り飯と沢庵がだしてあった。薄暗い電燈の下にそこだけが白く浮

かんで美しい。何年も食べたことのない銀飯を見て目頭があつくなった。そ

して3年間の設立のための苦闘が走馬燈のように脳底を過き法った。

開業のころ

　翌る日からの毎日は全員掃除掃除で明けくれた。ここの敷地や建物は戦時

中の中島航空機KKのものであった。初め中島社長は戦後は文化的の仕事に，

この敷地や建物を寄附してもよいような話であったという。しかしこのとき

にはすでに中島航空機KKは解体し，富士産業KKと名乗っており，†ぺて

の財産は日本興業銀行の担保となっていた．その上進駐軍に賠償物件として

封印されていた。これの外側だけ，†なわち敷地と建物とを財団油人遺伝学

研究所と財団法人興農学園とが共同申精して賠償物件から解除されていたの

であった．

　玄閥を人6と広いロピーがあり，左側前列には小部厘，その左簡りを庶務

部長の部堪にした●左側後列には細長い小部扇があっT。後に造伝学普及食

と遺伝学会とが使うようになったが，初めは辻田■んが費葺蜜とした●右側

前列はずっと後まで受付にした部■で，その右簡りは庶務金針鼻で，最初は

富沢会計緑長・杉生庶務牌曇（い｛「らく憩れτ赴任した》，門脇‘q中野・松原・

大山・小野・松本などの緒墳歯嬢がたむろっていた●電話の交換乎は土庖嬢

であ⑲た●廊下＆境えて轟側には暗い部屑があり，慎に物麗に用vxh．●あと

の部分は左右岡翼とも1っずっの大広閲であって，金社の古いH’器raがほ二

りまぷれになって一杯人っτいた●債に左■の大広聞は縞堂とtその櫨憲及

び庶務会針脾の室に改造したし，右翼は幾つにも間仕切りして研究室にした。

その右端は現在通り，リリエンSんの部眉とし，その鱒り前後は専売公社の

分室｛二使ったことは大多救の皆8んが知っている通りであ6●

　階上は階段を上⇔た所を会繊室に，その東隣りを所長室．その隣りを所長
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実験室（これは2年後駒井先生が使うこととなった）。その隣りを私，その隣

りが酒井さんと辻田さん，その東側の中広間を古里さんと圃場関係室とした。

西側は表裏2つのがらん洞の大広間であった。古里さんの部屋は後に間仕切

りして，リリエンさんの室の上は松村さんが入るようになった。これらの部

屋の窓は1枚はガラス，1枚は板であった。

　今の別館のあるところは戦時中には表の建物と同形同大のものがあったそ

うであるが，戦争がし裂になった終戦間際に左右両翼を切りとって，私が知

るようになってからは，中央部3分の1が残っていたが，これは横浜ゴムK

Kの希望に応じて売却し，昭和24年の秋には既に取り除かれており表Oiil　）

の建物との間の渡り廊下が半分残されていた。

　構内には東側圃場の現在桑の植えてある段と私が使っている園芸植物圃場

と諸温室のある段（東第2圃場）とには1棟ずつの1：場が敷地一・杯に建って

いた。他の段にも初めは工場の建物があったが，昭和24年秋には，後1こ東中

学校の建物となった鉄骨の建物以外は全部取り除かれていた。建物をとった

後の敷地は雑草も生えないやせ地で，マツヨイグサ，ハマヒルガオ，ハマエ

ンドウ，アカマツがわずかに点在するというあわれなものであった。また会

社が植えた樹木はヤマモモの外は緑色というよ「）黄色というのが当たってい

るような小葉を樹梢にしょぼしょぼつけているだけで，枯死寸前という有様

であった。

　さて以上のような状況であり，10月　30　Hからは毎Hが掃除に明‘t縛れた。

もちろん水道はないからドの長泉寺から水をもらって，その井戸水をくんで

くるのが栗原・西川両君や若い事務の人遼の仕事で，他の人々は泥とごみを

堀りだすのに精をだしたが，何遍繰り返しても中々きれいにならない。また

雨が降ると2階には柱をつたって雨が滝のように流れこんだ。私がここを下

調査するころにはこんなに屋根は傷んでいなかったのであるが，アイオン台

風のため徹底的に傷んだのである。これにはその後3，4年悩まされた。
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　宿舎としては構内に会社時代の従業員入口（タイムカード室）とトラック

車庫とを改造することにしてあったが10月29日にはまだ完成していなかった。

われわれはその未完成のものに入った。今鬼丸君と先般まで海老君がいたと

ころには薄君，宮沢君，門脇君の3人が入った。その隣の佐渡君のいるとこ

ろに私，向井君のところに中野嬢，田村君のところは車庫だった。丸岡君の

ところに宮沢会計課長，残りの西側の部屋は最初は空いていたが11月になっ

て赴任してきた酒井さんがしばらく人ったし，私も10日間ほど入った。12月

には県で買ってくれた町の宿舎が3軒できたので塚本君と酒井さんとがまず

入り，年末ぎりぎりに私が町に下った。

　11月中頃になると竹倉からの水道も通って，水くみだけは不要となった。

しかし電燈は相変わらずホタルの火のようであった。冬の間は研究する材料

も般備もないので，床の泥をはがしたり，爆風よけの窓ガラスの紙をはいだ

りした。私は若い人遣をつれて盛んに植物採集をした。また小熊先生のお供

をして研究員たちは伊豆の研究所巡りなどをした。

　松村さんは任宵していたが，京郁の繊維聯門と葦任で25年秋までは京郁滞

在となoていたし，駒井・田中の両先生は少し般備のできるまでは，それぞ

れ京郁大学と九州大学とで研究するとのことで赴任されなかった．そのよう

なわけで，冬の間常駐した研寅員は，私と酒井白んの外は伊蘭太郎君と富沢

（明）倉が主で，古且白んが■鳴整備のためときど●やって8たし，加地早

苗君と★埴畠弘雷が閥西から時折あいさつにやってSた．春めいて辻田さん

が赴任するようになり，後邸寛治君・違蕗徹君・木村資生君・坂口文吾君等

が前後して赴任iしてきて，研寛陳も少しにぎやかにな・ってきた●

　春になっても，まとtった研寛用の植物の栽培も動物の鯛育もで●ない。

費葺用の桑苗がきたけれども畑を整理する時閲も人尖賃もないので，工場跡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
に無理を承知で植え込むというような状藺であった●そのため数年後に新し

く東第5圃場に桑を槌え，それが大きくなって元の桑畑東第4圃場から桑を
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抜き取り，今日のように整理したのである。工場跡には土地をよくするため

に豆科植物をまいたり，サツマイモをさしたりしたが，最も効果をあげたの

は種子無し西瓜である。土壌改良を目的として，工場跡を深く堀って石ころ

を除き，沢山の堆肥を入れてそれに西瓜を作ったのである。また私は東京で

作っていたダーリヤ60～70品種をもってきて，正門横の先年まで中野さんの

住まっていた旧巡視室の横に植えた。夏になると種子無し西瓜のできばえは

上々で，さすがに研究所であると名をあげた。またダーリヤが見事に咲いて

新聞が書きたて，遠近から何人もの兇物人が集まった。ともにそれ自身研究

しているわけではないが，世間にはまだ余り知られていない桶f’無し西瓜で

あるし，幾らか心に余裕ができ始めた頃に珍らしい大きなダーリヤが咲いた

からであろう。この2つはその後3～4年間は遺伝学研究所を世間に広める

大きな役割をした。しかし研究材料がふえ，人手を西瓜やダーリヤに割くこ

とができなくなり，一・一一途影がうすれたことはご存知の通りである。

　酒井さんは畏年稲をあつかった方であるから，郷愁からわずかの稲をポッ

トに作ってうさばらしをした。辻田さんは蚤が忘れられず，あちこちと桑畑

を追って買いあるき，飼った蚕の染色体を階ド東側の大広間で，ごみにまみ

れて検鏡した。私は野草，殊にヤマユリをとってきて玄関の東側の空地（現

在芝生になっているところ）に植えた。しかしヤマユリはパイラスにおかさ

れて花をっけなかった。酒井さんの集団遺伝の研究の1つとしてなされた後

藤君のナスビとトウガラシの作柄はt：々で，食物の乏しい折柄，研究済のナ

スビはわれわれの食卓をにぎわしてくれた。

　夏になるとリリエンフェルトさんがはるばる米国からやってくるし，専売

公社の田中さんたちが来るようになり，段々とにぎやかになってきた。松村

研究室の遠藤君がタバコ属の細胞学的研究をやる約束で赴任してきたのであ

るが，気が変わってやらないので，植物細胞遺伝の室にいる関係t：，私はい

やおうなしにその研究をはじめた。財団法人遺伝学研究所所属のけちな顕微
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鏡を渡り廊下（私はかけだしと呼んでいた）に持ち出して，天然光で検鏡し

た。午後になると西日がさすので転々座を変えた。何といっても専売公社は

当時としては大スポンサーであったのであるから。

　その頃若い人たちは研究テーマについて大いに討論したし，新しい有名な

論文をガリ版ずりにして（紙も活字も悪くてかすれていた）輪読会をさかん

にやった。私は眼鏡の度が合わなくて続むに苦労した。食うや食わずで眼鏡

までには手が回らなかったのである。

9．遺伝研創立の頃の思い出

古里和　夫゜

　敗戦の翌年（昭和21銀）は虚脱状態の社会情勢と食糧をはじめあらゆる物

質が不足し世相は混乱しτいた。その頃から†でに30倣年を継τ紀憧もう†

れたが思い出†ままに当時の二とを縄っτみた。

　この年の春，木原均先生から遺伝学研究婿設立の手伝いを命ぜられ先生の

お伴をしたり，単独で各所へ出かけたりしたが，その主なる紡問先はっぎの

ようなところであった。

　商工省（下島儀貞整瑚課長），文部省，静岡県庁（小林知事，大隅商工疎長），

岡庁内米軍静岡軍政本部（米軍将校名忘失），田辺噂之助県会績員（三島市），

三島市役所（花島周一市長），遺伝学金長増井清先生並びに遺伝学会の庸先生，

財閲法人興農学園農竈科学研寛所（瑠事長白沢僚黄先生，常務環事田中次郎

社長，理事木原均先生，小生，閥係省槌濃部禅三（元大蔵省主針局長），富士産

　　●　▼口1■1翻鳥誤椀市館山⑰町1鳳79ηパーク，口釦幽噂研★蘭1餌童長
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業（中島飛行機）本社並びに三島工場（工場長）。

候補地の視察

　善通寺師団跡を見るために木原先生のお伴をする。

　昭和21年8月7日京都駅22時出発，翌朝宇高連絡船にて高松へ着く。町は

一面の焼野が原で県庁の四角いコンクリートの建物だけがぽつんと建ってい

た（帰路先生が県庁へ知事を訪ねられたが，そこへ行くには建物をUがけて

歩けばよく人に道を尋ねる要はなかった）。

　午前7時善通寺へ着く。駅に松浦町畏が出迎えてドさり師団跡を案内され

る。広い練兵場，司令部などの建物を兇て廻ったがどこにも人影はなくがら

んとしたものであった。

　翌9日9時善通寺発高松へ，高松にて知事訪問、、連絡船の乗り場附近に露

天市があり当時都会では乎に人らない白魚の｛物を売っていたので木原先生

と一一・書者に買う。

　高松から宇野へ着いたところ宿泊予定地の倉敷行列車はすでに出たあとで，

仕方なく和気行きに乗る。和気に糖いた頃はもう真暗であった。それから町

中の宿を訪ねて歩いたが泊めてくれるところがなく万策尽きて腎寮の駐在所

へ訳を話して泊めて貰う。

　翌10日早朝静岡へ向かう。静岡では田中義鷹・増井消・和川文吾・∧畑穐

基の諸先生と会い一・泊，翌日宮崎通之助静岡市長の御案内で大岩，聖・色，

用宗などを見て廻った後一・同は三島に行き富士廠業（中島飛行機）…島エ場

跡（現在の遺伝研）を見る。

　なお手元に残っている木原先生からのメモには「23日16時50分東京発三島

着，17時京都より三島着（長岡泊）」とあり24日同工場跡を視瞭された（増井

清・篠遠喜人・梅谷・木原均の諸先生）。

　この工場は米軍管理下に置かれていたので最初にその解除を必嬰とした。
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そのため商工省整理課，静岡県知事，米軍静岡軍政本部と交渉の要があった。

　この後寒川の明治護膜の工場も見る。

　木原先生からその時受けた手紙には「8月31日午前11時22分京都発東上し

ます。同夜は三島にて一泊し翌9月1日7時4分にて三島発東上，茅ヶ崎に

て下車，明治護膜の土地を見ます。三島にて貴君に会い度し，山下君同行す。

8月24日」とある。

候補地としては二のほかにもあったが小生は見ていない。

東京，三島，京都の旅

　当時汽車に乗るには切符の発売枚数が制限されており，特に遠距離ほど発

売枚敦が少ないので手に入れることは容易でなかった。列車の運行回散は少

ないhに悠行がなく常に超満員で窓からの出入が多かったe意にはガラスが

なく冬の夜は鳳呂敷などで風を防いだが寒凪が吹9込み電灯のつかない真暗

な客車で互に体を†りつけていた。この頃貨物車も客車代りによく使われτ

いた。

　東京駅で始発の意ガ，スのっいた列皐がプラットホームに入eTく6と彙

客が意から彙り込むため一斉にガラスを割りはじめ，そのけたた虫しい音が

構内に零き波り員様な光景であった●二の頃シ9嵩もβく，駅で一夜＆鯛か

したためにうつって困った二ともあった●

　しかし二のように昔労の多い旅ではあったが，敗戦棲の国富目標を失った

廃虚の中で叫ばれた文化国箪建設の一端を遺伝研設立と云うことで少しでも

役に立つ二とができれ‘まと思うと九死に一生を得τ南力から帰国した身には

生●甲斐を感ずるのであった．

　終戦後東京では旅餓は全く営裳し’C’いなかったのでM人宅を頼るしかなか

った。木原先生は一時上野の符覚院に泊られて一贈に泊めτ頂いたこともあ

った。
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　竹中要先生が帰国されてからは宿泊所としておられた東大動植物学教室の

地下室へ泊めて貰った。

　時々配給の僅かばかりの貴重な野菜を外から持ち帰られ小さな電気コンロ

に小さな鍋をがけて兼て御馳走して’ドさった。

　夜は暗い裸電球の下で話し合ったが停電の始まるのが10時頃だったので，

その後は真暗になり冷たいコンクリートの1：に薄いムシロを敷いて寝た。夜

中に床からの冷気が体に伝わり仲々眠られないこともあった。

　岡田要先生は自分の教室に泊って居られ，夜になると元気な声をあげなが

ら階段を下りてきて話し込まれることが度々であ・・た。

　当時ヤミ市が各所にありここでは外食券がなくても飯を食べられた、，斬橋

駅前のは仲々大きく多勢の人でにぎわっていた。木原先生に’11時他では兄る

こともできなかった豚カツを御馳走になった。その時先生はリュック姿だっ

たように記憶している。

実験圃場の開設と整備

　研究所は創設当時圃場がなか・・たので，それを作ることが患務であった、、

　何しろ工場跡のため敷地にはコンクリートの床や1：台が多くそれらを取り

除くために機械力のない時代だったので人力で片づけなければならなカ・った。

その他の大部分の土地も耕土は全くなく閲い赤t：で草も生えない状態であっ

たが，それでも堆肥を人れれば何んとか実験用械物は青ったので部分的に圃

場として使い始めた。

　当時堆肥は農家から人手できなかったのでワラを賞い集め露天で作った。

　しかし堆肥作りにも限度があり全面積に使うほどの量はできなかったので，

未使用の裸地は耕起を繰り返し土壌の風化を針り，石灰壷素を散布し，土中

の有機物増加を試みた。

　創設当時圃場の周囲の境界が不明確だったので取り敢えず松苗を目印とし
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て植えた。

　桜，椿の植林は室長会議で竹中要先生が両種の優秀な遺伝質の失われるの

を懸念しその保存の必要を提案され実現することになった。

　戦時中は農家自身の食糧確保や食糧供出割当のため苗木の生産は中止状態

であったので探すのに苦労した。

　関西では佐野藤右衛門氏（京都），笹部斬太郎氏（大阪）．関東では安行方面

を訪ねようやく安行の小清水氏から里桜の十隼生位の苗20数本を入手するこ

とができ構内の中央道路の両側へ植えた。研究所前の道路の両側には安行の

知人から染井吉野の1年生苗を入手して植え，また研究所への上り坂の両側

には江戸時代に山桜の優秀なものを集めて植えられていた東京小金井の桜の

子孫（自型交雑穐）を植付けた。この苗は岡部長景先生（元文部大臣）が冑

苗されていたものであった。

　小熊所艮とは伊東市逆川へ寒桜の株を買いに出かけたこともあったが．そ

の後竹中先生力略地から錨の糧類を集められ保存籟槻寓8れた・

　椿は安行の皆川椿花園から分壊して買った。この薗は古くから椿を専門に

保存，冑成をしていたところで戦時中も宜宴晶種傑存のため食糧供幽割幽τ

が免除されていた由である。

　玄閥前の蘇鉄は沖永良部島自生のものを側島から瑚eて賞eたものであ6●

本館前のコルクガシは渡瀬寅次郎先生が日＊へ最細鳴入Sれた原＊から槌

子を孫って冑てたものであり，メタセコイアは木原先生が米国のCHANEY

先生から項かれた苗の1本である。他の処のものはそれから挿木で増殖した

ものである。

　最後になoたがナツミカンは天鳥随下が最初（昭和29年11月4日）に研究

所へtsいでになった輸二温室内で鉢｛二揃かれたものである・

　以上は創設時の思い出であるが，当時の日＊の状勢からは◇日のように立

派に発闇した遺伝学研究所の姿を想像†6：とはで●なかうた●

　実に感慨無量である。
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10．遺伝研のできたころ

篠　遠　喜　人＊

　竹中要博士が書かれた“国立遺伝学研究所のできるまで”（1959年）をよんで，

そのころのことがこもごもと思いだされる。竹中さんは京城大学からひきあ

げてこられ，本郷の東大理学部植物学教室の私の室に寝とまりしておられた。

そのころ小熊桿博士を中心とする遺伝研創設の具体的運動が進むにあたり，

これの事務運営に専念するものが必要となった。そこで和田文吾博士（東大）

と相談して竹中さんを推薦した。上記の竹中さんの配録にあるように，“昭和

22〔1947〕年1月竹中は国立遺伝学研究所設立講願に関する事務を遺伝学会

長増井清博士から懇望され，それを引受けた”のであり，”それより蛸願その

他に関する事務が統一され，順次軌道｛二乗ってきた”のである。竹中さんは，

“なるべく自己の感情を現わさないように，表面にあらわれた事柄を列記し

たつもりである”とむすんでおられる。竹中さんはすでに故人となられたが，

当時この運動にたいへんな熱情をもって献身されたことは，関係者のみんなが

みとめるとともに，感謝したことをここに銘配したい。政府すじと関係諸官庁

とに，県や市，また農地関係に，日本遺伝学会と閥係学会，緒団体に，占傾

軍総司令部にと，鯨解，請願，協力後援の懇蛸など1こ，私たちは手わけをし

てでむいたが，それらはみな竹中さんの采配にしたがったといってよい。と

にかく，考えられるだけの方法を錬り，兇透しや手順をつけ，熱心‘二各方面

にでむいて，ねばりにねばったという感がひじょうに深い。

　竹中さんが忠実に始終を配録され，宮山平八郎博士（当時の文部亭務宵で

現麻布獣医大学教授）が，“国立遺伝学研究所般立配念配”，’‘遺伝学研究所設

立に至るまで”などをかいておられるので，遺伝研設立についてもはや加え

　　＊甲IM東京郁世田谷区弦●5－6－16－315；崩時東京火学瑠学部教授
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ることはないが，田島弥太郎所長のなにか思い出をしるすようにとのおこと

ばにより，私ごとが多くなるが，すこしく記して創立30周年をお祝いするこ

とにいたしたい。

　大戦のとき，東大理学部植物学教授の遺伝学講座と植物学第4講座とを担

任していた私は，若い命と貴い機械器材，研究と教育との伝統をまもるため，

関係職員と家族，大学院学生を加え，30余名とともに，山梨県韮崎在の塩崎

村駒沢に疎開し，農寡に分散居住し，ある農家の蚕室をあてた研究室にかよ

い，畑を実験圃場とした。また藤井健次先生と牧野富太郎先生とのこ両寡と

は，1里余山の上の農掌に，韮崎駅からリヤカーにおのせして，みなしてお

しあげ，藤井先生はお倉に，牧野先生は蚕室にお住いになった。前面には富

士山が奨しくたち，そのまわりをB29がめぐって東京方面にとびさるのがみ

えた。

　8月には終戦の大蘭を，私たちは駒沢できいた。塩崎研究室は翌年3月本

郷にひきあげをおわり，室員はそれぞれひきあげていった。

　そのとき，戦争と敗戦とでうちひしがれた圏本の，ことに学会のみじめさ

を私はひしひしと感じ，これが希望へとたちかえるにはどうしたらよいかと

考えた。塩崎研究富の緒股備で疎開させたものはすぺて東大に正式な手銃き

をして返遺した。残った多くの不完全な設備をととのえて，二こで†こしで

も研究と知繊の普及とをしようと考えて，順井・小熊・木原先生方鰭先鷲に

ご相蹟して，昭和21（1946）年7月に，°’染色体研究所”を股け，機関鑓“染

色体”を創刷した。なぜニニに私が二れを紀してきたかといえぱ，これが国

立遺伝学研究所設立巡動に†こしく関係をもつからである。

　染色体研究所は，1947年4月25日に文部大臣の許可をえて，財団法人とな

った●

　このころ，前記のように，遣伝研股立運動が進められていた。そ二で（財）

木原生物学研究所長の木原均博士と（財）山蹄鳥類研寛所長の山階芳麿博士
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とはかり，事情によっては，この三つの研究所は合同しても一・つの研究所を

つくり，国立にもっていこうと申しあわせをした。

　竹中さんが記されたように，いろいろ曲折をへて，国立遺伝学研究所がっ

いにできることになり，3研究所の併合の必要もなくなったが，（財）染色体

研究所は，その所有の機械器具類を遺伝研（初代の所畏は小熊桿博士）に提

供して，財団法人染色体学会に寄付行為の変更を文部大臣に申請し，1967年

8月28日に許可をえて今日に及んでいる。（竹中紀録σ）P164に，染色体学会と

あるが，当時は染色体研究所であった。）

　文部省がわとして尽力された科学教育局畏の清水勤：博1・：のことは竹中さ

んの記録にもたびたびでるが，すでに故人である。1932年に文部省の海外研

究員として清水さんと同じ靖國丸の同室で，インド洋を4011　OMんだの中で

あった。遺伝研設立には，占領軍総司令部の承認をえなければならないが，

これが意外に難行した。私は1…としてD．W．H．LeonardとDr．Vivian　Edmi・－

stonに面会してたのみこむ役にまわった，，これが練で，このお：方とはごく親

しくなり，そのこ米国のご両人のお宅には再度あがr）ておもてなしにあずか

った。レナードさんは先年なくなられたが，エドミストン女史（いまはTo－

dd夫人）は昨年東京にこられた。いまでもコドモの科学教青に心をよせてカ

られる。

　清水さんのあとをうけて科学教育局畏になられた茅減司博t：は司令部のD　r．

Kellyとは親しく，遺伝研設立についても尽力されたことが，竹中紀録にもで

ている。

　竹中さんが“一・つのエピソード”として記されたタネナシスイカと片山首

相とのおはなしは，私も同席したのでよくおぼえていて印象がふかく，その

こも語り草となったので，ほかの方も記されると思うが，ここにくりかえし

ておきたい気がする。

　1947（昭和22）年8月27日に，首相官邸で私どもは，搬会からおかえり｛こ
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になるのをおまちした。この会兇は有光次郎文部次官のおとりなしで，文部

省からは，次官，中西勝治研究助成課長，こちらは木原均・増井清の両博士

に篠遠も加わった。汗をふきながら入ってこられた首相は，はじめに，遺伝

研の設立理由とお願いとをきいてくださった。そのあとで，木原博士はまず

ふつうのスイカを二つに割られた。たくさんの黒いタネが目に入った。つぎ

にもう一一一一一つの同じような大きさのスイカにナイフをいれてまっ二つになった。

そこには美しい紅色の肉だけで黒いタネは一つもなかった。

　酋相は，“ホーこれは科学の魔術だ！1！”と声をあげられた。

　“ふつうの魔術にはタネがあるが，科学の魔術にはタネがない”と，一岡

を笑わせられながら，みなとなごやかに，この珍品を味わわれた。

　・・度，閣虚で否決された案が復活するのは珍らしいといわれたが，国立遺

伝学研究所はついに実現した。首相に直訴ともみえるこのタネナシスイカの

輿演の効果が，どれだけ役にたったかどうか，コンピューターもまだ示して

はくれないが，とにかく私たちの遺伝研は，もう創立30周年＆むかえる●ま

すます発展を折ってやまない。

11．忘れ得ぬ思い出

増井 消゜

　遺伝学研究所設立に間して遺fll学会役員会は，皐くから（tl『｛和14年10月）

北人教授小熊博士の主張に基づき，国立の研究所を設立する二とに意見がま

とまり．政府及び膿会の有力打に働きかけrrいた。筆柑が股立運動に携わっ

　●甲郎1鄭沢市善行3■－15－58－91）喰寧★4芦臼勺ε郁教授
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たのは，昭和21年4月遺伝学会会長としてであった。この時学会に研究所設

立準備委員会を設けて，すでに話しのまとまっている線に沿って活動したに

過ぎないのである。

　総理大臣を初め，関係各大臣，衆参議員の有力者に国立遺伝学研究所設立

一本槍で働きかけたのである。多くの方々は，賛成してドさったのみならず，

松村真一郎氏のように積極的に援助して下さった方もあったが，それぞれ卒

直に意見を述べられた。それらの中で筆者の感激したのは，田中文部大臣の

意見であった。

　文相は，遺伝学研究所設立には異存はないが，国立の研究所ではどうかと

思う。研究所は，学術的研究をするのであるから，学者が1三体となるべきで，

官僚は助成連絡にあたるぺきではないか，というのである，，つまり，国“1．研

究所では学者が自由に活動できないではないかというのである。

　すじの通った考えではあるが，研究所を設ezするには莫大な経費を要する。

一とまず国立研究所を設立し，機を兇て組織を変換することをE張された方

々もあった。

　研究所は間もなく創立30年を迎える。この長期間にわたり，研究員は学者

として自由に活動し，世界的に知名の研究所に発展してきた。しかし問題は

これからである。できればこの際学者を｝…体とし，そしてこれまで以1二に自

由に研究ができるように発展して行くことを熱望する。

　第2の思い出は研究所敷地に関する問題である。研究所が…島市谷田に建設

することに内定した時のことである。この土地は中島航空機株式会社が軍の

力で強制的に利用したものであるから，元の所有者に開放されたいという運

動が起っていたが，研究所建設予算の編成に当り　（昭和24年8月23日）関係

官庁のお役人5名（？）が候補地の視察に三島市え来られて，農民代表祷と

お役人とが会合し，交渉が行われた。筆者は研究所設立委鈍とし座長となっ

て会議を進めた。
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　会場は席を旗にして100名余の農民が威嚇包囲し，穏かならぬ会議であっ

た。農民の反感はお役人に集り，筆者に対しては至って穏かであった。筆者

は研究所ができると農作物の品質改良にも力を入れる。決して農家の方々にと

って不利にはならない。農家の方々は研究結果を自由に利用することができ

ると説得した。　農家の方々に筆者に対しては至って好意を持たれ，会膿も

何こともなく終了して事務所へ引上げると事務室には筆者より一足早く，数

名の農京の方々が待ち合せていて，先生のお話しでよく研究所の仕事の内容

を理解することができたと感謝して帰られた。農寮の方々がお役人に反感を

もつお陰で，筆吉の考えが心よく受け入れられたように感じた。

12．国立遺伝学研究所創設ころの思い出

山　下　孝　介゜

　固立遺伝学研究所（遺伝研）は学術撒興会第四特別書員会（通称四特）の

緒先生（古畑祖基・木原均・駒井卓・増井清・小RkPt・篠遠1人・田中純■

そのほかの緒先生）の御肝人りで設立されることになったのでありま†が，

それに先立って財団法人遺伝学研寛所が組織されました。理事長は東大農学

部畜廠学教窟増井教授（現在は名誉教授）で岡軟室に事務所が置かれました。

この間の事情については創立25周年配愈誌に詳しく述ぺてあります。所長は

小熊禅先生，所員には多くのかたがたの名が掌げられていましたが，地方分

散のまtで研究を促追する二とになっていtしたので竹中讐8んが専任とし

て緒事をきりまわして居られました。竹中さんは外地（京城大学）から帰ら

　　申甲233横浜市南区六ッ川3－1舘一21＊原生物●研寛所」；幽噂京郁大学教養学部教授

一49一



1‘

h

llh

れて間もないころで，研究室暮らしをして居られました。私もこの研究所の

メンバーの1人で，木原均先生のもとに京都勤務という優遇をうけていまし

て，時折上京しては竹中さんの御手伝いをしました。

　はじめて遺伝研の敷地を見に出向いたのは私であったと思います。木原先

生からの紹介状をもって三島市長の花島周一さんを訪ね，当時賠償施設にな

っていた中島飛行機発動機製作所工場の跡地を見せて貰いました。尻万坂の

赤土混りの石ころ道に沿って竹やらいの囲いがめぐらされていました。私は

たぶん膝や肘につぎの当った国民服を着ていたと思います。ついこの間三島

を訪ねた折に乗ったタクシーの運転手は「あそこはf’供のころ昆虫採集に走

りまわったところです」と話していました、，

　竹やらいの間からのぞき見した様子を木原先生に報告し，ここが有力な候

補地として取り上げられることになりました。私がこの様な敷地を物色して

あるいていましたのは，当1時向U町物集女にあった木原生物学研究所の移転

候補地の物色ということがあったからと思います。

　三島が遺伝研の候補地として決められるまでに，四国の脾通、？の師団の跡

地や静岡県の軍需工場跡地その他を兄て廻ったことを思い出します。いまに

なっても何故三島に定まったのかといういきさつをきかれますが，それはそ

のまま研究棟として利用できる建物と広い実験圃場用の土地があったからで，

研究所誘致というような政治的な働きかけは皆無であったと思います。

　三島は東京から遠くて不便だとか，子弟の教育環境がよくないといったよ

うな反対の声もありました。

　候補地が三島に定まることになりましたので前述の諸先生や（財）遺伝学研

究所関係者の方々，久連の興農学園の古里和夫さんらがしばしば三島に来ら

れることになりました。修善寺行の伊豆箱根鉄道の田町駅の近くにあった三

芳館という旅人宿がこれらのかたがたの常宿でありました。そのころは木造

の田舎宿風でありましたが今では改装されてアパート風のモダンなホテルに
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なっています。

　実際三島に遺伝研が創設されて，そのころ赴任された研究員や事務職員の

かたがたにはたいへん御苦労があったと推察します。三島駅から遺伝研まで

は徒歩であるくことがふつうでしたが，近くに学校施設もなく，日々の生活

のための買物も不自由であったことと宗せられます。

　30年たった現在の状況は全く変って来ています。今昔の感にたえないとい

うのはこのことでありましょう。新幹線の駅もでき，市内バス網は四道発違，

遺伝研の近くには幼稚園から高校まで建般され，駅の近くには日本大学の学

舎もできています。遺伝研の近くにはスーパーマーケットさえで㊤ています。

　遺伝研創立25周年紀念誌が出版されたのはついこの閲の様に思いま†のに，

はや5年の年月が過ぎて30周年配念誌が出されるとSきますと，年月の鮮過

はことのほか早く，5隼が1ピッチのように流れて行くように思われま†o

二の向9で†と，この先50周年60周年…というピリオッドも†ぐにやって来

るような気がしますe70才という日が近い私の隼令のせいでありまし”tうか。
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II．研究活動の始まり

13．遺伝研創設の頃と駒井卓先生の思い出

木　村　資　生＊

ll

…1

‘1

　創設時代の遺伝研が小熊桿，駒井卓，田中義鷹という当時の日本遺伝学会

の長老を中心に，また木原均をはじめとする遺伝学会の実力者の支援のドに

発足したのは今から考えると大変幸運であったと思う。これら漫老はいず

れも若い頃に外国へ留学し，先進国欧米での研究のありかたを知り，また世

界の有名な学者の幾人かとも親交があった。特に駒井先生の国際感覚は抜群

で，片田舎の三島に出来たばかりの遺伝研を世界の遺伝学の流れに接続する

上で余人をもってしてはかえがたい役割を果たされた。もし，これが外国留

学の経験のない次の世代の人たちであったら，とてもこんなふうにはいかな

かったであろう。やがて私や飯野徹雄氏（現　東大教授）がアメリカ留学出

来たのも駒井先生のお力添えに負う所が大きく，先生からの御援助なしに私

は到底現在の地位を築くことは出来なかったと思う。

　これら三長老はいずれも学者らしい感じのする方々で，大学教授を停年で

やめられた後三島へ来てここに学究的な雰囲気を植付けられたのである。所

長の小熊先生にしても，どうしたら良い研究所が作れるかについて確かな感

覚を持っておられたように見える。世間に多々あるような管理中心で，所N

の才能を伸ばすより，不満を平等化することに腐心するといった感覚の持ち

主でなかった点も実に良かったと思う。たとえば，小熊先生は文部省と掛け

巾集団遺伝部長
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合い研究員は超過勤務手当を受取らぬ代りに，通常の勤務時間に縛られなく

ても良いという約束を文部省から取付けてこられた。この伝統は後になって

研究員にも超勤手当がつくようになって消え去ったことは私には残念なこと

に感じられる。これに関連して思い出されるのは，私が今から十数年前に招

かれてウィスコンシン大学にある数学研究所（マセマティックス・リサーチ

・センター）に行った時のことである。この研究所はアメリカ陸軍から財政

的援助を受けて運営されていたが，ここへ着いた日，所長のランガー博士か

ら手渡された所員のための心得えなどをしるしたパンフレットのV頭に「研

究者には一律に決まった勘務時間などというものは存在しない。各人は自分

にもっとも適した時間割で研究に専念†ぺ●ものであるJとあった。白†が

はアメリカの研究所だと感心した二とを覚えている．もっとも，アメリカで

は業績評価に閥して日本とは比較にならぬ粗の厳し8があるので，両右を同

列に論じる二とは無理かも知れない。ともかく小熊先生が遺伝研をなんとか

して立派な研究所に冑てたいという悲願というか意欲は大変なもので。当時

は所員が蘭文を書くと，二れを所長窟に摘参し，小熊先生はそれを見1『，手

ずからコントリピューシ■ンナンパーの帳面に著右名と■目を丁寧に●込ま

れた。第1号は駒弗先生がGENETICS鰭に出白れたものである●章績の有

無が遺伝研の興eにつながるといOた真剣書が感じ取られた●二れに比ぺ6

と発表柏文の敦が1，200　t旭え，他人の●文の発褒の事など大して抱も関心

を払わぬ現在とは大寳な違いであった．

　田中磯胞先生はわれわれ着い書にはうわさに聞いたようなこわい先生とい

う感じはなく，今から脅えると厚かましい気も†るが，私などほとんど対等

なような顔をして遺伝学の聞題＆論じ，先生の御意見に反鎗する二ともしば

しばで有ったが，先生はそれを頒から押えつttられ6ようなことはなかった。

幽時，先生はカイコで量的形質に遭抜を加えると，加えた力向t：世代と共に

麿化が趨るのを遺伝子そのものが寵わるという概念で説明しようとして熱心
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にやっておられた。英国ではK・マザーの有名なポリジーンの本が出た頃で，

私の方はそんなものはポリジーンの選抜で説明出来ると申し上げたが，先生

は一向に耳をかそうとされず，ある時さんざん議論した末先生は「＃の言う

事はワシには全部分かっているが，君はワシの言う事が分かっていない」と

主張された。カイコでの変化は「不安定遺伝子」の変化によるもので，ポリ

ジーンの選抜によるのではないと言うのが先生の拐艮であったと思う。田中

先生が九州分室をたたみ，三島に移って来られたのは昭和26年の10月末か11

月の初め頃で初めは独身寮に住まれたので先生と餓論をたたかわす機会が多

かった。その後田中先生は私がアメリカ留学から帰った年の翌年の昭和32年

に日本学士院会員になられ，皆で祝賀会を行い私もお祝いのことばを申し1：

げた記憶がある。話が前後するが創設時代は戦後問もない頃で，もう，年寄

りはだめでこれからは若い者の時代であるとマスコミでしきりに酋われた時

代である。当時室畏だった竹中要氏なども，年寄りの三先生が頑張っておら

れるようではだめだからはやく引退してもらい研究所の若返りをはかる必要

があるとしきりに主張しておられた。大学を卒業して間も無い私もそれに大

いに共感を覚えたが今考えるといささか恥ずかしい気もする。事爽30年近く

たった今振返って見ると，遺伝研退職後も大著「遺伝学に基づく生物の進化」

を含め次々と労作を発表された駒井先生の活賭を兄ても，ほんとうにだめだ

ったのは決してだめだと批判された側でなかった事が痛感される。その頃，

遺伝研には停年制はなく，小熊所畏が研究所年報第2号に本研究所の性格の

一つとして「大学においては停年制によって，能力の如何に拘わらず研究者

は一定の年令に達すれば研究の場を見捨てなければならない。しかし本研究

所では研究者の能力が衰えない限り，その人の能力を十二分に使って学問の

進歩に資することができる。」と述べてお・られる。これなど現在では想像しが

たい事かも知れない。

　当時，非常な勉強家でわれわれ若い者をひきつけたのは室長の酒井寛一・氏
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（現　名誉所員）でこれに対し竹中さんは遺伝学の最先端の問題に弱気で「ワ

シは新しい学問の進歩にはついて行けない。新しい事は若い君等がやってく

れ」といった調子で，タバコの染色体を調ぺたり，サクラ，アサガオの交配

やッバキの品種集めに熱中しておられた。竹中さんは終戦直後普労して朝鮮

から引揚げられたが，それが竹中さんの人生観に大きな影響を与えたようで

ある。振返って見ると，当時の竹中さんは現在の私より10才近く年下だった

わけで，それだけ私自身が隼をとった事を感ぜざるを得ない。そんなふうに．

竹中さんは学問的には弱気であったが運営面では小熊所長の補佐役として遺

伝研の発展と所員の融和に努められた事を記しておきたい。小熊先生は自ら

は研究はされず，所長職に専念され，学問的な面は駒井先生が受縛っておら

れた。若い研究員の教育やお亙の勉強のために遺伝研で外国胎文の抄続会を

始められたのも駒弁先生で，第一圃は昭和25隼2月の初め頃酒井さんと，幽

時研寛員として着任されたばかりの加地早苗氏（現甲南大学教授）の●名が括

されたようである。

　わたし自身は研寛員としての発令が昭和24年11月であった〃裳際に三島に

着任したのは翌隼の3月の終り頃だつたよう1二思う。京大の＊原研寛富を去

って，三島に赴任して感じた事は京部に比べ余りにも大きな文化的な搭培で

あった。わたしは駿豆線田町駅の近く，奈良檎の農官に下綱したが，この官

は当時庶務部に務めていた小野久雄氏の寅牢で，その離れに住み．ぞ二の1

族の方にいろいろ親切にしていただいた。そこから毎日研究所に歩いて通鋤

したが，Ot人ぽっちで息に京郁が恋しくなった事を覚えτいる●幽時は遺伝

研の周辺には富らしい物はほとんどなく，坂下の駄菓子魔とその近くにあ6

銭湯ぐ■いしか目につくものはなかった。研寛所の坂の遭の嘉さも大賓なも

ので，ひとたび踊が降ると泥沼と化し，ゴム長靴でぬかるみと恵囎●しな

がら坂をのぼっていった●三島に来τせめτ良いと思った事は朝夕のすばち

しい富士のながめであ⇔た●特に夕方の姿には見とれ6事が多かった。それ
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と背後にある箱根山や遙か彼方に見える伊豆の山々の姿も美しいと思った。

もう一つ思い出す事は，午後四時頃になると，どこともなくスピーカーから

「春の海」の音楽が流れて来て，なんとなくのどかな気分になった事である。

また，市の各所1こ豊富に流れ出る澄んだ湧水も魅力的であったが，この方は

ほとんど見られなくなったのは寂しい。当時，研究所での会議は物を買う時

など研究員も含め全員が参加した。もっとも，研究員の数はせいぜい数人と

いったところで全部集まってもしれた数であった。研究所は戦争中中島飛行

機の工場の事務系の建物だった物をそのまま受継いだ天井もろくについてい

ないガタガタの木造であった。研究機関としては最悪の状態で，外国雑誌ど

ころかガス・水道もなく（ただし水は竹倉から井水を引いて使っていた），そ

れこそないないづくしであった。終戦後間も無い，世間にも物資の乏しい頃

でショウジョウバエの餌を作るための寒天や黒砂糖も貴重品であった。わた

しは集団遺伝学の数理的研究を志していたが，GENETICSその他の重要な

外国雑誌が研究所にないので新しい文献を読むには東大の図書館までttl掛け

て行かなければならず大弱りした。

　そんな訳で昭和26年の春になって，研究貝になって1年半ほどたったばか

りの大垣昌弘氏（現　大阪府立大教授）と加地君がこんな所で働いていたの

ではとても将来の兇込みがないと遺伝研を去り，関西の大学に赴任して行っ

たのは無理からぬ事であった。わたしも，もっと良い所へ移りたいと思わな

い訳ではなかったが，行く先もなく，集団遺伝学の計算に専念していた。し

かし，昭和25年の夏の前からしばらく京都分室（京大の木原研究室）に行く

事を認めてもらい，三島を逃げ出すように京都へ帰った。この夏竹中さんが

理学博士号を受けお祝いの会を三島でやったというニュースなども京郁で受

取った事を覚えている。京都にいると，三島に帰るのがいやなので滞在も・・一一■

日伸しになりわたしが三島に一向に帰る様子を見せないので9月になって駒

井先生から「万障を排してこちらに移って来るように」という駒井先生とし
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ては珍しくきついお手紙が来た。その頃の事で忘れられないのは昭和25年に

アメリカ輸入のモンロー電動計算機の当時としては最高の機種を42万円で買

っていただいた事である。（丸善が戦後輸入した第1号であったと聞いている）。

当時，遺伝研で買った小型トラックが39万円で，また，わたしの月給が二千

数百円だった事を考えると，わたしも結構優遇してもらっていたことになる。

　所長の小熊先生は昔風のこわい先生のはずであったが，気さくにわれわれ

若い者に接して下さった。畳食後は日課のようにわれわれを引連れ近所の丘

などへ散歩に出掛けた。北海道から研究員として赴任した後藤寛治氏（現

北大教授），加地，大垣の両君，わたしなどが常連であった。加地，後藤両君

は同年輩だったせいか摘触が多く研究の合間にいろいろの亭を話合ったり．

日曜日には一緒に沼津などへ遊びに行ったりもした。後藤君は酒井さんのも

とで遺伝育橿学の勉強中で，加地君は発生遺伝学の研究を志していたように

思う。今でも覚えていることの一つは，加地君がわたしのやっている集団遺

伝学の敦理的研究がピンと二ないというので，同君に対し「償は数学を使っ

て自然現象を配述†るのにすごく魅力がある。」と禽った二とである。それか

ら18年後にわたしは分：t’進化と集団遺伝学の拡散モデルとを繍びつけ，分子

進化中立脱の形でこの夢をささやかながら実現†る二とがで醗と刷と感

慨が深い。もう一つ忘れられないのは昭和26pa　4月にアメリカの遺伝学脅H．

」．マラー博士がインド旅行の帰りに日本に立寄り，三島の遺伝研を紡問さ

れた時の二とである。マラー博士は（モの頃みんな‘saユラーと呼んでいた

が），会績蜜でわれわれを相手にアメリカにおける遺伝学の進歩にっいτ鱈さ

れた（写真18）。今で二そマ9一博士は今世紀における最大の遺伝学1という

評価が圃っているが幽時われわれの知oていたのはエックス線によってショ

ウジ冑ウパェで遺伝子の人為喪然喪員を起こさせτノーベル賞を得た学者で

あるということ位で，日本の生物学省にもその偉大8は余り知られていなか

った。マラー博士の購演があった敵日後だったと思うが，岡田要氏（故人で
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当時は東大教授）が遺伝研を訪問されわれわれを相手に「あんな者は学問的

な深さがなく大した事はない。」と放言される有様であった。わたしは英語も

分からずマラー博士の話の内容そのものも程度が高すぎて何も理解できなか

った。そのあとで同博士は小熊，田中，駒井先生などと一緒に各研究室を回

られ，われわれはそれぞれ自分のやっている仕事をたどたどしい英語で説明

した。わたしは有限集団の中で遺伝子の淘汰係数に偶然的変動がある時遺伝

子頻度の確率分布がどうなるかを計算していたのでそのグラフを用いて説明

したが，くどくどしていて要を得なかったと見えマラー博士は「要約すると

どうなるか」と言われたらしいがその英語の意味すらわからずそれを田中先

生に教えていただく有様であった（“nutshell”と言うその時の英語が今も忘れ

られない）。しかしその頃S．ライトとR．A．フィッシャーとの間の論争は

集団進化の分野で有名であったからマラー博士にはわたしが何の目的でやっ

ているかすぐに分かった様子であった。その後になって酒井さんの所へ研究

生としてやってきた東海大学の数学専攻の若い人がいて，その人を相手に確

率過程の数学的扱いを議論した。今でも覚えているのは吉田耕作蕎の物理数

学概論を買ってきて，偏微分方穐式の境界値閲題をいっしょに勉強した事で

ある。

　私が集団遺伝学の数理的研究に志すようになった動機は，数理遺伝学に対

する興味からで，それは細胞遺伝学と関連して生じたものである。昭和18年

頃，第八高等学校の生徒だったとき，生物学の熊沢正夫先生が購義の中で木

原博士による小麦のゲノム分析を説明され，それが世界に誇るぺき業績であ

ることを述べられた。私はそれに大きな興味をおぼえ，自分で細胞遺伝学を

勉強するようになり，やがて確率や統計の知識と雑種染色体の行動とを結び

つけたら面白いと考えるようになった。八高卒業後，京大の植物学科に迦ん

だが，ワディントンやドブジャンスキーの本（当時は海賊版のお世露舌になっ

たと思う）を通し，進化機構の研究に数学が使われることを知った。学生中
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に読んだのは主としてホールデーンの原論文で，良く出入りした木原研究室

の仕事にも刺激され，いろいろ自分でも計算を行った。ライトの論文に取組

んだのは植物学科卒業後，木原研究室に置いていただくようになってからで，

周囲に教えてくれる者はだれもおらず，ライトの有名な1931年の「メンデル

集団の進化」の論文を前にして，たとえ十年かかっても理解したいと決心し

たことが忘れられない。やがて，遺伝研が出来，木原先生のお世話でここへ

就職することになったが，私の集団遺伝学の知織は当時全く独学であった。

　遺伝研へ来てからは，駒井先生に大変お世話になったが，私が数理集団遺

伝学の研究に着手するようになったのは駒井先生の御指導によるものではな

い。この点，一部に誤解があるようなので，この機会にはっきりさせておき

たい。

　小熊所長は所員の融和をはかるという点から親鰭会には特に熱心であった。

これに関連し若葉会の由来を配しておきたい。昭和25年の聯も終りに近い頃

で，若葉の美しい季節だったが，箱恨へ研究所から遠足に出かけた。その時

親臆会の名前をつける亭になり一同から名前を募りその中から投県で遡ぷ事

になった。一一人でいくつ名称を応募しても良いというのでわたしは何十も作

って出したところ他の鰭君全部が出した敵に負けぬ位になり，紬局わたしの

出した「着藁」が運良く当選し採用になった。その賞晶として，当時会計繰

にいた門脇君からもらったのがワイシャツ1枚で，どこから仕入れて来たの

か，やせっぽちのわたしですら窮屈で着られないような代物で，結局使い物

にならなかったことを覚えている。物のない時代らしい鱈である（写真23）。

　そうこうしているうちに研究環境のカもすこしずつ改梼されていったがこ

れは小RR所長，駒井・田中両部長，さらに研寛所の中堅の人たちの努力のた

まものであったと思う。外国文献の方は昭和26，27年にかけゴールドシュミ

ット文庫が購入され，また遺伝研の図書室としても外国籟誌を少しずつ購読

するようになり改善されたがそれでも物資の乏しい時代で困賄が多かった。
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11’

1

　昭和26年の春には研究所の構内に独身寮が出来，わたしは4月に奈良橋の

下宿を引払ってここに入った。この独身寮に寮母役となってこられたのは戦

争未亡人の宮内千枝さんでこれは塚本盛平庶務部長の時である。宮内さんは

最近停年で退職されたが，昭和26年以後長い間人居者の世話をされ，わたし

を含め当時若かった研究員の多くがお世話になった。独身寮の個室は南に面

し，残り三方が壁に囲まれた構造で通風が極く悪く，ひさしが短いので日が

差込み，夏になるとまるで蒸し風呂の様な暑さになった。わたしは暑さに敏

感な上に，生来胃腸が弱いので，入居した年の夏にはすっかり体の鯛子をこ

わしてしまった。それで，運動と気晴らしのために研究所の裏山には毎日の

ように散歩に出掛けたものである。箱根のはじまりとも薄えるこの地帯はわ

たしの郷里の岡崎市の山野に比ぺ植物の禰類が豊窩で植物の好きなわたしを

楽しませてくれた。胃腸の調子が悪い事を駒井先生に脈えると，先生は御1’1

身が胃下垂で胃腸が弱く苦労された事や養生法などを親切に話してドさった、，

次の年になり今度は夏にどうなるかと心配したら先生は研究費から旅費をIl

面して下さって北大へ出張の形で避暑‘こ行くよう取計らってドさった。その

頃駒井先生は御殿場の別荘から沼津を通り三島へ通勤しておられた。bたし

が北海道に立っ日は先生と沼津まで御’・緒に行きそこでお別れした．当時北

大では友人の倉林正尚氏（故人）が理学部植物掌教室の細胞学の助教授で，

札幌では同氏に大変御世艦になった。医者にもさんざんかかったが胃服の方

は少しも良くならずわたしを大変不弔‘こした。これはアメリカへ留学するま

で治らなかった。しかし，昭和28年にフルプライト留学生となり夏に横浜を

立ち氷川丸で2週間船に揺られ，続いてシアトルでオリエンテーションを受

けている間にそれまでの2年間わたしをさんざん悩ました胃病はすっかり良

くなった。これがアメリカ留学を一層楽しいものにした事は間違いない。昭

和31年に帰国した後，10月からその翌年の1月まで独身寮のお世8舌になった

がその後は市内に移り，夏通風が良く涼しい所に住み通勘には毎日なるべく

　　　　　　　　　　　　　　　一60一



歩いて運動するように心掛けることにした。おかげで胃腸は弱いにしても，

なんとか人並に働けるようになったのはありがたい。ともかく，独身寮の事

を考えると，どうしてこんなばかげた構造の建物を造ったのか，徒然草にも

家は夏涼しく造るべきであると書いてあったように思うが，これを設計した

のはどんな建築麗だったか今考えても腹立たしくなる。話を昭和27年頃にも

どすと，私は胃腸の飼子が悪い事や，自分の仕事が余り周囲から認められな

いという感じや，いろいろな事で何となく厭世的な気分になっていた。そん

な遺伝研発足後3年ほどたった時の事であるが，せっかく出来た遺伝研がつ

ぷされはせぬかとわれわれを心配させた小事件が起きた。正確な亭は覚えて

いないが，行政改革のため政府が作った委員会のようなものの委員長が統合

廃止すぺき政府機関のリストを報道関係に流し，中に遺伝研が入っていると

いうニュースだったと思う。この時の事情をもう少し詳しく知りたいと思い．

庶務部の関根係長に助けていただいて当時の研究所の室長会織の配録を綱ぺ

たが具体的な事がどうしても分からない。しかし昭和27隼の3月から4月に

かけての室長会損の肥録を見ると協績事項の中に「行政機関の続合廃止につ

いτ」とあり，「かねて斬聞紙上に報遭されτいた事について」近日中に厨長

が文部大臣に而摘し折摘†るとか文部書員，学術会蹟会長などに何等かの亭

を打ってもらうとか書いてあるし，また別の妃偉には「■井部長が文部大臣

に面捜憩鱗の紬県研寛所は絶対廃止しないと言明●れたJとある二となどを

見れば当時としτは研寵所にとってかなり重大な閥心事であった事が葡え6●

わたしなどもやっと軌道に泉った遺伝研がつぶされはせぬかと気がかりであ

ったが，駒井先生は「そんな亭をくよくよしないでも良い●大丈央つぷれた

りなどし】ないから●それに，つぷれたっτ＊村君はまたよそが雇ってくれる

だろう。」と賃う意味の事を雷われた。申いこの間題はしばらくして立消えに

なった．

　その翌隼の竃わたしはアメリカ留学のため三島を離れたが，私の留学中（昭
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和28～31年）に起きた大事件は，遺伝研の横の中学運動場だった場所（現在

は遺伝研の土地）に三島市が過酸化水素の工場を誘致する話が持上った事で

ある。もしそんなものがきていたら今ごろ遺伝研などどうなっていたか分か

らない。これにっいては当時室長だった辻田光雄氏（現　名誉所員）が思い

出話を書かれるはずである。この時研究所におられた人たちの心労は大変な

ものであったと聞く。幸い三島市の見識のある有力者の助力もあり，事無き

を得たが後になって田中義麿先生が口ぐせのように言っておられた話がある。

それは，先生が当時の三島市の市会繊長の所へ陳情に行ったら，誘致反対に

協力してくれるどころか「もっともっと工場を誘致し三島中に工場の煙突を

林立させてみせる。」と兇栄をきったとかで，一・HSはどうなる事かと心配され

たという。

　これに関連して思い出すのは後（昭和39年）に起こった三島地区石油コン

ビナート誘致問題とその時市長をしておられた畏谷川泰三氏，さらに遺伝研

．所長だった木原均先生と今は故人になられた松村清二氏（当時変異遺伝部長）

の事などである。長谷川さんは遺伝研の創設当時は長谷川木工の主人として

研究所に本箱，机，その他の家具を納めるためよく出人りされた。今でも配

憶に残っているのは昭和27年頃私が友人の建築京の設計図で作ってもらった

本箱のガラス戸がそってしまって開閉がうまくいかないので，文句を面った

ら自らやって来てカンナをかけてくれた事である。市長になられてからも，

不思議とわれわれ遺伝研の者と付合いがあり三島市として遺伝研のためいろ

いろ便宜をはかるよう配慮されたと聞いている。遺伝研ともっとも深いかか

わりは石油コンビナート問題を通してであろう。当時これは私にとっても貫

大関心事で，もしコンビナートが三島に来たら煙突から出る亜硫酸ガスのた

め喉の弱い私などは健康を害し到底三島にはおられないと心配した。幸い市

民の反対運動が功を奏しコンビナートが実現しなかった事は実に拳運であっ

たと思う。忘れられないのは当時所長だった木原先生がコンビナートに強く
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　　　れ長谷川市長の要講を受入れ松村さんを団長とし，さらに松永英人類

遺伝部長も重要なメンバーとして加わる調査団を作るよう配慮されたことで

ある。こうして出来た松村調査団は政府がさし向けた御用調査団に対し独自

の調査を行い，コンビナート公害の重大性を市民に警告する報告書を作製し

たc，これが畏谷川市艮をして誘致反対の決断を下させる大きな理鎗的支柱と

なった。

　この事件を思うたびに，わたしは，その時の所長が木原先生で，公害間口

に兄繊もあり政府の役人｛，　一・目置くような人だったから良かったが，蹴か別

の事なかれli義のスケールの小さい人だったらどうなっていただろうか，ま

た何よりも，そのll＄の市長が長谷川氏でなく，政府に密着した，大企集に魍

い保守系の人だ・）たらどうなっていただろうかと脅え，長谷川・木原の取合

せが弔運だったと感ぜざるを樽ない。

　話しが脇道にそれたが，わたしが留学から帰る前に小熊先生…は脳軟化寵‘こ

かかられ所長職を去られ，代わりに木原先生が所長に就白…された。φい小熊

先生はその後すっかり快復8れ小田原で小鳥や草花を相乎に長く余生を増ら

れた。先生は随筆の名手で「遺伝Jとかその他の緒誌に食に上乎な帥情あム

れる文章を蜷NSれた。その随筆集によってエッセイスト賞を得られたのも

その時代であoたと思う。われhれは時々先生を小田原の櫛宅に尋ね研寛所

の事などをお話ししたものである。

　わたしがアメリカ留学から帰ったのは昭和31隼の夏で，日本で初め丁闇か

れた園瞭遺伝学金拍の直前であoた。二の軟．駒井兜生は遺伝研を遇職され11

月3日に三島駅壱立って京郁に去られた（写真19）。その頃駒弾先生のもとで

研寛補助員をしておられた平壕（旧姓　内菖）申筏白Aカe，脱在は城の内に

住んでおられるが，平壕さんから側ったりわたし自身でも思い出すその頃の

事をちょっと配してお8たい。先生は巻貝の多型を集団庖伝学的に問査し，

また人類遺伝学の研寛としては小頭症の官最を蘭ぺてカられた。その頃研究
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対象となった小頭症の人が（二人いたうちの一人が）三島駅の前をよくうろ

ついていた。駒井先生が立たれる日に，この小頭症の人も丁度駅にいた。

　三島での駒井先生の生活は極めて規則正しく，城の内官舎から徒歩で朝9

時頃研究室にこちれ12時きっかりに坂を下って官舎に昼食をとりに行かれた。

午後1時にはまた研究室に帰ってこられ，5時になると帰って行かれるとい

う，印で押したような毎日であったという。わたしの記憶に残る駒井先生は

茶色の背広を着，帽子をかぷりステッキを手に，やや前かがみに遺伝研内の

道を歩いて行かれる姿である。そして，近くの麦畑の1二空を春には雲雀がに

ぎやかにさえずりながら飛んでいた。

　その少し前，わたしの留学中の1955年（昭和30年）にコールド・スプリン

グ・ハーバーで集団遺伝学に関するシンポジウムが開かれ，わたしも構演に

招待されたが，日本からは駒井先生と酒井さんが招待を受けやって来られた，

その途中に駒井先生はわたしの留学していたウィスコンシン大学のあるマヂ

ソン市を訪ねて来られた。当時この大学の遺伝学教室は小さな木造の粗末な

建物でここにわたしの先生J．F．クロー（写真24，26），集団遺伝学では歴

史的なS．ライト（写真20），飯野君の先生で後にノーベル賞を受けた徽生物

遺伝学のJ．レーダーバーグ，トウモロコシの遺伝研究で世界に名を知られ

たA．ブリンク，免疫遺伝学のM．R．アーウィンなどそうそうたる学者が

いるのに感心された。その事に関連して先生が話された事は今も忘れられな

い。駒井先生はかってコロンビア大学のT．H，モーガンのFへ留学された

が，日頃モーガンは偉大な研究はポロの建物から生れると酋っていたという。

　遺伝研の存在意義に関し，駒井先生は大学では学生の教冑に多くの時間を

取られ，そのため研究には十分の時間が当てられぬのでこうした国立の研究

所を作り，学者はそこで落着いて研究に専念することが日本の学問の進歩に

とって重要であると強調された。また大学と違って，研究所にいながら研究

業績があげられない者は実に不適格者であるとももらしておられた。
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　京都に去られた後も駒井先生は毎年避暑のため御殿場に来て夏を過ごされ

た。それで，夏になると松永部畏と連れだって，丸岡さんの運転する研究所

の車で一度は必らず御殿場の別荘に先生をお尋ねし，遺伝研の近況やわたし

の研究に関連した事を御報告したり，また先生からもいろいろお話しを伺う

のが楽しみであった。先生の人間的な魅力以外に，そのまれに見る勉強家ぷ

りに感心した。いつお目にかかっても，遺伝や進化の分野で世界の最斬情報

に通じておられるのは驚きであった。昭和44年の夏に御殿場の別荘をお尋ね

したら丁度先生の机のhにアメリカの科学雑誌SCIENCEがあり先生はそこ

に戟っている」．L．キングとT．　H．ジュークスの「非ダーウィン迦化」

の鎗文に触れられ，わたしの研究が彼らの鎗文に大きな影響を与えた事が分

かると歯われた。その・年前，イギリスのNATURE誌に出たbたしの分子

進化中立蜆が日本ではまだ余り知られていなかった頃である。盟年の夏，御

殿場にもう一一度お尋ねしたのが最後で，その後は先生は御殿場には来られな

かったと思う。それから，二隼たらずのうちに不帰の審となられたのである。

　駒井先生は温厚な方であったが決して時流におもね6ような方でなく，常

にしっかりした意見を袖っておられた。今でも息れられないのは叙勲制度が

復活してしばらくした頃だったと思うが，それに対†る意見を述べられた事

である。先生は二れに批判的で「勲章制度ほどバカげたものはない。＃s．一力で

は地方の福祉のために一生身を粉にし1r働いた婦人が七等，八等といった最

下位をもらうかと思うと，他力ではまったく尊敬に値しないような政治1富で

も，織員をやったというだけで最高位に近いもの＆もらったり†る。こんな

制度は納樽が行かない。自分は勲何等などという勲章を敢府がくれるといっ

ても絶対力断りしたい。Jと賃われた。二れに続いて先生は「ただし，文化勲

章だけは別である。この方はくれるというなら喜んで頂載したい。Jと禽うの

が先生の御意見であった。駒沖先生を常日頃から尊敬しτいたわたしはその

事が忘れられず，先生二そ文化勲章を受けられるのに値する人だと思ってい
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た。その先生がもらわれず，先生の死後数年もたたぬうちに若輩のわたしが

思いもかけず文化勲章をいただく事になってしまった。先生に申し訳ない気

がする一方，もし先生が生きておられたら誰より（両親は別として）喜んで

下さったと思わずにはいられない。

　最後にこの紙面を借り最近研究所に飾られた駒井先生のレリーフについて

記しておきたい。先生のレリーフがもし研究所にあればわたしの様なお世話

になった者にとって先生をしのぶよすがとしてうれしいだけでなく，将来遺

伝研で働く若い研究者の諸君のためにも，駒井先生の高遭な求道の精神を伝

える上で有意義であると真剣に考え始めたのは昨年の夏のことであった。そ

の後，松永，大島両部長にも計画に加わっていただき，その他多くの方々の

御援助を受け計画の実現にこぎつけた事はわたしにとって人きな喜びであっ

た。その過程で特に印象に残る事，ありがたかった事を二，三述べてみたい。

第一はこのレリーフが研究所に置かれることになるので，どうしても田島所

長の御承認がいるわけで，この案を持って所長室‘二行った時の事である。所

長は人間関係についての配慮とか行政的な考えに基づき，厳しい条件でも出

されるかと内心心配していたが実際にはその心配は全くなく，翼に気持良く

この案に賛意を表された事で，ありがたかった。第二に弔運であったのは地

元の三島に下山昇氏（日展連続人選12回）という優れた彫刻富がおられる事

を知り，同氏にレリーフ作製をお願いしたところ心良く引受け，生前の駒井

先生そっくりの実にすばらしいレリーフを作ってドさった事である。篇三に

は御遺族の駒井喜雄氏（東京電気社長）から大幅な財政的御援助を受けた事

で，これなしには計画の実現は不可能であったと思う。3月15日午後4時半

から研究所正面の階段をあがった踊り場の所で除幕式が行われた事も付肥し

ておきたい。
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14．赴任の頃一特に小熊先生、竹中先生のことなど一

吉　田　俊　秀＊

　北大理学部講師、助教授を経て昭和27年4月に圏立遺伝挙研究所研究篤3

部研究員の発令で，私は遺伝研へ赴任した。当時，駒井卓先生が部室長を兼

任しておられたので，その下に私は入った。研究所はまだ古い木造の建物で，

現在の所長室辺に駒井部長室があり，その北側の一室が私にあてがわれた。

がらんとした室には唯机1つと本箱1台があっただけで，蜜の半分は物置代

りに使われていた。顕徹鏡が無ければ仕事にならないので顕微鏡の借用を申

し出た所，たしか小熊先生が使用しておられたツアイスの古い型の顕微鏡を

私に貸して下さった。二れが私の初期の研究を支えてくれた唯一の武轡で，

二の一台で可成りいろいろな成果を上げたと自負している．

　その頃駒井先生はシ■ウジ■ウパエやマイVイ　（カタッムリ）を研寛材料

としておられたが，研究補助員を2名ばかり雇ってカられたので私には殆ん

どその手伝いは命ぜられなかったo先生は私がすでに細胞遺伝等の力面でネ

ズミの仕事をしている二とを充分理解して下さっていたためと思う．当時，

蛭海牌行倉（現ナイロビ在住）が研究補助員をしてカられたので，間哲にシ

日ウジ■ウバェの飼宵や噌腺染色体の取り出しカなどを教わり，シ■ウジ■

ウパエの臆癌に興瞭を掃ったのもこの頃である．しかし私は北大時代からネ

ズミの系続冑成とそれを用いての臆癌細胞の染色体研寛をしτいたので，ネ

ズミからは故れることがでSなかった●ただ，幽時のネズミの飼冑舎といえ

ぱ掘捨糧度の極く粗末な小口が建っていただけで，（写真29）しかもその建物

は私が入所†る1年前に北大珊学部を率篇した土川清君が研寛員として入所

しており，側君がマウス飼冑のために使用しTいたので，私のネズミを飼育

　●拍胞遺伝鶴長
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する余地は全くなかった。そこで旧木造本館の西側1階（現在の本館の展

示室あたり）北側にあった便所を借用して（写真31），そこで主にラットを

飼育し，マウスは仕切りのある大便所用の室内に納め，寒い時はコモをか

け電球を入れて保温しながら飼育を続けた。こんな環境でも何とかネズミ

の飼育は出来たし癌の細胞遺伝学的研究も間断無く続けることができた。

戦時中と終戦時の物資が全く欠乏していた頃に，北大でネズミ飼育を経験

した私には，便所であろうがどこででも耐えしのぶことができた。

　みんなからうらやまれる様なネズミ飼育舎（いわゆるネズミ御殿）　（写

真27）が建ったのは，その翌年（昭和28年）であった。実際に作動したの

は昭和29年からと思う。主に，土川研究員が設計の任に当たったので、私

はその1飼育室を借り便所から開放される身となった。28年に研究部の編

制変えが行なわれ，私は細胞遺伝部に移り，第1研究室長となった。竹中

要博士が部長と第2研究室畏を兼任された。このようないきさつから私は

小熊先生，駒井先生および竹中先生に深いつながりをもつようになると共

に，これらの諸先生からいろいろと御指導を受けた。駒Jt：先生については

別に書かれると思うので，私は’llに当時の小熊先生や竹中先生のことなど

を思い出すままに記しておきたいと思う。

　小熊先生は私が北大の学生の頃に学部畏をしておられて，私が動物学教

室で牧野先生の御指導を受けて形態学教室へ人った頃も，時々研究宰へ来

られて雑談などしておられ，先生が札幌から…鳥へ移られる時も荷造りな

どのお手伝いをしたので，先生は私をよく知っていた。私は昭和27年4月

1日付の発令で三島行が決まっていたが，その頃1’度牧野教授が米国へ出

張されたので，私はその間形態学教室の留守番と細胞学の講義を命じられ

遺伝研へ赴任したのは6月1日であった。家族を引きつれて一鴻駅へ椅い

た時，小熊所長が駅までお出迎え下さったことを今も尚，忘れることが出

来ない。一先づ研究所の宿舎に落ちついたのであるが，その宿舎は研究所
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前の長屋で，誠にお粗末なものであった。壁は落ちるは，ふすまや障子はぼ

ろぼろという感じで，少々のことではおどろかない私もこれには閉口した。

何しろ押入れにフトンを入れておいても壁が落ちて砂ブトンの様になってし

まう。この頃宿舎を修理する予算が取れなかったらしく，2，3ケ月目に壁

の手当をしてもらったことを覚えている。左隣りに辻田御夫妻（現名誉所

則，右隣りに哩売公社の田中さん一家がおられた。田中さんの後には後藤さ

ん御夫妻（現北大教授）が人られ，この宿舎に数年間留まった。長男がここ

から市内の幼稚園に通い，次男がここで生まれた。近くの独身寮の客間に田

中磯願先生がおられ，寮には木村さん，飯野さんら数名が生活して居られた。

　ここで，小熊初代所長の面影を思い出すまま1二記しておきたい。先生は非

常に厳しい古武士の様な御性格であった。小田原に御住居を定められ，小田

原と…島の間を毎日列庫で通っておられた。研究所にあっては厳格な反

面慈父のように暖かく私違の研究を見守っていて下さった。先生御自身は全

く研究はしておられなかった。それだけに私途の研究の面では殆んど口出し

をされたことが無かった。時々研寛室を廻って二られて，どうだ頑張ってい

るかとおっしゃる糧度であった。当時，所員の敦も少ないので，魅食時には

所員と共に会績憤で金食†るのをH課にしていた。先生は常に人の和という

ことを火切に考えておられ，御退富のお別れの換拶の時にも人の和を強間さ

れて研究所を去られた。先生は話題がΩ富でしかも旙術に長じ，私の様な若

輩でも別に窮屈な思いをしないで健食を楽しむことができた。どんなことが

話題になったかはよく覚えてはいないが，先生のお稗い頃の留学哨時のお膳，

絵画やオペラのこと，またネコ，犬，雀などの括を面rlくして下さった様に

思う。先生は常に科学魯の眼を通して自然を眺めておられたので，ちょっと

したお話の中にも我々の研賓の中にヒントを与えて下さるようなことがあっ

た。先生はまた名文で随筆をよく書かれた。維誌「遺伝」の轡頭に長い間所

見を述ぺられ，それをまとめて樋筆集を出された外，いくっかの随筆集を出
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版された。かってエッセイスト賞が先生に与えられたことでも，いかに先生

の随筆が優れていたかが伺われる。

　さて小熊先生の奥様のことについて一言したい。奥様には私は北大時代か

ら面識を得ていたので，三島へ来てからも家族ぐるみ時々小田原の先生宅を

訪問した。先生御夫妻にはお子様がおられなかったので，家の中はいつもき

れいで静かにお幕しの御様子だった。そんな所へ私が腕r1盛りの息子を連れ

ていっても，先生も奥様もよく面倒をみてドさって孫のように可愛がってド

さった。先生のお庭のすぐそばに小川が流れており，きれいな水には小魚や

ザリガニなどがいて，御夫妻でそれを息子達に取ってドさったことなどが思

い出される。小熊先生は遺伝研御退官後に脳軟化症で倒れられ，　・時かなり

重態だったが，奥様の日夜の手厚い御看病で奇蹟的に・命を取り戻されたこ

とがあった。その御看病のお疲れからか，先生が御回復になられたら今度は

奥様が御病気で倒れられた。ノ亡来ワンマンだった先生も奥様の御病気には非

常に心配され，本当によく御面倒をみておられたことを思い出す，，先生御夫

妻はお互い思いやりが厚く、夫婦愛の美しさを私は、1方問する度に兄せられた

ように思う。先生は一時，殆んど完全に回復されたが，晩年除々に衰弱され，

昭和46年9月6日に殆んど大樹が倒れる様に86才を最後に御逝去になった、，

奥様は大変御元気で現在も小田原にお住みになっておられます。

　私は三島へ来て細胞遺伝部第1研究室長になったが，その時の部畏は竹中

要先生であった。竹中先生は小熊先生とは御性格が全く対照的で，野人その

ものの思いのする部畏であった。竹中先生の奥様も先生とよくおつり合いの

ごくさっぱりした方であった。竹巾先生は研究所設立のいわゆる裏ノiを乎

に引き受けられ，小熊先生の片腕として活蹴されたことは、今更巾すまでも

ない。京城大学予科の教授をしておられたが，終戦の時に負傷をして足を悪

くしておられ，御不自由な身をも省りみずに研究所設立当初の雑用を一刊こ

引き受けられ，今日の基礎を築かれた御努力は忘れられない。小熊先生は殆
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んどお酒を口にしないようだったが，竹中先生は大の酒豪で，先生の豪遊は

三島市内でも有名で，桜の花と共に今も当三島市民の間に語りつがれている。

竹中研究室にも先生のとっておきの果実酒があって，時々御馳走になったこ

とがある。研究部の忘年会の時などに二次会だの三次会だのといっておつき

合いをしたこともあったが，年をとられるに従って急にお酒が弱くなり，二

次会はおろか忘年会でも早く引きあげられるという御日常に一変した。そし

て間もなく胃痛で倒れられ，御停年前の61才で他界された。先生は朝顔，サ

クラ，タバコ等の研究に専念され，特に朝顔については系統の集収や遺伝子

分析の研究に！草念された。1954年，戦後日本で初めて開かれた国際遺伝学シ

ンポジウムの際には，その集収が遺伝研で展示され，多くの外国人研究書の

称賛を得たのも先生の業績である。晩年は桜の研究に興味を祷たれ，特に染

井吉野の起源を明らかにするため，いろいろな品穐の交配を行ない，その産

物の1つとして白い消楚な花の咲く通称…鳥桜を青成されたのもよく知られ

ている。殺風景な遺伝研周辺に多くの桜を植え，桜がrr．の染井禽野は今や三

島市内の名所の一・つとなり先生を肥念する桜の碑も市民の有志によっ丁健て

られた。そして今解も，今ちょうどその桜が満開である。

　小熊先生も竹中先生も共に遺f云学普及会にカを尽され，小熊先生は永く会

長を努められた。竹中先生は賓務を祖当された。ここにも小熊，竹中問先生

の名コンビが生かされていた様に思う。遺伝学普及会は，現在もその活動を

続けている。
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　昭和24年11月15日の三島大社は，たまたま七五三でごった返していた。庶

務の門脇君が，終戦後のどこだかの官庁からのお下がりというパッカードで

三島駅に出迎えてくれて，北海道から来た私遼家族は，その雑踏をぬいなが

ら三島市街を抜けると，あとは見渡す限りの水田の連なりの間を走り，断庫

の間につけたような坂道を上って，中島飛行機製作所のもぬけの殻のような，

木造のガランとした建物の正面におりたった。階ドの一室にとりあえず寡族

をおしこめて，二階の所長室で小熊揮所長と竹中要さんにあった。そのとき，

小熊所長がどんな大切なことを言われたかまるっきり覚えてはいないが，た

だ，この研究所の周囲には楽しい白然の小径がどこにでもあるよというよう

なことをいわれたのを覚えている。そのあと，一一一・　esにとじ込めておいた’ff族

を，構内の棟割長屋の一戸につれていって，まず谷田の第1日が始まったの

である。

　そこで一番困ったのは，山のhの住宅には水がないことだった。坂ドのお

寺の好意で，井戸水をくませて貰えるという話だったが，こちらは人聞が移

動してきただけで，寝具以外の寮財道興の一一4切は，多分東北本線のどこかの

引込線の貨物列車の中らしく，なかなか着かない。止むを得ず鍋や洗面器を

動員して，家族全員で水を運び1：げる日課の作業は半月ほど統いた。あのお

寺の墓は土葬だという話をきいて，’＃族があわてたのはそのあとである。水

運びの合間には，米の配給で，女遼がリュックサックや乳母車で坂下から，

ふうふういいながら運び上げていた。

棟割長屋の宿舎には窓硝子がほとんど抜けていた。11月も半ばをすぎると，1

　　＊　Y　350－03埼玉県比企郡鳩山村石坂，鳩山ニュータウン23－2；名誉所員　前応用遺似部長
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日1日と夜温の下がる山の上で，しみじみと戦争の続きを感じさせられた。

特に社会からの隔離には苦しめられた。ちょっとした買物，特に本などが欲

しいときには，その度毎に，徒歩で遺伝研の坂を下り，長い田圃道を通って

街までゆかねばならなかった。バスなどがついたのはずっと後である。

　そういう日常生活の中で，竹中要さんのt新任者遼への心遣いはうれしか

った。周辺の農家と親しくして手に入れた赤肉のサツマイモをたいては，構

内居住者逮に配ってくれたのは，一度や二度ではなかった。そのサツマイモ

は余りおいしくはなかったが，ただその頃はまだ，多くの人が空腹をかかえ

ていた時代だった。

　こういう所員遼の四苦八涛の生橋の中で，研究所も徐々にその体制を作り

t：げていった。開所第1年目のそのテンポはのんびりしたものだった。何し

ろ所員が出勘してまず金員のf士事が，泥まみれになっていた室の床を．水を

だぶだぶ浸したモップで洗満することと，室の南側全面に拡がるガラス窓に．

戦争中丹念に糊ではりつけた空襲爆弾の被害よけの日本紙のアミ目模様をはが

して糊あとを洗い流すことだったのである。広い室をいくつももった楢長の

研究所の床板と窓硝子を少救の所員違で洗篠†ることがどの位続いたかは記

憶に定かでないが，くる日もくる日もそうだった様な気がする。そしてお登

になると，都合のつく限り一室で会食したが，そのあと，小熊所長に鵠hれ

て，竹中嬰さんと私は，研究所のまわりの林の小糧を歩きまわった。この散

歩は，雨の降らぬ限り連日で，毎日2時簡位にわたった。この意味では三島

はとてもよい所だった。真冬でも日中は暖かだったし，箱根に続く谷田のあ

たりは，残された自然が豊かであった。

　研鋭所がだんだんその形を整えてくると，まず所員会蹟が開かれた。その

頃はすでに，松村清二，辻田光雄，古里和夫，富沢明の鰭氏がいて，それに

引続き木村資生，後薦寛治，伊藤太郎，藤井太朗の鰭氏が三島へ移ってきた

ように記憶する（どうもこの辺の記憶はあまり定かではない）。この所員会餓
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はその後室長会議となり，更に部長会議と呼ばれるようになったようである。

駒井卓，田中義麿両先生が三島に来られたのは大分あとだったように思う。

　さて植物の遺伝研究をしようとしていた私は，北海道農業試験場から来た

後藤寛治君と，畑管理に来てくれた近藤和夫君の3人で，まず実験圃場の整

理にかかった。ところが中島飛行機が工場を建てるために，畑の表土をすっ

から剥ぎとって整地した土地は，火山岩が露出して，土気のない平坦地だっ

た。これが畑になるには10年はかかるなと思いながら，古里さんの助力を得

て堆肥を多量にすきこみ，知らないうちに，現在応用遺伝部で使っている圃

場ができ上がったのである。

　国立遺伝学研究所が箱根続きの高原にできると，自然に社会との結びつき

が生まれていったが，その中で最大の事件といえばやはり、…津あたりの海

岸をとりまく石油コンビナート建設案に対する反対運動だったと思う。これ

は松村清二氏が中心となって三島や沼津の人遼との間に作られた強固な民間

のチーム運動だったが，その精力的な運動が効を奏して，伊豆半島は浦潔な

空を保つことができたのである。

　このようにして国立遺伝学研究所は，急速に発展し，その学問的貫献に鮒

する国内外の評価も固定してきた頃，不奉なことが相次いで起った。それは

まず，桜の研究に打ち込んだ竹中要さん（1966年）の，桜の花にさきがけた死

去にはじまり，年を次いで松村清二氏がやはり春をまたずに死去されたこと

である。それまで私は，過去17年にわたった大学と農業試験場の勤務の中で，

　　　　　　　
現職中死んだ人にあったのはほんとうに稀だった。そして私は，人間は現職

中でキビキビ動いている間は死なないものだというような信念にかたまって

いた。それが突然に，身近に年を次いで起ったのだからショックは大きかっ

た。そしてもっと大きいショックは2人とも植物研究者だったことだ。櫨物

研究者としての最年長者は竹中要さんであったし，それに次ぐ年長者は松村

清二さん，そして3番目が私自身であった。寡族にも言わない心の中で，来
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年の春は，いよいよ私があの世ゆきの番かもしれないというおかしい不安が

どっしりと根付いていた。それから10年以上もたったいま，妙なことを考え

たものだと思える年令に到達して，さらにこの御両人の冥福を祈る心がしき

りである。

　こういう貴重な経験をふくみながら，国立遺伝学研究所はすでに30年目の

誕生日を迎えようとしている。小熊桿，駒井卓，田中義麿の3先生もすでに

なくなり，リリエンフェルトさんも谷田の一角で世を去られた。国立遺伝学

研究所の土台圃めと初期生長のために，この先生方の果された貫献はまこと

に萬大であった。これらの貢献の数々を吸収しながら，国立遺伝学研究所は

今日をつくりhげた。そして今や更に大きい飛躍への羽ばたきがきこえるよう

である。定年退職してすでに7年目になろうとして，関東のチベットともい

えるような埼玉の丘陵に居を定めた私は，はるかに，国立遺伝学研究所のま

すますの発展を祈ってやまない日常である。

16．三島の頃の思い出

林 孝　三＊

　遺伝学研究所の創設と発展t二大きく貫献された駒井卓先生のレリーフの除

幕式に列席するため，私は去る3月15日に久し撮りで遺伝研を訪ね，まず田

島所長のお部魔へ挨拶に伺いました。その時，所長から，研究所は今年で創

立30周隼を迎えるので記念事業の一つとして「思い出の記」を計画中である。

ついては私にも何か思い出して書いてほしいとのお話しがありました。金く

　申　甲158東寡郁世田谷区上用賀2－4一艶，造化生鞠学餅寵所1元生化学遺伝部副郁曇
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寝耳に水でしたのでその場で確かとお約束はできませんでしたが，振り返っ

てみれば，私は研究所の創立4年目に当る昭和28年8月から31年3月まで遺

伝研に在籍し，前後2年8ヵ月という短かい間でしたが，わが国の遺伝学草

創の先覚である所長の小熊桿先生はじめ駒井卓，田中義麿両先生にもつね日

頃ご薫陶をいただき，また研究所の生みの親ともいうべき竹中要博士の温か

い人間味にも触れるなど，私自身にとって有形無形にどれほど大きな恩恵を

うけたことか，到底筆紙には尽せぬものがありました。そのほか，松村浦二，

酒井寛一，辻田光雄各博士をはじめ若い研究員の方々や事務部の乙藤寛一部

長以下すべての職員の方々とも昼は職場で夜は風呂場で文字通り裸かのお付

き合いもできたことはいまだに忘れえない懐かしい思い出であります。

　私が小熊先生に招かれて資源科学研究所から遺伝研へ移ったときの経抑な

ども今感慨深く思い出されますが，これは個人的のことですから，ここでは

差し控えたいと思います。駒A：先生や田中先生には学問研究に対する悠揚せ

まらざる姿勢と人間性の豊かさなどが忘れ得ぬ印象として強く残っています

が，これらの方々については「創立5周年」と題した小冊f’や「創“Z　25周年

記念誌」の随所に窺うことができますし，今回の「思い出の記」にもきっと

多くの方々がお書きになることと思いますので，私はこの際遺伝研の蔭の功

労者である竹中さんについて思い出の一つ二っを書きとめて責を窮がせてrt・i

きたいと思います。

　竹中さんは心から遺伝研を愛し，その将来の発展を柳い続けた人であると

思います。研究所としての仕事はチームワークで遼成されるもので，それに

は「人の和」が基調になるという話しもよく聞かされたものです。人にはあ

まり気兼ねせず，いつも談論風発的なところがありますから，とかく誤解さ

れたこともありましょうが，それは抹梢的なことで竹中さんの本心は遠い先

を見通して遺伝研の発展を考えておられたと思います。私が初めて遺伝研へ

赴任したとき，竹中さんのお部屋で，「遺伝学には全く素人の私が果して研
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究所のお役に立ちうるかどうかと案じています」と挨拶しましたところ，

「そんなことは気にせず，遺伝のことはこれから追々と勉強して貰えぱよい。

遺伝学は生物の根本になる学問だから，何も遺伝挙という狭い枠には把われ

なくてよい。僕はもっと広く，生物学研究所といいかえてもよいと思ってい

る。進化の研究なども将来はここでどんどん進めていく必要がある。君はこ

れまで植物の色素を専門にやってきた。花の色素は遺伝学でもメンデル以来

取扱ってきた歴史的なものである。この研究所でも今年は生化学遺伝部が認

められたので，償は二れを機会に花色の遺伝について新しい分野を開緬しな

ければならないと考えている。小熊所長も全く同感であるから，何も気に†

る二とはない。君は遺伝を道具にしてこれまでの研究をじっくり推し遭めれ

ばよい。J二の頃は私もまだ40才あまりの若僧であり，二んな大らかな脅えは

まだ持ち合せτいなかったので，竹中8んの話しで大いに安堵するとともに，

その壮大な気宇に深い共鳴を覚えました●

　竹中さんは，どなたもご存じのように，大の酒牽で，酒気さえあれば気炎

万丈．「自分は絡いには酒に呑まれるかも知らんが，それもまた本箇だ」など

と時折洩らしておられました。そんなわttで。竹中さんは研寛富の机の下や

回ッカーの片隅などにアルコールを忍ぱせて時ど●4』ピリチピリ秦しみなが

ら元帆をつけて顧徹鏡を覗いτおられた姿も目にみjt　6ようで†。

　たしか，私の赴任後まもない頃と思い虫†が；あ6日竹中白んの気分上彙

の折にお部魔を訪ねて韻合の途次，た皇たま鱗がわが国の植鞠学に及び・「H

本‘こおけ6先駆的な康績を柚続しτ，それを宵てτいくことが最近はどうも

おろそかにされている●たとえば，8本の桜についての三好学先生の研寛が

その一っで，拍も受け備ぐ書がないから償はこれ＆違伝研に集めながら，併

せて染井曹野の魁源も研究したい．二うして，行《行くは研寛所を桜の花で

塊めたいというのが償の夢？ある●もう一つは，古くから民簡で伸りだされ

た朝頗の数々の品檀を正確に織持して将来の研寛に役立τるようにしなけれ
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ばならない。こんなことは今どきの研究には適しないかも知れないが，国と

してはどこかでやらねばならない。僕は差当りこれをこの研究所でやる。君

もこの仕事の一環として花の色素について研究してほしい。」

　このような話は所内の古い方ならどなたでもご存じのことと思いますが，

私には私なりの受けとめ方があり，今なお強い印象として私の中に残ってい

ます。

　このほか，竹中さんから断辺的に伺ったこととして遺伝学研究所創設の苦

心談があります。これについては竹中さんの手記として書き残されたものが，

遺伝研の「創立25周年記念誌」の巻末に載っています。今これを読み返して

みると，終戦後の最悪の条件の中で遺伝研の創設のために竹中さんが，大げ

さな言葉ではありますが，身命を堵して奮闘されたことが手にとるようによ

く判ります。私もまた国立基礎生物学研究所の設立のために10年余年の朋同

じような道を歩み続けましたので，竹中手記の行間に隠されているものまで

も読みとることができるような気がします。小熊先生は，竹中さんの意中も

さらにその難行苦行をも充分に知り尽しておられたことと推察されます。竹

中さんは終に酒に呑まれて昭和41年3月18日に亡くなられましたが，そのあ

とで小熊先生は「僕にとって唯一つ心残りなのは，竹中君の労に何・つ報い

ることができないままで世を去らせたことである」と私に述懐されました。

　竹中さんは報いられずに逝かれたかも知れません，しかし，私はこのたび

駒井先生のレリーフ除幕式に出席して，遺伝研の正門に通じる坂遭の両側に，

竹中さんが約20年前に植えられた染井吉野の苗木が今や見ごとに成畏して，

三島の名所となり，年ごとに多くの市民を楽しませているとのことです。こ

の桜並木の中ほどに「桜の碑」が建てられており，裏面には「遺伝学研究所

の桜博士竹中要先生の遺業を記す　昭和四十二年四月　三島文化協会」と刻

まれているのをこのたび所員の名和三郎さんの案内で知ることができました。

　竹中さんがおそらく30年前から持ち続けられた念願の一つが，今H三島の
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名所として立派に花を開いていることは嚥かし本懐でありましょう。

　思い出ぱなしを書いていると，いろいろのことがだんだん頭に浮かんでき

ますが，あまり雑駁になりますから。この辺で筆を欄かせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（54・4・178己）

17．創立当時の思い出

後藤寛　治゜

　昭和25年の2月初旬，私は滑深い札幌を後にして，三島市に新般された圏

立遺伝学研究所に着任し，第3部の酒井研究室に所属することになった。研

究所への登り道を踏みしめながら，大きな希簸に胸をふくらませた当時が，

昨日のことのように思い出される。坂の両側の大きな桜の並木は，当時はか

細い苗木であった。“苗木に牛をつながないように”といった注意書●が下っ

ていたものである。寒中1こまつ椿が咲色始め，正門を人って右側近くの緋寒

桜がほころぷ頃，至ってのどかな春が研究所を紛れるのであった。

　木造2階建の南側の一一室に，酒井先生と私が人っていた。机と椅子にタイ

ガーの計算機が当初の備品のすべてであった。しかし，窓からの眺蔵は，北

国育ちの私には夢のようなものである。とくに，春霞に浮ぷ畠絵のような伊

豆の山々は，心なごむ最高の借景であった。憲の天井から，時々しっくいが

藩下するようになり，私は北側の憲に移動した。そこからは雲がない限り，

朝夕，四季折々に変化する富士山の容姿を観むことになった。峻厳な，孤独

な，そしていつも語りかけるような姿が忘れられない。

　＊　　　▼060　41し幌市Aヒ9西9　，　1ヒ海道火学●学部教授呂　ラ己研免廓3部研窟口
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　家の中まで入ってくるトカゲ，ムカデ，諸々の昆虫や畑で時々みかけたヘ

ビや大きな蛙などは，気になるとは言え，自然の一部として身近かな存在で

あった。したがって，研究所をとりまく環境は，至って温和なものであった。

　一歩研究所の中に入ると，そのような夢のような世界とは別の雰囲気が漂

っていた。数々の若い研究員は，“吾々は，研究をするためにやってきたのだ”

という意気に燃えていたように思う。毎週続けられたセミナーは，かなり激

しいものであった。2ヵ月に一度ほどの割合で順番が廻ってくる。駒井卓先

生と田中義麿先生は，いつも黒板に近い位置を占めておられ，度々厳しい質

問を発せられた。

　昭和26年にゴールドシュミット博士の別刷などが寄贈になった。この別刷

が納められた図書室と小さな調節温室（昭和27年設置）が初期に整った施設

である。廊下づたいに図書室に入ると，別刷の山が待っている。図書香員は，

毎週1回集合し，この山ととり組むことになった。遺伝学の各分野ごとに分

類し，カードを作製するのが目的であったようである。

　最初の頃は夢中であったが，論文の題名や少々の内容をみて分類する段階

に入ってから，次第に目の前が開けるような気がしてきたものである。遺伝

学という分野が，とてつもなく広いものであるということ，ある研究者が長

年に亘って苦労して開拓してきた道程が，20年，30年のべ一スでとらえられ

ることである。これには驚歎せざるをえなかった。今度は，そのような面で

夢中になった。従って，図書室の整理が順鯛に進んでいたのかどうか．少々

疑がわしくなるのである。

　エノテラの遺伝学者として有名な，R．　R．ゲーツ博士が，昭和29年に来日

された。同博士の当時の興味は，人類遺伝学のようであった。駒井卓先生が

御案内の予定であったが，風邪をめされて都合が悪くなり，先生より“君，

行ってくれないか”ということになり，ゲーツ博士の訪問先である藤沢市の

エリザベス・サンダースホームにつめることになった。出迎えてまず聞かれ
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たのは，両替についてである。“私は，お金をもっていない”と聞いてびっく

りした。要するに，日本円に両替しないま・やってきたので，藤沢市と次の

訪問先三島市までの経費をどうすればよいかという質問なのである。途方に

暮れたのは，ゲーツ博士ばかりではなかった。しかし，この件は何んとか落

着したようで，藤沢市での仕事は無事済ませた後，鎌倉を案内することにな

った。仕事の面ではどうやら助手が勤まったが，観光となると，パンフレッ

トもない上，雷葉が不自由でひや汗をかきながらの脱明であった。駒井先生

には，輪文の御校閲をいた・tくなど，温かくそして時に厳しい御指導を受け

た。とくに留学に際して，出発の御挨拶に参hした時．“君，勇気をもってや

りなさい”と一言元気づけて下さったことが，今もって強く印象に残ってい

る。また，田中義慶先生の御指導の下で，ラーナー博士が書かれた集団遺伝

掌に関する本を輪統したことがある。田中先生が，きわめて熱心に勉強して

来られ，適切な御指示をドされた姿が偲ばれる。

　独身であった私は，伊藤太郎氏（現帯広畜魔大学教授）の牢に寓居すること

になった。事情があって，2人で自炊したわけである。燃料の薪は，畑の周

辺から集めて十分間に合った。北側の3段になった畑の奥に，2階建の中学

校があり，その下でオオムギの鯛査をしていると，英膳の授業などの様子が

よく聞えた。その後，繍婚してからは，研貌所の人口，向って右側にあった

元守衛室に住んだ。正面の門を出て，路傍のぼけを見ながら丘を南側に降り

ると，防空壕の跡が何ヵ所か残っており，さらに下ると竹倉温泉に出た。散

歩道としてはや・淋しいというよりもいささか物騒な坂道ではあった。子供

を連れて裏の鶏小魔をよく見に行った。その北側は桑畑であった。tた，職

員の親臨会ができて，蒼稽会と名づけられ，時折レクリエーションが企画さ

れた。箪族同伴で，富士五湖周り，箱根・強碩温泉周りや日本平行を楽しん

だことも思い出される。

　研究所が開設された当初，駒井先生，田中先生が心痛をかくさず語られた
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ことが印象深い。遺伝学研究所の目的は，またその将来像はと，その筋から

の意見を求められるためであった。若い研究員には，どの程度厳しい事態に

なっているのかはよくわからなかったが，雲行きが悪いことだけは伺い知れ

た。その都度，先生方が，その意義を強調され，生みの苦しみを克服された

ようで，いつも頭が下る思いがした。若い研究者は．“研究に打ち込んでよい

業績を残す以外に道はないのだ”と，時々誓い合ったのである。

　研究所を去ってからは，訪問する機会が多かったとは言えない。しかし，

仕事の都合でお邪魔するたびに，研究所は拡充強化が計られ，“将来，ここ

は遺伝学のメッカになるんだ”といってカんだ頃とは，隔世の感がある。文

字通りのメッカになったものと思われ，御同慶に堪えない。窮1は以来30年の

月日がたった。その間，研究所に関わった各位の御努力に深い敬意を表する

とともに，今後の一層の御発展を祈りながら，拙ない・文を結びたいと思う。

18．創立30周年におもう

加　地　早　苗゜

　この6月1日に研究所は創立30周年を迎えることになり，今日の花々しい

発展は発足当時のことを思うと金く夢のようで心からお祝い申しhげる。

　昭和24年，私は京都大学大学院に在籍していたが，京都からは，駒井卓，

大垣昌弘，木村資生，松村清二の各先生方と相前後して所員として発令にな

った。30年前を思い出し感無量である。当時の記憶をたどって思い出すま・

に述べてみたい。

　　＊　〒606京都市左京区北白川下池田町93，神戸，甲南大学理学部教授；元研究第2部研XN
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　昭和24年も暮に近い日，就任の挨拶のため大垣さんと京都から夜行列車に

乗り初めて三島にやって来た。所長の小熊桿先生とすでに京都でお目にか・

った時，三島は気候の温暖な静かなところと伺っていた通り，水のきれいな

町という印象をうけた。しかし，旧中島航空機製作所跡の敷地は石ころがご

ろごろして，木造の建物は廊下を歩くと振動した。京都勢は一応京都分室と

して京都大学で研究を始め，なるぺく早い機会に研究所に赴任するようにと

いうことになった。

　私は昭和25ee　1月下旬，京都勢の中で一番早く赴任した。宿舎は正門の左

乎にあった宵舎の中央の寮を借り白炊をはじめた。発足当時の組織は，研究1

部（形質遺伝一田中義庸部長）．研究2郎（細胞遺伝一小熊揮部長）．研究3部

（生理遺伝一駒芹卓部長）の3部だけであった。私は田中研究室の研賓員と

なっていた。赴任した当時，第1部の研究室は2階中央の所長室の西側の広

い部順であった。研究憲とは名ばかりで，机が2，3あるだけで部鳳の隅に

水道がついていた。勿鎗，夷験設備，路具は皆無で水道もつい先日配管され

たと聞いた。しかもその水たるや，一’　Mロチョロ出る状態であった。正直な

ところ，これは大変なところに来たものだと思った。そのような状態であっ

たので，賓験をはじめることなど金く不町能で，自分で本を続んだり，他の

分野の先生方と遺伝子金般にわたる聞題について話を側ったり，績論をした

りして日を†こした。私より先に赴任しておられた酒・tv寛一一‘先生からは，ポ

リジーンの発硯作用についていろいろ教えていただいた。京郁大学で発生学

の仕事をしていた私はポリジーンという脅え方は項解しや†く，先生と共鳴

†るところが多かった。先生のお話しは懐しい思い出の一　一一つであ6。また竹

中書先生からはよくルイセンコを非胞されるお話しを聞か8れた。たまたま

東京大学の篠遠喜人先生のところから赴任して来ておられた伊藤太郎先生（

現帯広畜嵐大学敦授）とは同隼配の気安8から槻しくしていただいた。

　赴任直後，遺伝学の啓寧のためということで，地元の三島高校と沼津西高
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校へ伊藤さんと2人で講演に行くように指示され，その頃珍しかった研究所

のパッカードに乗せてもらって出掛け，講演に集った高校生に遺伝の話しを

したこともあった。この頃は勿論，外国の新しい雑誌などは研究所に無く，

時々文部省への使いを頼まれ，帰路日比谷の図書館で新しい文献を見て来る

のも楽しみの一つであった。

　25年2月，遺伝研で初めてセミナーをやろうということになり，私が昆虫

の変態機構，酒井先生がたしか植物育種における巌的形質という課題で話し

をしたと記憶している。小人数で専門の違った研究者の集りであったが活発

な討論が行われた。これを機会に今後セミナーを続けてゆこうということに

なった。

　2月中旬，静岡市公会堂で遺伝研主催の初の公開講演会がもたれ，京都か

ら駒井先生が来られて講演された。大垣さんと私などがお世艦したことも記

憶している。丁度この頃，北海道大学から後膜寛治先生が赴任して来られた。

後藤さんが来られてから小熊先生は毎日髄食後よく散歩に行こうとさそわれ，

伊藤・後藤・私がいつもお供をして1時間ばかり田舎道を歩いた。後日，木

村さんが赴任されてから散歩グループに加わられた。小熊先4三は博学で遺伝

学の話しだけではなく，野外の植物の話しもよくされた。2月というのに暖

かく外套も着ずに歩き廻った。このような時に先生は，君違が次の遺伝学を

背負って立つのだからしっかり頑張れよと何度も詩われたことを紀憶してい

る。

　25年2月中旬すぎ，＃験台がやっと2台人った。少しずつ寅験のまね事で

も始めたいと思い，京都大学ヘショウジョウバエの系統をとりに帰った。そ

して三島の町で黒砂糖や棒寒天を買い求め，電熱器でエサを作って，ともか

くハエを飼い始めた。話しに聞くショウジョウバエとはどんなハエかという

ことで，次から次へと珍しそうに見に来る人が多かった。また，毘虫の変態

ホルモンの実験をするため，エリ蚕の飼育をしなければならないので，ヒマ
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の種をさがし求めて建物の横隅を掘り起して蒔いたり，神樹を入手する手配

をしたりした。この頃，辻田光雄・古里和夫先生も赴任して来られ研究所も

少しずつ活気を帯びて来た。当時の会計課長の宮沢正夫氏（現栃木県河内町

在住）、庶務課長の杉生純義氏（現福岡県行橋市在住）は若い研究員に非常に

好意的で何かにつけて便宜を計っていただいたことを懐しく思っている。

　しかし当時は研究費に乏しく，昭和25年度予算で購入計画を立てる時など，

皆，非常に厳しく，1台の寅体双鏡顕微鏡，針算機の購入さえ要求を通すの

に悪戦苦闘の時代であった。

　このような時期を経て，今日の世界的な研究所への発展と最先端を行く研

究成粟はひとえに30年間にわたる研究員のたえまない努力のたまものであり，

旧所闘としτ心からお祝い巾し1：げるとともにさらに飛躍的発贋を祈るもの

である。

19．遺伝研初期のころの思い出

大　垣　昌　弘゜

昭和24年9月末で京大理学部大学院特別研究生の第1期を終了し，引きつ

・’ ｫ10月より第2期生として造学するはずであった。ところが駒井先生の命

で創設聞もない遺f研に赴任することになったので，篇2期生を肺退して席

を物理学教室の方に績り，10月末日附で研究篇3部の研窺員とな・3たo

　京大からは加地準苗氏が研寛箒1部の研寵Nとして一一舗に三島に行くこと

●　甲586大悶府河内畏野市予代田台ロ「15－7；〕kc融府立大学筒合糾学郁教授

　　　　脆研寛篇3部研寅員
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になった。また駒井先生は同年12月末第3部長として発令を受けられ当分御

殿場の別荘から三島に通勤されることになった。当時研究部門としては第3

部までしかなかった。

　研究棟としては木造の本館が1棟あるだけで研究設傭は殆ど無いに等しか

った。我々の研究室は2階にあったが，ある時科学朝日にショウジョウバエ

の記事を載せるというので記者が来てショウジョウバエの顕微鏡写真を撤っ

たことがある。ところが風で建物が常に揺れていてピントを合わすのに苦心

した。当時恒温器が一台あったように思うが，ショウジョウバエの飼育室が

なく，飼育室建設の下準備をしていた。東京の東洋キャリアを肪ね空調設備

の調査をしたことがあるがあまり高価で驚いた紀憶がある。飼舟室について

は私の在任中全く具体化しなかった。

　開所当時このように研究設備が整っていなかったので，渦では｛三として

「ショウジョウバエρ遺伝と実験」（培風館）の編集事務を行い．研究は京大

の動物教室で行っていた。当時京大は遺伝研の皇；（都分讐～になっていた。この

分室は昭和25年秋頃まで存在したように思うが，廃止の正碗なll時は失念し

た。

　京都分室と三島の両方で，行ったり来たりの生活で，…鳥では市内σ）ド宿

で一室を借りた。京都へ行っている間に私の部馴こ兇知らぬ人が人ってしま

っていたり，どうしても三島になじめなかった。月給は6．000円位であ’♪たか

と思うが大学院手当より少なかった。月給も2回に分割払で国民全部が｛・し

い時代でもあった。

　研究費の方はわりに豊富？であったのか次のような思い出がある。ある時

関西学院の小島氏のお世話でショウジョウバエの飼料用寒天を購入したが．

1万円分買ったところ，何とトラックー杯分あって，私が研究所を辞任した

後も何年間もこの寒天が使用されたという。

　遺伝学の宣伝普及のため講演会が時々行われていた。昭和25年頃のことで
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あろうか，静岡市公会堂で駒井先生の講演が行われたときのことである。先

生のお供をしてスライド係を命ぜられていた。当時のスライドは手札型位の

大きなガラス製で，公会堂のプロジェクターに合わないことが講演の直前に

判明した。会場は既に満員の盛況である。時間的に先生に相談する暇もなく

街へ飛び出してプリキ屡を探し，何とか怠造で粗末な枠を作り間一髪講演に

間に合わせた。ところが構演の途中で棒がひっかSって仲々スムーズに動か

ない。ついに引っか・ってしまった。それが丁度美人の一卵性双生児の写真

の所で，何回でも同じ美人の■真が出るので万場爆笑となった。

　研究としては低温抵抗性とか，光力学的な変異の誘発とか色々のことを単

発的に試みていたが，発4…学者の加地氏と一緒に赴任したことから，捧眼の

発生遺伝学的な研究を共岡で着乎した。後に私の方は殺虫剤抵抗性の研窺に

移ることになるが，加地氏は30年後の今日まで棒眼の研究を続けておられる。

駒井先生はよく岡じ研究をザっと長く続けないと本i鮪のことが判らないと肯

っておられたが，正に感服する。

　昭和26年3周i％時京大農学部の今村教授と理学部の中村教授の力世鱈で浪

遭大学（現火阪府立大学）へ転勘することになった。金く偶然にも加地氏も

甲南大学へ転勤されることになった。間時に2名の研寛員が転出する二とに

なり，駒外先生や小熊先生に申訳なかった。

　任期も短かくあまりお性に立てザ中訳ないことであるが，その後の研寛所

と遺伝学の発展に感慨無量である。

一87一



20．九州分室から三島へ

鬼　丸　喜美治＊

　私が遺伝研へ奉職する事になりましたのは創立間もない昭和24年10月の事

です。

　「どうかね君，今度静岡県の三島に国立の遺伝学研究所が出来たんだが行く

気はないかね，仕事は今やっている様なカイコの飼育と遺伝の鯛査なんだが

ね」

　今から30年前，福岡市にある九州大学農学部の養蚕室で半年程前から7～

8人の仲間と一緒に遺伝実験用のカイコの飼育や鯛査に明け暮れていた私に，

当時カイコの遺伝学では神様の様な存在で，私違から見れば雲のhの人であ

った田中義麿先生に初めて声をかけられました。8舌には聞いており1したが，

初対面の私は先生の威厳に圧倒され，一一一瞬とまどいましたが，お話を伺って

いる内に不安も消えすぺておまかせする事にしました。この聯から私の遺伝

研の生活が始まったのです。子供の時分に牢でたくさんのカイコを飼ってい

た記憶のある農家の三男坊の私には格好の勤め先といえましょう。

“雇を命ずる”といういかめしい正式の辞令を遺伝研から持ち帰られた川中

先生がうやうやしく私に手渡されたのは終戦後Hも洩い24年11月の事でした，，

筆で書かれた立派な辞令書を有雛く押受したものの，私の知織では…島に出

来た筈の国立遺伝学研究所とは’体どんな所で，どういう人違が働いている

のか見当もつかず，九州分室に居て研究所の経理係から毎月きちんと送金し

て下さる給料を有難く頂いているだけでした。当時の私の給料は初任給で月

額三千円でした。

　九州分室は九大農学部の図書館二階の一室をお借りして事務室兼研究室に

　　◎　遺伝実験生物保存研究施設，技官

　　　　　　　　　　　　　　　一88一



あて，実験はすべて蚕学教室と養蚕室の一部を使用させて頂きました。当時

はストーブもないので火鉢に木炭をたいて媛を採ったものですが，真冬の寒

い日には部屋が温たまらず，先生はオーバーを着て寒さをしのぎながら論文

や報告を書いたり研究の思索にふけっておられました。後に，先生の代表作

の一つといわれるようになりました「碁礎遺伝学」を完成されたのもこの頃

です。

　当時の世相は騒然たるものがあり，朝鮮戦争の勃発や，帝銀事件などを思

い出します。九大の裏手にある箱崎海岸には戦争に行くための米軍戦車や，

武暢弾薬類が山と積まれ，武装した兵隊たちがジープで走り廻り物々しい有

様を呈していました。ジェット機で30分といわれる朝鮮半島の南端にある飛

行場が北鮮軍の手に落ちた晴など，福岡市にも“空襲の怖れあり”というよ

うな1報が一・es出されて★変驚いたものです。

　現在，九大教授として活欄しでおられる坂口先生は，二の頃まだ養ぷ教室

の学生でした。卒某絶文をまとめるの1二ねじり鉢轡で夜中までぷ室で頑張っ

ておられました。たしか「遠心力による崎型避の誘発と解析」というチーマ

で，カイコのいろいろな崎型を分頬してスケッチをしながら実験ヂータの整

理をしておられました。私も時々お邪鷹をしてお話を個ったもので†。率章

されrrすぐ遺低研の研究員に採用された事を知り，私も知人が一人増えた事

を大蛮’心強く思、いましたo

　彼は2碑の発令ですぐ三島へ赴任されtした．†でに発令になっておられ

た辻田蜜長の下でカイコの生化学研禽に従事される事になったので†。何も

般備のなかった遺伝研で，薗場とは名憾かりの荒れ地に桑を植jL，カイコを

飼って寅験を始められたお二人の昔労は並大低の事ではなかったと伺ってい

ま†。田申先生と私は大体地ならしが出衆た後から三島へやって泉たわけで

†。

　約2年半お世麟になった九州分竃の闇鎖に停い，待望の遺伝研へ田中先生
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のお伴をして引越して参りましたのが昭和27年の2月です。博多発の急行“

筑紫”に乗り込んだのが夜の8時で翌朝6時に沼津に着きました。戦災を受

けた市街は復興の途上にありましたが，駅前はまだ見る影もない有様でした。

大手町付近まで大きい建物はほとんど見えず，道の両側には粗末なバラック

建ての商店や夜台がズラリと並んでいました。早朝で人通りもないので一層

淋しく目にうつりました。

　列車に乗り換えるためしばらく待つ事になりました。天気は良かったので

私はたしかこの辺から富士山が見える筈だとあたりを見廻しましたがそれら

しい山は見えませんでした。先生にお尋ねしたら．「君，あそこに白い頭が出

ているのが見えるだろ，あれが富士山だよ」といわれたのには驚きやらガッ

カリやら何とも云えない妙な気持でした。間もなくhりの鈍行に乗り換えて

三島に第一歩を印したのは朝の7時半頃だったと思います。8時判こなれば

研究所の車が迎えに来てくれるというのでそれまで駅で待つ事にしました。

三島の町は沼津よりは大分町の感じを残していたので安心しました。こ・か

らは真白に雪化粧をした富士山もよく兇えましたので私の気持も大分なごん

で来ました。

　やがて研究所の車が辻田先生を乗せて迎えに来てドさいました。空色の幌

付きのトラックです。田中先生が助手席に乗り，私は初対面の辻田先生と後

ろの荷台に乗って研究所人りをしました。

　車は駅前通りから三島の本通りを抜け，三島大社から二日町通りを下って

行きました。荷台の後ろの幌の間から初めて児る三島の街は戦災の跡も見え

ず，落着いて見えました。「街の家並の真中に富士山が見える処は日本中でこ

・だけかも知れないね」と辻田先生が云われました。なる程きれいな富士山

が道路の真中に大きくそびえて見えました。車は途中から左折して細い道路

へ入り，田圃の中をどんどん山の方へ向って行きました。一体どこへ連れて

行かれるのか少々心細くなりましたが，両側に竹が生い茂っている切通しの
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坂道を上りきってやっと研究所に着きました。本館は古い木造ながら大きく

て，玄関も立派に見えましたが，中に入ると空き部屋が多く寒々としていま

した。裏の方にはまだ工作機械の入った工場の建物が立並び，戦時中の軍需

工場の名残りがそのま・でした。事務所で着任の挨拶をすませて私違は早速

蚕室へ向かいました。荒れ地の中に小さいながらも新しい蚕室が建ち，その

裏手に桑畑も出来ていました。研究室での最初の仕事は，冬でしたのでまず

木炭を運んで来て大きな角型の火鉢に火を起すことでした。天井へ塗ったペ

ンキが床へ藩ちているのをナイフでけずり取るのも毎朝の日腺としてしばら

く続きました。

　4月に入って桑の芽がふくらみ始めるといよいよカイコの飼育の準備をし

なければなりません。蚕具の洗い場がないので大きい物はトラックで下田衡

道沿いの桜川の下流まで運んで洗いました。今の森永製菓の前あたりだった

と思いますが，その頃は金く田圃の中でした。まだ楽舟園や菰池に富士の雷

溶け水がこんこんと湧いている頃で，公害の心配もなくきれいな水が小川一一一

杯に流れていました。

　摺舎は合禰（当時そう呼んだ）に入りました。今も本館前に出時の姿を止

めている槍物です。先Mが3～4人屠られtした。勿鎗自炊で†が，まだガ

スが人っていませんでしたので七翰にナベをかけτ板片を燃やしてご飯やお

かずを作りました。燃料は裏の方の工場跡へ行けばいくらでも拾って来る亭

が出来ました。炊事の時は部履の中まで緒が入っτ兼て今から見れ‘ま浮浪書

の生活のようでした。

　この様な生活も当時はそれが普通でした。カイコの飼冑が忙しくなるとい

ちいち徊舎へ帰るのが面倒になり，葺富の廊下の隅にフトン＆樟ち込んで寝

泊りしました。葺富の天井裏へ板を狽oT物置きに使oTいましたが，そこ

へ紙を敷いてフトンを持ち込んだ事もあります。しかし周りが畑ttかりでし

たので少し西風の強い日には物凄い土填りが眉恨の空気抜■から栂い込んで
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閉口しました。

　木原先生が第二代の所長になられたのが30年10月ですが，この頃から研究

所も創立の苦しみから脱出して発展の時期に入って行きました。カイコの研

究室でも田中先生が退任され，31年12月に新しい部畏として田島先生が東京

から着任されました。この頃になると蚕室も増築され，調査室や洗い場も出

来て，ずいぶん便利になって来ました。新しい研究体制に人ると私にとって

も全く無経験の放射線照射という仕事が与えられ，カイコを飼育するかたわ

ら毎日X線の照射をする日が続きました。アメリカのビキニ水爆実験もこの

頃です。

　やがて日本の経済状態もだんだん立直りを兇せ始め，遺伝研でも研究面は

勿論の事ですが設備の点でも目に兇えて充実して来た様に思います。hがカ

イコでも34年度の原子力予算で立派な蚕室が建てられ現在も活動を続けてい

ます。

　遺伝研創立30周年を配念して昔の事を知っている私にも当時の様Fを何か

書くようにいわれましたが，私は自分の職場であるカイコを中心にして肉分

の身の周りで起きた事や当時の模様を想い出すままに書いてみました。

　現在の遺伝研をまのあたりにして，これ程までに発展するとは当時F想も

できなかった事です。30年の間にはカイコの関係だけでも多くのカ々のNS入

りがありましたが，この方違の想い出は残念ながらすぺて割愛させて頂きま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和M年3，S）
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皿．建　設　と　運　営

21．専売公社三島分場とタバコ委託研究についての

思い出

田　中　正雄゜

　今から30年も前の二とですから最近遣伝研に勘務8れたカはご存知ないか

もしれませんが，遺伝研が開般されてまもなく，†なhち昭和25隼から，旧

遺伝研の木造二階嬢の11s舎の階下肪火賦の東側に日本専売公社秦野たばこ賦

験場三島分場（開設当時は分富）が設けられ，昭和39年2月まで研寛震務を

楓当し1『9ました。分場には4蜜があり，南側の東端に1ホリリエン7エルト

博士の研寛富があり，タバコやウマゴヤシの研究をやっていtした．その西

側に犯、たち三島分場の研究窟が，北側には化学実験富と”htt二伸伸粛員の控

寅とがありました。分鳩員が最も多かった時には，私と，その後●田た‘ま二

試験場に転勘8れた今井8んと，秦野でタバコの購冒を受けτ赴筒i●れた川

回，艘部の岡宥と，たばこ作＆組幽しτいた長島，＊下さんという隼配の二

人の針6名でした●分場の使命tt遺伝研が0売公杜か6魯托自れたたばこ宥

柏の着磯研寵Oた1ま二耕作や品質量定の面でお亭伝い宇6二8に畠ったので

すが，分場独自の立場からの研寵も行なっτいました●分嶋の附属熔物とし

τ造伝研の庁舎北側に長力形で広射00㎡のガ9ス置寵が槍てられ・その東

側に1戸熔2宣の鵡た1ポニ乾燥竈があり塞した・ガ9ス富内には約35橿のタ

　　●▼籏幽o■申市熊抑町2－6－1釦●■野た‘4こ脚■喝三島分場員
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バコ属野生種と多数の種間雑種が植えられ，色とりどりの花を咲かせていま

した。ガラス室中央の大部屋には高さが4m以上にも育ったNicotiana　to・

mentosa，　N．　tomentosiformis，　N．　otophoraなどが露地栽培され，それらの

幹が入り乱れて昼なお暗い森林を形成していました。このガラス室は当時γ

線照射室やネズミ御殿と共に遺伝研の三大名所の一つとされていました。

　専売公社からの委託研究は公社の初代総裁秋山さんの構想によって設けら

れたものです。秋山さんは前任地の台湾においてサトウキビの品種改良によ

って砂糖の生産高を飛躍的に増大させたという実績を持っていました。専売

局が廃止され，日本専売公社が設立された当時はタバコ黄色種はプライトエ

ロー1品種に統一されていました一これは行政面の必要からそうされていた

のですが。秋山さんは他の農作物と同様，タバコも適品種，適地韮義で進む

ぺきだとの持論から，専売公社で緊急必要な研究は育種であると力規されま

した。その構想を実現するための具体策として遺伝研内に秦野たばこ試験場

三島分場（分室）を設けて基礎研究の場とし，また育種の実作業を担16する

機関として静岡県磐田市の近郊に磐田たばこ試験場儲時は秦野たばこ試験

場磐田分室）を設け，両々あいまって育種が進められるよう計画されたので

す。そうして私たちに対して，基礎研究のことだから研究の期間はいくら長

くても差支えない，腰を落付けてじっくり仕事をするようにと励まされまし

た。

　基礎研究の大綱は木原所畏を中心とした数名の研究者に秦野たばこ賦験場

長も加わって討議され，次のように決定されました。

　｛1）優良形質の本質に関する研究，酒井研究室，たばこ研究室。

　（2）タバコ品種の生理生態に関する研究，たばこ研究室。

　（3）タバコの種間交雑に関する研究，竹中研究室，古里研究室。

　（4）人為突然変異種の育成に関する研究，松村研究室。

　（5）ウイルスと遺伝に関する研究，辻田研究室。
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（備考）研究室名は当時用いられた便宜上の名称，たばこ研究室は専売公社三島分場を指す。

　上記大綱に基いて具体的な研究テーマが各研究室によって決定され，実施

に移されました。それらの成果は国立遺伝学研究所年報第1号（昭和24～25

年）から第11号（昭和35年）までの附録，秦野たばこ賦験場三島分場の部に

集録されているとおり，おびただしい数にhっています。以下主な成果だけ

を拾ってみます。

　｛1）穐間交雑F》の花粉母細胞における染色体の行動綱査により，タバコ

属植物間の細胞学的類縁間係が明らかにされました。　｛2）稽子に放射線を

照射すると種々の突然変異体が出現するが，その種類，性状，出硯率等が明

らか1こされました。またこの研究の副産物として早生型良質系統三島12－2

が冑成されました。　（3）タバコの葉を火力乾燥する過糧でしばしぱ紅藁（マ

ホガニー薫）が出現するが，この形質について統針遺伝学的簡査が遵められ

ました。　｛4）タバコの半敦体側質倍敦体，タバコと合成タバコ（N．svlv－

estris　x～N，　tomentosi∫ormisの複21嵜体）の箱相，タバコとN．　debnevi，タバ

コとN．r“sticaの複2倍体などが冑成され，冑相の貴載な素材として利用さ

れた。　｛5）タバコによる葺児中毒現象は成熟末期のタバコの鶏から遊庖ニ

コチンが発散し，それが桑藁に吸着されτ起ることが立鉦Sれた。　｛6）タ

バコ立枯病薗の溶原性ウイルスについての研兜が遵められた。　｛7）タバコ

が成熟末期になると気孔が闇鎖したまtになるが，その時期はいわゆる収■

遭期と一致†る。　｛8）　タバコ（♀）×アラー・一タ節槽物（♂）の交翰では

得られた桶・Pはほとんど発芽しないが，放射線を照射した花粉を交配†ると

稽子の発芽力が高まる。　（9）タバコの璃の轍傷遭度に及ぼす環境の脳曹が

綱査された。　｛10　各糧タバコ属の荊に禽まれる二：チンとノルニコチンの量

的閲係が明らかにされた。

　公社から遺伝研に配付8れた㈱費は年々目頗に上り，書托研寛が開始さ

れた当初は遺伝研の年間繕常予算の四分のPt近くに遭していたとか聞いてい
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ます。この金額の点で委託研究が開始された当初から公社部内で異論がありま

したが，秋山総裁が任期満了で退陣されたのち，この金額を公社の研究機関

で使用した方がいっそう有効であるとの意見が高まりました。委託研究のあ

り方について数次の折衡が行なわれましたが，以上のような考え方を持つ公

社側と委託研究費をもっと増額すべきだという遺伝研側の主張が対立して妥

協点が見出せませんでした。その結果，三島分場は昭和39年に閉鎖されるこ

とになり，委託研究もまた41年をもって中止されることになりました。この

ことをあとで聞かれた秋山さんは非常に残念がっておられたのはもちろんで

す（秋山さん書翰，写真32）。同氏が企画された遠大な構想が画餅に帰したか

らです。

　三島分場が閉鎖されたのち，私は秦野たばこ拭験場に，他の場Nは別の職

場に配置転換され，または退職しました。

　私は秦野において第一部畏として荊培養の研究をはじめましたが，昭和43

年に若いタバコの花粉から多数の半数体を育成できることを兄出し，またそ

の染色体倍加に成功し，その後まもなく磐田においてもタバコの宵穐の大部

分は「半数体利用育棚法」によって実施されるようになりました。この成功

は木原先生はじめ遺伝研の先生方の多年にわたるご薫陶の賜であったことは

もちろんです。約培養の成果が紙1：に報遣されますと秋山さんはわが事のよ

うに喜ばれ，木原先生に感謝の意を表bすとともに「rl分が遺伝研に研究を

委託したのは無駄ではなかった」と多くの来肪者に述懐しておられたとのこ

とです。秋山さんは昭和45年10月23Hに心不金のため亡くなられましたが，

秋山さんの委託研究に関する構想にはこのような成果が次’？　tこあがるとの期

待が秘められていたようです（前勝田副総戴8炎）。

　三島在住の14年間には他では経験できないいろいろな事項にめぐり合いま

した。西瓜が毎日家庭に配給になり，御馳走になりましたが，その御礼に種

子はきれいに水洗して反納しました。いつでしたか三毛の牡猫が脱走し，捕
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獲した者への謝金のうわさが三島市の話題をさらったことがあります。

　遺伝研には外人客や有名な方々がよく見えました。皇室関係では常陸宮，

皇太子殿下のご来訪があり（写真25），天皇陛下にもお目にかかることができ

ました。タバコの苗床をご覧になっている皇太子殿下に私がご脱明申上げて

いる写真は久保町のある写真屋の店頭に飾られていたものです。この写真は

額に入れられ，私の研究室の壁に今も飾られています。

22．全国種鶏遺伝研究会設立当初の記録

中　村 竹．

1．金固穐鶏遺伝研究会の般立

　｛1）当時の鶏の産卵能力

　昭和2W・政府の費鶴奨励規則公布により，当時全岡の飼賛羽散は1830万羽

内外であった。成鶴口は，昭和7年にはas70rJ羽を喫破し，1羽当たり年聞

平均魔卵救も100個内外ら140個にまで仲びた．しかし．太平禅戦争による飼

料不足などで飼養羽数は激滅，昭和21年頃は成鶴飽羽敦680万羽，1羽当たり

年間平均慮卵散も90個と帯ちこんだ。

　これらの続針でみる限り，金圖平均魔卵敵は決しで多いとはいえないht，

国立椙鶴場をはじめ地方の閥係場．所で寓施していた庸卵能力検定事集の成

績では，年間300卵以上（最高昭14，横斑プリマスロッタ槙365卵）の’魔鶴が，

昭和4卑以来少なからず出ていた●ただ，こうした多麿鶴は，●入祖鶏（後

商を含む）などが着磁になっτいる多魔糸続のattntn　lt　SC配しτ作り出した。い

　　●v214川崎市じ阜区生田66Q2t元含国■●庖倣研寵金常棚■亭
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わば限られた人々の名人芸的な育種手法によって達成できたものだったとい

える。したがって，これをもっと科学的な選抜によって確実に作り出したい，

というのが養鶏関係者の願望であった。

　（2）全国種鶏遺伝研究会設立の経過

　設立発起人代表小杉方也氏（社団法人日本養鶏協会元副会長）が創立総会

で報告した経過内容は次のよおり：

　昨年（昭24）10月名古屋市において日本遺伝学会の総会が開催された際，

遇々同窓の木原博士に数十年振りで再会する機会を得，その節間博士に遺伝

学が産業界の進展に重要なことを強調し，特に遺伝学者が我国の養鶏界に極

めて冷淡であることを力説したところ，同席の小熊博士は「実は養鶏界は立

派に発展しているものと思っていたが，それなら遺伝学会として考慮しよう」

と約され，頗る意を強くした。12月中旬三島市の国立遺伝学研究所を訪問し，

小熊，田中両博士と懇談した結果，同研究所で穐鶏遺伝の問題を採り1：げて貰

うこととなったが，「国家として予算がないので，全閨の養鶏牢が施股，緒費

用を負担して貰いたい」ということであった。

　そこで，まず，田中博士と1司道して名古用に赴き，服部鋭太郎氏（愛知，

服部養鶏園主）と懇談，翌H知事，市長と肪問協力を懇望，更に岡崎桶畜牧

場の工藤場長に協力を求めてその快緒を得るとともに，直ちに実行方法を織

したのである。

　本年（昭25）下旬岡崎管内2府13県の会膿に，田中博士の御臨席を得て満

場一致賛成を得た。更に4月には，関東備越の会議において，管内老練のプ

リーダー10余名の賛成を得た。

　次に，寸暇を得て東北，九州，中国地方を歴訪し関係諸氏の協力賛側を得

て，益々結成は順調に進展し，一方農林省当局も本会の結成には非常なる熱

意を示され，養鶏雑誌協会も趣旨に共鳴，欣然協力を約され，すべての準備
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成って愈々本日菰に創立総会を開催する運びとなった次第である。

n．会員の募集

｛D趣　意　書

　養鶴の生魔物は直摘には国民の栄養保健の基となり，間接には更に食用作物の肥効源と

なっていることは周知の事実であります。

　したがって，この栄養源は人額生活とは不可分であり，国民文化の道展に正比例して向

｝：しつつあることは，更に認繊を深めねばなりません。

　我国の養鶏は既に廠章的に企叢化され，全国津々浦々に副業に，専嵩に賓現されていた

のでありますが，この大戦の帖鞭急激に縮少され傾土も狭められ，飼料もある限度の自給

に適い込まれたのでありま†。又一方戦時中の統制は自由騒済に転換されつつある令日，

費鶏の合理化は必然的に1求されて8ました。

　孜政府は20余年前から全国5ヵ所に国立楓鶴場を般■するとともに，年々目顧の倒費＆

投じて海外先違田から高級能力鶏の翰人を図り，9殖普及に努め，増庸と経賞のφ「利化に

拍申をかけてきたのでありま†。しかしながら，現在においτも龍力鶴の必宴は益々金国

的に絶叫白れているとともに，いつSでも榔外先進国に適従することは国費のnt純e：」tsい

ても，又研寛技能の劣弱を承†点にカいτも腕に忍びないものがあり富†●日＊鶴鶴協金

がこの点に着眼して，鶴の龍力硯鳩検宣を寅施したのも鱒槍を樽た力油であり，現寓｛二簡

力の良調＆知ると共に鰻営の合壇化の必口＆伸得†ることでしょう・

　又，金国の各地には，個人的に優秀簡力鶴の伸出に勢白れ4の成県にも見るぺ●ものが

相当｛二あります。慶賀†ぺ●ことであり2†⑦しかしながら，二れらの伸出官が杵始由己

の資趨＆鮪制限に傾けて没頒†ることは許されぬ二とであり、禽己の生捕陪僚＆夢寝にも

恵れることがで●ない現状であり塞す。一・力米国4の他先遵国にカいτも曽々改良の寅を

収めつつ，常に書等の優位にあることを分析しτみれば，それは個人偵雷の場愈の資力，

或は使用し得る地績等，健狼の萬は尚熊阻められる二とろでありt†”，人的■粛，努力

の点においてさほどの相違lneめられぬのみか，むしろある点にtsいては麿口しτいるこ

ともあります。それにもかかわらザ永句t追促＆余借なくされ’CSた原因は，米国にカいて

大学なり，賦験場研寛所神が各々その専門的部門にカいτ頷Gと鴨接穐おかれていて，

絶えず禽禽の行納りを協力研寛，伽導してゆく点に存†るから？ありt†．殊に政府機閥

は禽書の企図で8ぬ国費をもっで，嵩宿の不可簡と白れる点を研寛解決し，行姑まりの口
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所要所を徹底的に指導していることは見逃がさぬことであります。

　従って，業者は研究機関を高度に利用し，実際的価値を高めることに努力しているに相

違ないと信ずる次第であります。

　これらの点において我国の現状は甚だ立遅れの状態にあり，過去数十年の実績を顧みる

時，鶏の能力改良問題は生易しいものでなく，徹底的に遺伝学に立脚した科学的研究にま

たねば，吾人の目的は貫徹できないことを突きとめた次第であります。

　幸い昭和24年6月静岡県三島市に国立遺伝学研究所が開設されて，遺伝学界の賭櫓威が

研究に応用に没頭されることになったのであります。

　吾々同志はこの機を逸せず鶏の能力，品種改良の基本的研究，能力鶏の作出を懇蜻いた

しましたところ，研究所長並に各権威者の快諾を得，更に第一一部長農学博士理学博i：田中

義麿先生（九大名誉教授）が先生の畢生の仕事として，その衝に当たられることになり，

御快諾を得ましたことは誠に鶏界のため至宰とする処であります。勿論研究は先生の貴重

な御体験に基づき，先生自ら着手されるのであります。300卵水準の固定系統作出の晩‘こ

は吾々永年の宿望を違せられるとともに，やがて海外にも翰出されることができれば，我

鶏界のため望外の幸でなくて何でありましょうか。

　しかし，これが完成には少なくとも5ヵ年乃至7ヵ年の歳月を要します1：に，設備万端

は吾々鶏友の力にまたねばなりません。この意義ある使命遠成のためには全鴫友緒兄の絶

大な御支援御協力を切望いたすのであります。

　なお，全国の同志鶏友は会を組織して国立遺伝学研究所に賭般備を整え，　・面余員の研

究機関とし，直接に田中先生の御指導に浴しうることにいたしたいと思う次第であります。

　この願望違成に向かって重ねて各位の御賛1司を臆んで懇噺いたします。

（2）事　業　計　画（趣意書と併せ発表）

a　研究方法：趣意書の目的を違成するため，25系統（1系統5羽）の雌

　に25系統（1系統5羽）の雄を計画的に逐次交配して，その仔の体形。

　活力，能力等を調査して改良淘汰を行う。従って成鶏は常に250羽を飼

　養し，仔鶏は毎年2，000羽を餌付育成する。

b　原鶏の無償配布：正会員に対しては研究用の鶏を無償配布する。

　　　成鶏　250羽　　　　中雛（8－90日）　1，050羽
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c　設備及び資金：研究用として本会は昭和25年度中に在静岡県三島市谷

田，国立遺伝学研究所の用地に次の設備をなす。

　試験舎　1棟，卿化育雛舎　1棟，コロニー舎　7棟，職員住宅　2棟

　（備考）事務所倉庫等は遺伝学研究所の1部を借用。

　資金：所要資金は建設費及び経常費を含めて5ヵ年間1千万円。

d　職　N：田中博士の研究実施に伴い本会は種鶏飼養管理のため次の職

員をおく。

　　主任　1名，鶏の管理者　4名，傭人　2名（耕作及び雑役）

　（備考）事務閲係は遺伝学研究所に依頼。

｛3）会員の資格及び会費

a　正会員：（資格）禰鶏京及び改良に興味を有する個人又は法人その他

　1・t“4S　o（会費）　第1S’ll度　 1LI　15．OOOItS，　第2年度↓a降　 1「1　8，000

　円

b　準金員：（資格）穐鶴改奥に関係｝ある公楕員又は法人その他の団体の

　役職員。（会費）人会金　500円（1人）

c　毎年最少限度1回国“r，遺伝学研究所において会員の研窺集金を催すo

m．沿

25

26

9．24

4．1

　　6

　　8

5．31

7．20

革

創立総金（遺伝研金虚事）110X出席

遺伝研敷地内約3．㎜㎡使川卿的締紬

事務局を日本費鶴協食より遺伝研内‘二移す

般立準備啓員中村竹（養鶴協金嘱託）常務珊事

社団法人認可申請

第1回通常総会（三島）　168名出席
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26．8．1鶏舎その他養鶏関係諸施設竣工（工費約200万円）基礎鶏白レ

　　　　　　グ♂7♀12，横斑ロック♂2♀4収容

　10．23　　第1回雛艀化

27．1．7　自然科学研究施設所有認可申請（公取委）

　　2．28　　　　　〃　　　　　認可

　　4．23　社団法人設立許可（農林大臣）

　　5．26　　　〃　　　登記完了

　　6．28　社団法人としての第1回通常総会（三島）

　　7．21　本会研究費27年度補助金（25万円）交付決定（農林省）

　　9．10　秩父宮，本会総裁に推戴

28．1．4　　〃　逝去

　　　　27　365卵鶏研究会開催（三島）

　　6．29　第2回通常総会（三島）　106名～｛土席

　　9．29　農林省研究費28年度補助金（25万円）交付決定

IV．概　説　書

　（昭和27年g月顧問駒井卓博ヒとともに小熊会長田中副会長が秩父宮邸に伺’・たとき．

持参したもの）

　（1）名称社団法人全国種鶏遺伝研究会

　（2）目　的　遺伝学及び育種学の応用により鶏の優良系統を造成し，ll本

　　養鶏の画期的発達を図る。

　（3）所在地　静岡県三島市谷田　国立遺伝学研究所内

　（4）会員正会員236名（出資口数271．5口），準会員16名，賛助会ti

　　3名　経済協力者，特別会員　50名　中央・地方養鶏奨励関係技術者

　（5）役　員　会　長　小熊桿（国立遺伝学研究所長）
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　　　　　　副会長　田中義麿（同研究第一部長）

　　　　　　　　　　　種鶏遺伝研究所長兼任

　外に副会畏2名常務理事1名その他理事14名監事2名

（6｝事業現況

a　施設：国立遺伝学研究所敷地内に本会の種鶏遺伝研究所を置き次の施

　設をなす。

　　卿卵育雛舎　1棟，賦験鶏舎　1棟，コロニー鶏舎　6棟，

　　電気卿卵機　1台，背雛バタリー　3台，管理者住宅　1棟

b　研究：多産系統の雄及び雌を基盤目式に交配して夫々の組合せによっ

　てできた後代の能力を比較判定し，逐次魔卵能力に閥係ある優良遺伝子

　の固定を図る意味で，全国の代表的系統と目される多魔鶏を集め，その

　鯛査研究を行いつつ，これより得た後代雛につき後代検定を行う。

　　なお，これらの研究鶏鯛査は，本金が直接その金部について劇査をす

　ることもできないので，1部を会員に配布し共1司研究の形をとる。

c　研究費の国庫補助：本会のこの研究に対しては農林衡もその箆書性を

　認め，昭和27年度より「廠卵能力遺伝に関する研寛費補助Jとして年頗

　25万円を本会に交付’8’ることにな・♪た。

V，むすび

　本縞1－（2｝tこ記したとおり，国立遺伝学研窺所に予算が少ないというので，

養鶏界が資金を負姐してでも鶴の遺伝｛二問題を採り上げて欲しいといって本

会は設立されたが，その後，国官予算でこの研院が続けられるようになった，

ということで本会の使命の大半は寮たされた形となった。

　顧みると，この槌の団体はたとえ公益法人とはいえ，会員が蹟書である以

ヒ出資に対する反対給付を期縛†ることがSbめて急であるのに対し，鶏の

遺伝ともなると作物や蚕など以上に困胞な面があるので，一一一朝一夕に研究成
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果が現われるものではない。それに伴い会費の集まりは目に見えて困難とな

って，養鶏行政的関係者の援助協力によって辛うじて運営を続ける有様に

なった。しかし，こうUた行政的色彩が濃厚になることは，研究者の立場か

らするとすこぶる不快らしく，ことことに円滑を欠く面が生じてきた折柄だ

ったので会の仕事が国に移管されることは大に歓迎すべきことだった。

　研究者，技術者，行政担当者及び実際家との結びつきが業界発展に重要で

あるとはいえ，それぞれに立場があって緊密な連繋を保つことがいかに難か

しいものであるか，ということをしみじみと思い知らされた観はあるが，本

会の設立がわが国養鶏界の育種に対する正しい認織を深めた功績は見逃がせ

ぬものがあったと思う。

23．回想雑感一忘れられない人々のこと

吉川藤一・°

　私は，昭和34年4月から36年5月まで，宮沢正夫会計課長の後任として勤

務させていただいた者です。それからもう20年も過ぎ，研究所が創は30刷年

を迎えるというお知らせを受けて感慨ひとしお深いものがあります。

　私の勤務した頃の研究所畏は木原先生，研究郎の部長は田島，竹中，辻田，

大島，酒井，松村，松永の諸先生で，事務部長は清水邦夫，大友端立の両先

輩でした。

　何分にも私にとって，研究所のような営造物を直接管理するというような

仕事は初めてのことで，研究所の皆様に御迷惑をかけたことが多く，所内外

　　＊甲102東京都千代田区麹町5－－3－－1ヤマトビル，日本学術振興会総務部長；元会Stan長
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の関係者の御好意によって，とにかく2年間勤めることができました。多数

の方々の御指導，御援助を受けたものですから，忘れえぬ人々は多数おられ

る訳ですが，その中から何人かの方々の思い出を綴ることにしました。もう

20年も過ぎた昔のことですので，多少裏話を含めてもお許しをいただけると

考え，あえて関係者の御迷惑を省みず，ここに記して私の責を果たしたいと

思います。

1，本館新営

（1）部長会繊で本館斬営の計画が進められ予算要求を行うことになった。

　要求●には現使用嬢物の老朽危険度に閥する調査栗を添付することが必

　要とされていた。これは専門牢の鯛査に着き作成されるものである。研

　究所には専門牢がいないので，静岡大学の施設謀長に二の鯛由淵tの作成

　を依頼することとした。課長は藤野節儀氏（大阪人学施設郎艮を最俊に

　停年退官し，現在火阪地区で民間の金社に勘務）であった。頗野謀艮の

　鯛食によると，旧研究所本館は戦時中の斬営であるにもかかわらず，木

　組み等も堅閥で，当時の国立火学の鰹物｛二比較すると危険魔は概しτ低

　いということであった。しかしさらに詳細な鯛査を行ない，最杵的には

　予算魯求の可能な闘査票を作成してくれた。思人の1人でhる。

　　私が名古魔大学の紐瑠部長のとき，藤野氏は施般部長としτ転任しで

　来られ，いっしょに仕事をす6ことになeたe藤野氏はこの二とに一雷

　もふれず，私もふれなかったが，◇でも藤野Oんの好意は趨れられない。

｛2）　日召和36年度予算C二箆物新営費が800万円1まど計上されたと況憶しτい

　る。旧鯵物をとり二hすのに二の予算＆使うのはもったいないので，取

　り二わし費用先方負祖で売却†6二とにした●二れは国有財麿の処分の

　手競きで各方面に多くの乎敵をかけた二とを記憶している．抱が売却先

　を紹介してくれたか思い出せないが，情水町の製紙金社が取リニわし費
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　自己負担で購入してくれたと思う。

（3）また基本設計を作成する段階で，当時の門脇淳三用度係長（現鳥取大

　学主計課長）と2人で東京大学の柘植芳朗施設部畏（東大教授その後東

　京理科大学教授）に建築に関することについて教えを講いに行ったこと

　がある。部長に訪問の趣旨を説明したところ，親切にもいろいろお教え

　をいただいた。結局，「建物の両外側と廊ドの両外側に柱を人れる設計」

　にすることが，建物の基本型としてすぐれていることが理解できた。

　　私どもは，この原則に基いて基本図面を作成し，建設担当部局である

　名古屋の中部地方建設局と打合わせを行った。中部地建の担当課長は，

　この方式は最も単純であるが，耐震性に強い構造であるとSs世辞かもし

　れないが言われたことを記憶している。

　　私どものような不しつけな訪問に対して親切に応待をされた柘植部長

　に対し，心からお礼を申し1：げたい。

　　私は，研究所本館の特色の・つは中央廊下が広いことと，さらに地震

　に強い建物であるのが特色であると今でも確信している，，

ll．研究所宿舎の建設

　当時研究所には，構内宿舎，城の内宿舎及び三島市内に3戸の宿舎がある

だけで，適当な宿舎用地もなく，新設要求もできない状況であった、，そこで

市内の3戸の宿舎と宿舎用地を交換する，叶画をたてだ，国li財産法1：は「建

て交換方式」である。当時はまだこの方式は必ずしも定着していなかelたの

で，関係方面の承認をうることに苦労したものである。

　三島市が土地とその敷地上に宿舎を建築し，それと市内の宿禽を交換する

のである。三島市の相談相手は，臼井佐吉総務課長（2，3年前に逝去され

た）で，氏も好意的に取扱っていただいたが，三島市内の宿舎の売却先を探

すことと土地購入は，実際は私どもの手で行うことになっているので，これ
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らの仕事は，今思い出しても心労の伴うものであった。夜おそく土地の所有

者を訪問し，何回も折しょうを繰返したことを覚えている。好意的な地主さ

んもいたが，結局一部の土地は買い残した。父祖伝来の土地に対する農民の

愛着が痛いように感じられ，何度か中止しようかと思ったこともある。

　最も財源的に大きい庶務部畏宿舎の買手を探すのに普労したが，鈴木建般

興業の鈴木繁夫専務の労で，同社々長鈴木理吉氏（故人）が購入することと

なった。ぎりぎりのところで，当時の松原尚躬用度係長（現在国立極地研究

所会計課畏）とともに，夜おそく鈴木社長に面会を求めたことなどが思い出

される。

　さて，このような経過をへて，研究所正門前の土地1二，敵戸の宿舎を健設

することができたが，ニニは高台で，田方平野から吹きつける風が櫨く，と

くに馳胤の場合には，願根が吹き飛ばされるようであった。そこで惰會の周

辺に防風林を造成することとし，そこに松や「鳥喰わず」を植えた。庶硝部

の職‘↓，農場勤務の人々も手伝ってくれた。私も植えたばかりの松の苗木の

刷囲の雑草を刈取り，乎を「かや」で血だらけにした二とを覚えτいる．

　研究所を肪れるときに，二の小防風林の成長を見ることは，たいへん楽し

いことであった。

m．水洗便所工事

　遺伝研の私の徹倉は，構内禰舎の一っであった●貰は大奪な峨などがあら

われ，郁金冑ちの子供逮を驚かした二ともあり，富ばしいこともある。とき

どS腎大将など蛇もあらわれる6

　便所の嘉奥も悩みの椙であ・」た。便槽も洩く，夏は蛆が発生し，と9に廊

’ドにはい出6ほどであつた●

　研究所には外国から科学書の来肪も多い。官庭に捌冊†」6二ともあろう。

そこで宿舎地域に浄化槽を股置†る針画をたてた．
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　門脇係長とともに構内宿舎便所改修工事要求書を作成し，文部省の第1予

算班に予算要求を行うこととし，小林直男主査（文部省大臣官房参事官を最

後に退官し，昭和52年に逝去）に要求の趣旨を説明した。主査は口が悪いの

が有名であるがt’反面心はやさしい人で，頭ごなしにどなりつけられたので

だめかと思ったが，そのうち各所修善費の示達を受けた。そして最初の年は

構内宿舎，2年目は城の内宿舎について改修を行うことができた。

　その頃，浄化槽の容量や配管のことばかり考えていたので，私は便所課長

ではないかと思った。

IV．竹倉の給水設備

　研究所の用水は，現在は市水を用いており，　・部はまだ竹倉の1’1’＊’給水を

用いているようであるが，私が研究所に勤務した！ttl時は竹倉の1’1’9’給水のみ

を利用していた。

　竹倉の給水設備のある所は，部落の中を流れる小川の中にあり，附近には

農家が散在し，豚小屋や馬小屋もあり，・・兇したところでは，衛生的に必ず

しも良好な環境であるとは言えないようであった。ときどき保健所に依頼し

て水質検査をしていたが，もし部落に伝染病でも発生すれば研究所は用水の

補給を絶たれるわけで，いつも心配の・つであった，，

　この竹倉で汲み上げた水を研究所の農場の・隅にある水槽に送水し使川し

ていたわけであるが，竹倉にある揚水ポンプに指令を送るための電線がとき

どき盗難にあった。当時は朝鮮動乱の前後で，鋼材などが蕎しく倣トりして

いたのである。

　もちろん泥棒は夜間やってくる。私は夜眼れないときなど真夜中によく水

槽の近くに出かけ泥棒がやってくるのを兇届けようとしたこともあった。夏

の夜など満天の星が輝き雑木林を越えて涼風が吹き渡ってきたことを思い出

す。このあたりも今では人家が建てちれてきたのではなかろうか。
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　さてこの送電線は銅線を用いていた。私は会計課の真野朝吉君（現在研究

所会計課の経理係長で沼津工業の電気科卒業）に銅線だから盗難にあうので

鉄線を張ったらどうかと言ッたところ，彼は鉄線では効率が悪く作動しない

おそれもあると言った。私は珍しく専門家である真野君の意見に従わず鉄線

で工事を発注することとした。これで盗難事件もピリオドが打たれるように

なった。鉄線では商売にならなかったのである。

24．ロックフェラー財団の援助と稲の研究

岡 彦　一一e

　本研究所が創立後8年を織過し，研究体制と設備を整備†る段階にさしか

かったとき，ロックフェリー財団から多額の研究費補助を受けたことは滅に

奉であった。ロック7sツー財団の海外における活動は主として発贋途h国

における公衆衛生と農叢およびこれに閲連†る研寛の援助である。いhゆる高度

経済成長が始っでからは，西欧緒国と岡様に牧田も援助の対象地城から外さ

れたので，今日では同財団の援助を求め6二と’は不可能である．しかし，私

は＊原所長の下でロックフェラー補助金による稲の研党に終始閥係し，富た

その息恵を受けた一人であるので当時の思い出を簡単に書いて見ようと恩う。

　ロックフェラー財団の農粛部長R，F．Ch亀n田●r博士が始めて幽研寛所を訪

れたのは1955隼8月，小fiR所長の時代であった。　R．Brsdfield博士と一緒で，

所員一同を会織蜜に集め駒井先生の司会で購済8れた●その詳細は配憶にな

いが，日本各地の農壊研寛を視察した印象をレピa一し，また奨学金につい

　　●応用違伝錦長
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ても説明されたと思う。その講演の中に「日本では稲の研究はすでに十分に

行われているので今後その研究を援助する必要はないが，他の作物や牧草な

どについては研究の遅れている点が多いので援助することに関心がある」と

言うような表現があった。話が終ったとき駒井先生が一同に質問はないかと

言われたので，私は手を挙げて，「稲はアジア各国の重要作物であるが未解決

の問題が多く，御話の点には賛成できない」とド手な英語で反論した。

　私はロックフェラー財団については前任地の台湾で戦中戦後流行したマラ

リアの防除のため多額の補助金を支出して協力したことを新聞で知っていた

以外には何も知らなかった。私の意見に対してチャンドラー博士は不愉快の

反応を示し，セミナー終了後直ちに駒井先生と共に私の部屋に来られ，「貴方

の反論の根橡は何か，具体的に示せ」と質問された。私は台湾でやっていた

仕事などから問題点をとり止げ説明したが十分な説明はできなかったと思う。

後日，チャンドラー博士の性格を知って，この日のことは極めて好意的な反

応であったことが判った。

　チャンドラー・一一博士が2回目に研究所に来られたのは1957年1｝｜末であ’♪た、，

ロックフェラー財団では，この頃アジア地域における農業関係の活動の基本

方針が定まり，主要食糧作物である稲をとりhげることになっていたと忠わ

れる。それは1961年フィリッピンでの国際稲研究所（IRRI）の設立にもっな

がるであろうが，基礎的研究は日本でも行うf’定であったと思われる。当時，

所長として木原先生が来ておられた。チャンドラー博士は植物関係の研究者

を集め，稲についてよい研究課題があれば援助を考慮しようと諸うことであ

った。

　その後，木原先生を中心に相談し，研究課題は先生の御提案により「栽培

稲の起原の研究」と決定された。木原先生からの手紙に対して，5ヶ年閥12

5，000ドルと言う補助金が内示され「正式の申請書を提出せよ」と菖う返答

は電報で届いたように記憶している。遺伝研では，私が台湾で少しばかりf
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を着けていた以外にこの方面の研究には全く過去の実績がなかった。一方，

農業技術所では盛永先生を中心として稲の細胞遺伝学的研究の実績があった。

しかるに，この基礎研究の補助金が遺伝研に与えられたことは木原先生の国

際的名声（レピュティション）が絶大であったことによるであろう。

　1957年5月には，さらにロックフェラー財団医学部からR．K．Anderson博

士が来られて同年秋から3ヶ年計画として「動物における放射線の遺伝学的

影響」の研究に補助金が与えられることになった。これは現所長，田島弥太

郎博士を中心に運営されたが，木原博士を代表者とした。1962年「栽培稲の

起原の研究」が終了したとき，「稲の細胞遺伝学的研究」としてさらに3年間

延長され「木原生物学研究所」をも包括した。また1961年日本人集団の遺伝

学的研究のためロックフェラー補助金が与えられたが，それには木原博士が

その終了まで所畏に留まることと酋う条件がついた。1965年には「稲の標本

等を保存する」ためロックフェラー財団は建物の建築を援助した。これは本

研究所牌堂（2階）の階ドの部分である。これらの事実は木原博kの偉大な

名声を証明する足りるであろう。

　1961年，園際稲研究所が設立されたときチャンドラー博士は所長を担任し．

S．Wortmar1博士とともに創股に努力した。木原博士は日本を代表する理事と

して同研究所の運営に参画され，1963年には「稲の細胞遺伝学および遺伝学J

に関するシンポジウムが開催された。その後，国際稲研究所は有名な戦徽

多収品橿群（台中在来1号に続S繊の革命と欝われた）の育稲を始めとして，

世界的視野に立つ稲の農学的研究に指導的な業績を示した。私はたびたび訪

問したが，チャンドラー博士は何でも率直に意兇を述ぺて揃導†る反面，下

部の情況をよく把握して親切であり，なかなかの名所長であった。1970年，

側博士は国際稲研究所を退き台湾台南に斬股された「アジア競菜研究発展中

心」の創股所長として5年間尽力した後マサチューセッッの故郷に引退され

た。遺伝研の初代所長小熊博士と同様，研究所新設運営の専門官であったか
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と思われる。

　木原，チャンドラー両博士のおかげで，私どもは60年代には国際稲研究所

とも親密であった。しかし，その後先方の方針も変り日本でのカウンターパ

ートは農林省関係機関となった。

　話が脱線したが，1957年に戻りロックフェラー財団から多額の補助金を∫頁

いて，私たちは研究所内に「稲研究委員会」を組織した。

　補助金の出納は国の予算の経理に準じることとし乙藤庶務部畏，杉生庶務

課長，宮沢一吉川会計課長などに大へんにお世話になった。しかし，最初の

申請書から最後の報告書まで毎年のロックフェラー財団に対する報告・申i消

書は私が起案し委員会の承認の後，タイプライターで浄書せねばならなかっ

た。私は若かったが研究にも忙しかったので，これは苦しい仕事であった。

我国の研究費の経理と只一つ異なるk2ii，は年度間のくり越しができる点にあっ

た。くり越し額を正確に報告するだけでよく，このことは1ドルが360円に

相当したことに加えて研究費の効率的な利用をたすけた，、

　「稲研究委員会」では木原委員畏は採集，竹中要先生は細胞遺伝，松村清

二先生は形態と生理，酒井寛一先生は集団遺伝，私は遺伝子研究を姐任した、、

採集旅行は積極的に行われ，今日まで16回に及び，野生稲の収集にっいては

世界最大の規模となった。それと共に稲野生種の原産地の環境条件も判って

きた。しかし，1963年私は台湾省立農学院教授張文財博士とともに西アフリ

カに旅行したとき，カメルーンで自動車事故のため私は重傷に止ったが張博

士が殉職された。この哀しむぺき事故のため私は1976年6月タイ国に行くま

で海外調査旅行を謹慎した。1977年には森島啓子，佐野芳雄両氏とともに再

び西アフリカに旅行した。1975年遺伝研には「遺伝実験生物保存研究施設」

が設立され，稲系統の保存は植物保存研究室佐野研究Mにひき継がれている。

　「稲研究委員会」は7名の若い研究員を採用した。その人違は現在それぞ

れの勤め先で活動しているが，遺伝研に残ったのは応用遺伝部の森島啓子室
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長である。私たちはロックフェラー財団の補助の終了後も「栽培稲の起原の

研究」を国費などによって継続しかなり多数の論文を専門誌に発表した。し

かし，未解決の問題は次々に発兇されて増加するばかりである。短日圃場や

温室に植物を栽培し肉眼で観察するものだけに限っても今後に残された課題

は多数である。遺伝子の構造と機能に関する研究は生化学的技術の進歩によ

って急速に発展したが，同時にエコロジーにおける遺伝子の役割について種

々の問題が生じているからである。以1二，私はロックフェラー財団補助金に

ついて思い出すことを率直に書いて見たが，要するに昔の名肯のとおり「人

生は短かくアートは長い」と菖うことであろう。木原・竹中・松村・酒井各

先生やチャンドラー・一博tはじめお世話になった多くの方々に深く感鮒して終

り｛こしようと思う。

（附記）NIH研究費の援助 吉　田　俊　秀

　国立遺伝学研究所はロックフェラー財団による研究補助の外に米国田立衛

生院（NIH）より可成りの研究費援助を受けたのでそのことを一・膚附配して

おく。前微生物遺伝郁長飯野徹雄氏は「サルモネラ菌の免疫遺伝学的研究」

で昭和34年より6ヶ年間，前生理遺伝部長大島長造氏は「ショウジ．mウパエ

集団における有害遺伝一f’の集団遺伝Y：的研究」で昭和36年より3ヶ年間，ま

た筆祷は「癌の細胞遺伝学的研究」で昭和39年より5ヶ年間それぞれNIHよ

り研究費の補助を受けた。ドルだてによるこの研究費は非常にありがたい援

助となった。この研究費は備品，消耗品費の外に人件費にも使用でき，研究

協力編を傭うこともできた。飯野さんや大島さんらの輝やかしい研究はこの

研究協力者によるところが大＊いと思う。筆者らのネズミを材料とした癌の

一113一



遺伝学的研究もこの研究費によるところが大きい。ここにNIH研究費に感謝

の意をもって記録に留めておく。

25．6年間の思い出

森脇大五郎＊

　創立30周年に際しての思い出といえぱ，創設前後のことから今11まで数々

あるが，ここには木原先生の後をついで6年間所畏として三島で過した昭和

44年から50年までのことをいくつか思い出すままに記することにする，，

　先ず木原前所長からの申し送りの大きなものとして：つあったが，その・

つは，やがて移転予定の東（錦田）中学校敷地約5000坪の確保という仕事だ

った。これは創設当1時一・・たんは研究所の敷地に予定された中から中学校用地

に割愛されたが，　“将来予定されている中学校の移転が実現した際には優先

的に研究所用地に返還する”ことが初代小熊所長と潮市幾との問で確約さ

れた，という事情に基くものである。木原所長時代に非常な困難を経てよう

やく2000坪の大原農場を確保されたのも中学校の移転が遠からず実現する情

況にそなえての代替地の含みがあったと聞いていた。小熊所長の意を受けら

れた木原先生はこの件に関して三島市長との話合いをつづけることに勤めら

れたが，私もこれにならって折を見ては当時の畏谷川市畏との懇談をつづけ

た。幸いに長谷川市長は創設当時の申し合せをよく理解され，先頭に立って

確約実現に努力して下さった。途中種々困難な曲折もあったが代々の庶務部

長（大谷田・工藤・手塚3氏），会計課長（加藤・福井・玉手3氏）を中心と

　＊〒154東京郁世田谷区下馬6－12－11，前所長
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する事務当局の並々ならぬ御骨折で，辛うじて私の存任中最後の予算接衝で

錦田中学校跡地購入費が認められ，やがて大原農場との交換も含めて解決に

至った。

　木原先生からの申し送りの第2は植物遺伝研究施設の設置であった。これ

は近代遺伝学が沼々として分子レベルの研究に向う情勢の下で高等生物，特

に高等植物を対象とする遺伝学研究の衰微は看過できない，との御趣旨によ

るものなので，何とか御期待に沿わねばと考えた。種々検肘を重ねたがどう

もそのままの形での実現は極めて困難という結鎗に違し，所内での慎rtな審

膿の結果，高等植物及び高等動物を対象とする「遺伝実験生物保存研究施設」

の設置にふみ切ることになった。系統保存のことはかって駒井卓先生がその

重要性を脱かれ．文部省予算によって各楓の生物‘二閲する系統保存費が爽．々

の国立大学等に計上されて以来各方面の理解が深まっては来たが，系続保存

は単なる保存ではなく研究面との緊密な連けいの下にはじめて効果をもつも

のであり，運営についても多くの間題が残されている。この施設の目的は先

ず遺伝実験生物として遺伝研が永舶二亘って背てて来た重書系統を永く保存

して所内の研究の遵展に寄与することにあるが，岡時に所内の研寛‘二対する

有力な支援の役を果すこともいうまでもない。もとより圓標に到遣するtで

には種々の問題を解決しながら努力を重ねて行かねばならず飽事篇ではある

が，幾多の偉れた研究纂績をもつ遺伝研が理解をもって育成につとめるなら

ば必ずや意稜深いものになると償じている。しかし研寛所内の一・施zaとして

は少くとも当分は規横においても自らある税度の制約があることはやむを得

ないので，系統傑存の全郎を施設だけで賄うことは無理である。形武上はと

もかく賓質的には研寛部門が協力してはじめて成暴があげられることになろ

う。また，それでこそ遺伝研に般置する意綾がある，といえるのではなかろ

うか。なお，当初は木原先生の強間された高等植物をひろげる意味で高等動

物までを禽める針画であったが，系統保存の趣旨からも，又遺伝研における
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重要研究の実験生物という意味からも微生物を加えるべきであると考え，現

在進行中のように植物・動物・微生物の3保存研究室で出発することになっ

た。今後更に内容を充実し立派に存在意義のあるものに発展して行ってほし

いo　　　　　　　　　・

　今一つ木原先生力』らの申し送りとなったのは44年度新設の分子遺伝部の部

長選任のことだったが，幸いに三浦部畏の就任が実現した。さらに私の在任

中は隅然部長人事があいつぎ，生化遺伝部の辻田部長停年退任に代って杉山

新部長を迎えた他，東大教授に転出された微生物遺伝部飯野部畏の後任に広

田部長，同じく停年を機に鹿児島大学教授に転出された酒井部長に代って岡

部畏が就任された。

　研究所の将来計画の一環として建設が予定されていたネズミ飼育棟と図書

館の新設が実現したが，図癖館については予算の一部不足を木原先生の御好

意により御寄付を仰ぎ，計画通り3階建が出来1：った。かねて先生を永く記

念するものをと考えていたので，この機会に図書館の3階に兜生のリリーフ

を作らせていただいた。なお，先生を記念するものとしては前庭に先生の御

希望によるヒメシヤラの記念植樹がある。

　遺伝研創設に際して小熊初代所長はflら細胞遺伝部艮を兼ね，田中義麿九大

名誉教授が形質遺伝部畏に，駒井卓京大名誉教授が生理遺伝部畏に就任され

たが，このようにわが遺伝学界の3畏老が研究所の使命違成のために新たな

情熱を燃されたことが研究所の基礎固めと発展にどれほど大きな力となった

かは測り知れぬものがある。この遺伝研にとっての大先輩である3艮老が私

の存任中わずか1年の間にあいついで世を去されたことは痛惜の極みである。

小熊先生は昭和46年9月86歳の高齢をもf）て逝去されたが，それから1年も

経たぬ47年7月1日には田中先生（87歳）の計に接し，ついで7月9日には

駒井先生（86歳）逝去の悲報を受けたのである。

　昨53年7月14日91歳で逝去された名誉所員フローラ・リリエンフェルド博
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士の研究所に対する大きな御功績は年報第28号の巻頭言においても田島所長

が述べられているが，私の着任した頃はまだお元気で城の内から毎日研究室

に通われていた。毎朝のように車にお誘いして研究所に着くまでの短い時間

をお話できたことはなつかしい思い出である。しかし間もなLく健康を害され

研究室にも出られなくなったが，木原先生が大原農場にあった木原生研分室

に来られる度に博士を兇舞れると大へんお喜びになっていつまでもお引留め

になり，辞して帰るのに苦労した，と木原先生がお話しになっていた。そん

なとき先生が“ダイゴロウにあいに行くから”と仰ると納得されたと伺って，

いつまでも心にかけていただいたことを知って胸のせまる思いだった。

　この他まだいろいろと思い出はつきないが，最後に若葉会のピクニックで

行った忠ちゃん牧場・Yl・仙峡・葡萄狩・フラワーパーク・サイクリングセン

ターなどの思い出も，親しくしていただいた所員の皆さんの御厚情とともに

いつまでも忘れ難いものである。
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］V．環　境　を　守　る

26．東中学校の工場転換騒動記

辻　田　光　雄゜

　昭和24年12月上旬のよく晴れた日，私は初めて開所後間もない三島市谷田

の遺伝学研究所を訪れた。小熊所畏は木造の本館内を案内してドさった後，

圃場と城の内の遺伝研宿舎予定地を私に見せるため，屋外に出て現在の西二

番圃の中央道を西に向って歩みながら，工場風の建物のある右方を指差して

「この建物より北方の一一一角はかねてより遺伝研で確保していた区城内だった

が，三島市より中学校敷地として分膿依頼があったので，割譲することにな

った。しかし将来はなるべく早い機会に学校は他へ移転して貰い遺伝研敷地

に復帰させたい」との構想を話されていた。

　昭和25年3月始め，私が遺伝研に着任後5年を縫て，突4tにの中学校敷地

の化学工場への転換問題が起こり，　・波乱があった。この騒動の顛末につい

て振り返って兇よう。

　この問題の発端を関係書類によって兇ると次のようになる。昭和30fy　4月

半ば三島市は市立東中学校敷地と建物の全部を民間業者に売却しようとした，，

この計画の説明書によると，静岡県商工部．工業課の斡旋で，一三井系H西化学

株式会社（東京都台東区北柳橋1の19）の過酸化水素製造1：場とする。社畏

は九州炭鉱主馬場啓之で，5月新設予定。国内で同じ会社として唯）一一一つ…菱

系江戸川工場（山北町）があること，工場の石炭の使用量の少ないこと，付

　　＊〒411三島市谷田136－60：名誉所員，前生化学遺伝部長
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近に悪影響を及ぼさないこと，等が詳しく記載されていた。研究所に対して

は，この説明書が6月初旬まで伏せられていたため，研究所側で江戸川工場

について実状調査することが遅れてしまった。

　三島市では東中学校の土地および建物を上記化学工場用として高く購入し

て貰い，その金で中学校を移転し，さらに工場誘致により市に財政的利益を

齎すならば，正にこれは一石二鳥の名案であった。それに付近には被害はな

いので，遺伝研も文句はいうまいとの予想の下に，この計画を推進すること

になった。

　かくして昭和30年4月26　El，時の松田市長が来所したが，小熊所長不在の

ため，乙膿庶務部長に，遺伝研に隣接する東中学校敷地を過酸化水素工場に

売却したいが，この工場は石炭の使用量も少なく，騒音もなく毒物も流さず

1：員も60名位で，研究所に被嘗を及ぼすようなことはないと思うので，この

市の肚画を御了承願い度いと申し人れた。

　翌27日，庶務部畏は小田原の白宅にいる所長に市長の申し入れを連絡した。

折懸しくこの頃所長は御病気のため自宅静養中だったので，田中郁長が所長

に代ってこの問題の処現に当たることになり，5周4日の定例室長金麟では

田中部艮がこれを中心蹴題としてとりあげた。この化学工場で気になるのは

研究所に被宵を及ぼさないとい・・）ているが，これは工場敷地獲掃のための口

實で，石炭の使用量が意外に少ないこと．またこの穐の化学工場で問題となる

有毒ガスの発散に触れていないこと等どうも蔚｛二幕ちない点がある。ま一，一’

lt民間業者の乎に濃ると，後にはどんな変化が起こるかも知れず，それによ

り被宵の増大することも考えられる。研究所としては，市長の申し人れに対

しては絶対に反対すぺ8であるということに意見が細まり，この反対決繊を

市に返答することになった。市側との交渉役には田中，竹中，乙藤の3氏が

当たること1こなり，5月11日市長に面接して，御申し入れの件については反

対である旨を表明した。これに対し市長は「この工場誘致は三島市発展のた
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めに必要欠くべからざるものであり，その実現を期したい』という強硬意見

を以て答えた。この際3人の交渉役には，松田市長は研究所の立場とか使命

について殆んど全く理解していないように感じられた。

　そこでこの市の強硬方針を変更して貰うため反対運動を行なうことになっ

た。5月18日の定例室長会議においての対策協議では，市や県の関係者に配

布する反対理由書を竹中部長が作ることになり，その原稿は急ぎ印刷された。

これにはいくつかの面から詳しく反対する理由が書かれていたが，－i通り読

んで気付くのは，最も大切な工場による研究所の被害については推測だった

ので，反対する根拠が不十分な嫌いがあった。しかし兎に角この反対理由書

は，市長，市役所幹部職員，市会蹴員，市教育畏，保健所長および報導関係

者らに配布され，文部省学術局にも問題の経緯を書いた文書と共に送付され

た。

　県庁へは松村部長と乙藤庶務部畏とが出張し，商工部畏と工業課長に面接

して，遺伝研の隣接中学校敷地への工場誘致には反対であるので，何分の御

配慮を願い度い旨を申し出て，反対理由書を手渡した。

　何分にも当時の三島市の市会椴員中には遺伝研について全く理解していな

い人が多く，市議会で工場誘致を決績して押しつけてくる可能性があったの

で，6月初め田中部長，岡室長および私を含めて数人の所員は手分けをして

30名の市会議員を歴訪して研究所の性格と立場を理解して貰うことに努力し

た。

　6月初旬より中旬に亘って市当局と研究所との正式交渉の山場が来た。6

月6日には先日私らが歴訪した市会織員中の19名が来所したので，各室長よ

り研究内容を説明し，また所内各施設を案内して遺伝研の使命を認織して貰

うことに努めた。次の6月7日には市の工場誘致委員9名と問題の日西化学

の馬場社畏が正式交渉に来所し，本館2階の会議室で，小熊所長，各室畏，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
庶務部長が会談に参加して懇談が行われた。ここでは市の立場，研究所の立
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場をそれぞれ忌禅なく話し合い，馬場社長より会社の内容について説明があ

り，研究所には害を与えない旨が力説された。この日は双方共なお研究する

ということで会議を終った。

　6月8日臨時室長会議を開き，前日の市の誘致委員との懇談の結果を検討

し，今後の交渉方針について協議した。市側は財政上のプラスの面を重視し

害を他に及ぼさないという会社側の説明をそのまま信用して会社誘致を主張

している。しかしこの穐の化学会社が付近に無害ということはありえない。

本件に関する第1回の室長会議での討論のときと同一理由により，いずれ研

究所への致命的被害は避けられない。最後迄徹底的に反対すべきであると決

繊され，反対声明書が作られ公表された。

　一方市側では6月11日午前，誘致委員会を招集して，研究所の反対声明書

もとりあげられて協膿されたが，この際速かに市膿会に諮って工場鶴致を採

決すぺしとの強硬意兇が続出し，秋山響繊員だけがこれに反対するに過ぎな

かった。当日の情勢では若し採決に持ち込まれれば，大体20：10の過半数で

工場誘致は決定するとの情報が人り，事態は真に竈大な局面を迎へるに至っ

た。

　そこで急迎対応策が懸命に練られ寛行された。すなわち，U鵬致書員およ

び市会虚員を肋間して，研究所の反対の立場の諒解をえることに松村部艮と

私らが奔走し，特に市88会でいよいよ本件が票決になる場合に備えて研究所

に理解をもつと思われる績員に連絡をとっτ極力票決の引き伸ばしをお願い

して時を稼ぐと共に，｛2攻部省学術局長より県知事および市長宛に工場誘致

は研究所の立場を脅慮して慎賃に処置され度き旨の公文書を急送して貰った。

｛31石檎通廠大臣より市長宛に岡様趣旨の打電をしτ賞った。｛4激人の参臓員

膿員，朝日前市長，小出教冑魯員長，久留島氏および米野氏らの反対運動の

協力をえた。（5職遠，盛永氏ら知名の遺伝学右や有力学会の工場誘致反対陳

情書を入手し，きらに三島市の医師会および文化団体など有繊者の反対陳情
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書を作成し捺印をえて，これらを市当局に提出した。こうして6月11～12日

は田中部長の陣頭指揮の下に早朝より夜遅くまで所員の必死の活躍が続けら

れた。この運動中，市の革新議員および中立議員の中には研究所をよく理解

してくれる人があり，これらの人の協力をえたことは私共を大いに力ずけ，

また運動のやり方についても種々適切な指示をいただいたことに対して心よ

り感謝した。

　以上のような対策が奏効して事態は次第に好転してきた。そうして6月13

日午前には誘致委員，市議会議長および同副議長ら11名が来所し，研究所と

第2回の会談が行われた。この日研究所側は問題の工場が設置された場合，

研究所の重要な研究に致命的な被害を受けることについて各室長が詳しく説

明した。この後市側から『もし市が工場携致計画を諦めるとした場合，研究所

の方で速かに学校敷地を買収して学校移転に協力できないか」との提案がな

された。そこで田中部長は，（1研究所に於ては現中学校のi：地建物を文部省

で買収し，学校の移転建設に努力すること，｛2）もしIl場が一・方的に隣接地に

誘致された場合，研究所は数年後に本館の本遮築を機会に，他への移転を考

えざるをえない立場に至るべきこと，等を腕曲に説明した、，これによって市

側の諸氏は大体研究所の立場を了解したようだった，、

　この日の午后，市では市膿会全員協議会を開いて，騰致委員より午前中の

会談の報告が行われて協濃されたが，この会鐵では研究所の立場を理解して

東中学校敷地に工場を誘致することに反対する膿風の発諦が続出し，備かに

1議員だけが本件を票決によるべきであるとの賛成的意見を述ぺるにとどま

った。かくして結局本案は市議会の票決に持ち込まれず‘こ終止府が打たれる

ことになった。

　2日後の6月15日，神奈川県t1J北区にある江戸川過酸化水素工鳩に吉田室

長と私が出張して詳しい実状調査を行った。その結果は工場内の単位セット

当りの石炭使用量は三島市役所より提示されたものより遥かに多いので，煽
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突から出る亜硫酸瓦斯による被害も軽視できないし，また工場内よりいろい

ろの有害瓦斯類を発散するので，その被害を考えると到底研究所としては共

存に耐えうるものではなかった。調査報告書のプリントを作り，6月22日の

定例室長会議でくばり検討したが，今更ながら工場誘致を阻止しえたことを

研究所の将来の発展のため全員で喜んだ。

　早いものであれから既に24年の歳月が流れた。昭和48年末に東中学校は錦

田中学校と改名して研究所の北方へ約100米離れた場所に移転した。この学

校に通じる道幅9米の立派な舗装路が研究所の西側と北側のフェンス沿いに

完成している。予想外に長年月かかり紆余曲折の経過を辿ったけれども，創

、、Z当時の小熊所畏の構想通り東中学校敷地は漸く遺伝研構内に復帰し，地形

i：から兇てもすっきりした状態となった。そうした中学校の校舎のあった所

には昨年遺伝実験生物保存研究棟が建設されて，この中で研究が始まってい

る。さらに他の元校庭についても，遺伝学の急速な進歩に対応して着々とそ

の活用の計吻が練られているようである。私は静かになった嘗ての中学校跡

を兄るとき，研究所が必死となって市当局と戦ったあの化学工場転換騒動の

ことが時折思い出されるのである。

27．国立遺伝学研究所の創立30周年を祝う

小　西　政　三゜

　「国立遺伝学研究所Jというと，すぐ連想されるのは，1964年を中心にし

ておきた石油化学コンビナートについての，遺伝学研究所の冷静な判断と深

　■甲411　こ三島市大ホ土口∫1－22，　’三島民報↓～±，　社長
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い配慮である。

　当時，私は木原均所長によくお目にかかったが，所長はコンビナート問題

について深い憂慮を示し，貴重な助言をいただいたことが忘れられない。

　三島・沼津地区に計画された富士石油，住友化学，東京電力を中心とした

石油化学コンビナート計画は，1，200億円の巨費を投じて，この地区に四日市

の第一・第ニコンビナートを併せたものより大規模な石油化学コンビナート

を建設しようとしたものだったが，地域住民の血と涙と汗を結集させた努力

と「科学者の良心」当時の首長らの決断などが結び合って，これを阻止した

のである。

　それから3年経った1967年1月，私は「実業の日本社」から，遺伝学研究

所の「松村調査団」のことなどについての原稿を依頼された。

　この求めに応じて書いた次の・一一文「公害問題と科学者」が，1967年4月1

日の「実業の日本」随筆欄に掲載された。

　公害問題の解決は，いまや日本の企業としても住民にとっても，最大の関

心事となってきたが，2月21H朝のNHKテレビは，またも石油化学コンピ

ナートの公害に苦悩する四日市を登場させた。その中で，1司市の職員は，「四

日市の公害病患者は344名で，内乳幼児が4分の1，患打は老幼児に多い」

と説明し，一婦人は，幼児が顔を真赤にしてせき込む有様を兄ると，「罪もな

いこの子が，なんでこんなに苦しまなければならないのか，と怒りがこみあ

げる。」と訴えた。

　この声について，かって四日市の公害調査を行い，三島・沼津の公害事前

調査には，通産省から派遣された「黒川鯛査団」の・人である和遠消夫氏は

「本当に胸が痛む。」とはいったものの，四日市の悲惨な現状に対しては，適

切な対策を語ることはできなかった。

　このとき私は，2月20日の朝日新聞「公害」にのった，元四日市市長の吉

田さんが，「ここの公害は全部私の責任です。まさか，こんなにひどいことに
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なるとは夢にも思いませんでした。」と語った言葉をかみしめた。

　三島・沼津地区から石油コンビナートが締め出されてから三年たったが，

三島市民は「コンビナートが来なくてよかった。」と話し合い，あの激しかっ

た住民の反対運動を，いまもよく想起する。その反対運動の中で，大きな役

割を果たしたのは，長谷川三島市長が委嘱した，三島市独自の「松村鯛査団」

であった。

　同胴査団は，三島市谷田にある国立遺伝学研究所の変異遺伝部長松村清二

博士を団長に，人類遺伝部長松永英博士を副団長とし，地元工業高校の教論

を含め6名で構成された。

　「松村調査団」は1964年（昭和39年）3月から三島・沼津地区に針圃され

た石油化学コンビナートの公害予想を調査し，同年5月15日，その中間報惰

を発表した。この報告によると，「企業3社からの亜硫酸ガスを合針†ると，

毎H300”v400トンとなり，その他の有雌ガスとススが相当鼠にある。これは

四日市よりt：回t）ている。」とあった。

　私たち市民有志は，この年の3月までに，各地の石油コンビナートを視寮

し，私白身も，三貫県四日市，岡山県水島，和歌山県下津，千葉県五井など

を調査したが，それらの視察報轡紀が「松村鯛査団Jによっで，学問的にも

実証されたので，「我が意を得たりJの感を深くした。三島市では，自治会連

合会がその3月行った金市民対象の世論鯛iの納果，コンビナート賛成1％，

反Stg2％の意志を明らかにしていた後であ6だけに，二の「松村間査団」の

報告は市民に斬しい自償と勇気を与えた●

　このように「松村簡査団Jは，大きな成果を収め，全国からS★Sく注目

されたが，それだけに同■査団に対する風当たりも強かった。文部省から松

村博士らになんらかの動きがあったことも，私は同博上から聞いたことがあ

る。しかし，松村博士らは，それにひるまなかった。「科学者の良心」を守り

抜いたのである。
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　あれから3年一。三島市は，石油コンビナートを退けたあと，それから

27年後（1994年）までの総合開発計画をたて，市民委員会をつくり，「緑と水

と太陽の都市」を目指した街づくりをすすめている。

　そうしたとき，松村博士は，若いころ研究室で受けた放射線による白血病

で殉職した。その葬儀は，2月25日，国立遺伝学研究所で静かに行われた。

研究所は箱根の山すそにあり，葬儀式場は見晴らしのよいその一隅におかれ

た。

　そこから西南をながめると，かって石油精製工場の建設が計画された中郷

・清水地区の平和な美田が眼前にあり，美しい早春の色をみせていた。

　その背後には，140万キロワットの大火力発電所が建てられようとした沼津

市牛臥海岸の方も遠望される。この日，葬儀参列者のだれもが，それらの景

色をじっと見つめている姿がたいへん印象的だった。

28．思い出の記

1

長谷川　泰

　市長在任時，三島市の誇りは何ですか一一と，よく聞かれたものです。富

士の白雪がとけて流れる清流一と言いたいのですが，その水は，用水型企

業の進出で，昔の面影はすっかりなくなってしまったことから，私はいつも

「ゆたかな緑と，わが国に一一つしかない国立遺伝学研究所＝以ド（遺伝研）

という＝があることです」と答えたものです。

　その遺伝研と私との出会いは，昭和26年にさかのぼります。

　＊〒411三島市小山押切1267－2；前三島市長



　箱根山麓の台地，旧中島飛行機工場跡に開設されて間もない遺伝研から，

三島大社前の長谷川家具店へ机とイスが注文されてきました。何を隠しまし

ょう一長谷川家具店へ婿入りして日浅かった私は，この注文に大張り切りで

ねじり鉢巻きも勇ましく，大八車に荷物を積めるだけ積み重ねて，車輪の音

をガラガラ響かせながら，進んで行きました。雪沢橋を越えてからが大変で

した。いまはサクラの名所となっている坂道ですが，当時は舗装などまった

くされていない凸凹道で，しかも急勾配でありましたから，たまりません。

途中で荷が崩れてしまったときなど，もうへたり込んでしまい，大声をあげ

て泣きたいほどでありました。しかし，軍隊で鍛えられた身体にむち打ち，

何とか遺伝研の玄関にたどり樟いたときには，思わず涙がほ・を伝わってい

ました。

　「やあご苦労さん，君ひとりでか，そりゃたいへんだった」と，ねぎらい

のことばをかけてくれたのは，あとで知・）たことですが，初代所長の小熊博

t：でありました。

　その後もしばしば注文をいただき，出人りしておりますうちに，まったく

知らなかった遺伝研が，どういう機関であるかを知るにつけ，またそこにお

られる先生がたが，どういう人であるかを知るにつけ，恐れおののいたので

ありますが，先生がたは「寵興廟さん」と呼び，親しくつき合ってくれまし

た。

　昭和30年と，続く34年に私が市績会浪側選挙に立候補した際は，2代所長

の木原博士をはじめ諸先生がたや所員の皆さんが，「公務員であるから，運動

はできないけれども……」と酋いながら，心からのご支援をくださいまきた。

市巌会績員になって間もなく，遺伝研近くの一帯に，日西化学工業という会

社が立地しようとしたことがあります。遺伝研の先生がたは，「学術研究の妨

げになる。それより何より，公害の発生で住民の生活環境が汚染される」と

して，猛烈な反対運動を展開しました。私は，このとき初めて「公害」とい
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う言葉を知ッたのですが，人体や生活が侵されてはたいへん……と，政治的

立場から市議会において，まっ向から反対論を唱え，多くの人たちの共鳴を

得る中で，化学工場の進出を阻止したのであります。このときの公害反対運

動が，後述する石油化学コンビナート進出阻止闘争に結びつくことは，夢に

も思いませんでした。

　原稿用紙にペンを走らせているきょうは，3月の中ばです。ことしの冬は

ことのほか暖かく，桜前線の訪ずれは，例年より1週間ぐらい早いだろうと

伝えられています。私がミ家具屋さん“として登った坂道の両側には，ヨシ

ノザクラの大樹が百有余本もあります。そのたわわな枝には，もう張ち切れ

んばかりのつぼみが，春の喜びをうたいhげていることと思いますが，この

サクラこそ，〉朝顔博士ミとして著名であった故竹中要博f：がf・塩にかけ慈し

み，育てられたものです。毎年，4月の第1日曜日には，地元桜ヶ丘町内会

の肝入りで「桜まつり」がいともにぎやかにそして花やかに繰り広げられて

います。当日は，かっての田舎道が車の洪水で動きがとれなくなり，坂道は

押すな押すなの人出で，下ることさえままならないほどの盛況さで，完全1こ

三島の桜の名所になりました。吹雪く桜の中に竹中博士の浅黒い温頗が浮か

び，感謝の念に耐えません。

　昭和36年，私は36歳でありました。私は「著いし，その器ではない」と固

辞したのですが，周囲の強い勧めに逃がれる術を央い，市摂選挙に、7．1候補致

しました。市議選同様，遺伝研の皆さんの暖かいこ応援をいただきながら，

第7代三島市長に就任することができました。休日も夜もなく無我夢中で市

政に取り組んでいるうちに，1斜くも3年目を迎えた昭和38年，降ってわいた

かのように，あの「石油化学コンビナート進出計画」が，県から持ち出され

てきました。ときあたかも，NHKテレビが四日市における石油公害をキャ

ンペーンしていたことなどもあって，この問題に対する市民の関心は濃く，

鋭いものがありました。県は，産業を興すことによって地域開発と住民福祉
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をとなえ，これを是とする一部勢力と結びつき，計画の推進を迫ってきまし

た。市民の各層からなる反対運動は，日ごとにふくらんでいき，先鋭化して

まいりました。何とか市民を説得しようとした県並びに企業側は，国に依頼

して，公害問題の権威者といわれる黒川真武工学博士を団長とする沼津三島

地区産業公害特別調査団を組織しました。

　私は，国や県を信用しないわけではありませんが，私が市峨会議員当時，

日西化学工業進出反対運動で公害に対するある程度の知識を得ていたことか

ら，このような大きな問題を一方的に委ねることに危惧を抱いたのでありま

す。そこで私は，遺伝研に木原所長を訪ねこ相誠申し上げました。木原所長

は「遺伝研は，国の機関であるから，なかなかむずかしい問題だが，三島市

独自の公害鯛査団をつくられたらどうか。搬員当時のあなたにお世話になっ

たこともあるし，また私たちは学者として，公害問題を無視することはでき

ませんので，できるだけのご協力は致しましょう」と約東してくれました。

その中から，松村消二博士並びに松永英博士が市民の立場から公害鯛査をし

てくれることとなり，松村鯛査団が結成されたのであります。

同鋼査団は，短期間にもかかわらず，黒川側査団の「適当な描置を講ザれ

ば，公害のおそれなし」と†る綱査紬果を，ntつ一つ取り上げ，理論的にも

学間的にも「公害のおそれありJとの帖蘭をまとめられ，私に報箭をしてく

れました。

　政治は理論であります。私は，この松村調査団の報告をパックポーンに，

多くの市民の血のにじむような阻止闘争に支えられつつ，昭和39年5月23日，

熟気あふれる市公会堂で，石油化学コンピナ■…ト進出を阻止†る決意を表明

し，翌日，県へ出向き県知事にその旨を伝えたのでありま†●

　半年間というものを，くわを持つこと†らも忘れて，子々孫々のために闘

い抜いた農民の背中には，安どの表情力慣い，その肩にはあすからはくわを

振るおうというカがこもっていくかのようでした。
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　このコンビナート阻止闘争は，全国から大きな注目をあび，学者の多くが

住民運動の成果と高く評価をし，やがて国会は『公害基本法』を制定すると

ころとなりましたが，木原所長のご理解と松村，松永両博士のご尽力を忘れ

ることはできまぜん。

　昭和40年4月20日，天皇皇后両陛下は遺伝学研究所へ行幸啓遊ばれさまし

た。突然変異と放射線の影響などについてご進講申しヒげられた松村博士，

そして，八重桜が燗漫と咲き匂う構内で桜の由来などについてお話申しトげ

られた竹中要博士の，お元気だったお姿が今私のまぶたに浮かんでまいりま

す。

　私は，昭和52年2月6日をもって，4期16年に及ぷ三島市長の職を去りま

したが，この間，前記のかたがたをはじめ，3代所畏の森脇博1：，続く現在

の所長田島博士にも，市政伸長のために何かとお力添えをいただきました、、

退任間際の昭和49年には，東中学校との土地交換問題が起きましたが，川鳥

所長の並々ならないお骨折りで，円満裡に解決をみたことは，私の有終の笑

を飾らせてくれたものであり，感謝致しております，，

　忘れてならない人がいます。文化勲章に輝いた木村資生博1：です。博1：は

受章祝賀会のあいさつの中で「ずけずけものを言う性格ですから，長谷川市

長の所へも随分文句を言いに行ったものです。とくに，市の放送には参りま

して，何回も苦情に行きましたが，とうとう畏谷川さんは改稗してくれませ

んでした。私の家の家具はすべて長谷川家具屋さんから買ったものですから，

私の言うことを聞いてくれてもよかったのですが・…・」と串され，会場が爆

笑の渦に包まれる中で，私は大いにあわてましたが，木村先生には公私両面

でたいへんお世話になりました。

　ここ2・3日ぐずついた天候が続いておりましたが，きょうはすっかり晴

れ上がり，青空が果てしなく続いています。銀色に輝く富士山も雄大な裾を

広げ，箱根山系の峯々も柔らかい日ざしに映え，緑濃い樹林帯が手の届きそ

　　　　　　　　　　　　　　一130一



うな近さに見えます。もし，あの時，石油化学コンビナートを許していたな

らば，あの青い空，このゆたかな緑を目のあたりにすることができたであり

ましょうか。

　多くの皆さんに感謝しつつ，三島市の誇りである遺伝学研究所が学術研究

の府として，ますます栄え，私たち人類発展のために貢献されますことを心

から祈念し，30年のお喜びと致します。
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V．心に残る思い出

29．思い浮ぶことなど

松村美興子＊

　その頃，東海道線の特急「つばめ」の停車駅は沼津であった。1951’1q月，

その沼津駅に降り立った私達親子は，黒塗りの大きなパッカードに迎えられ

三島へ向った。西部劇の町の様な白いペンキ塗りのアーケードは珍しく，広

小路の小さな映画館にトイレの奥いを感じ，三鴫大社の大鳥居に古い東海道

を想い浮べながら，建ち上ったばかりの官舎に着いた。官舎は同じ棟が東西

に二軒並び，その西側には既に酒井先生一京が移り住んでおられた。

　　　　　　　　　　　　　　ロ　hロ　その頃の官舎周辺には，まだ緒明邸の跡が歴然として残っていた。と爵う

より，むしろその中に建てられていたと首う方が当っている。官舎の南側に

は大きな山が有って，深々とした緑におおわれていた。山に登る通は，びっ

しりと熊笹の生い繁った山裾を廻りながら頂きの広大な邸跡の空地に至って

いて，楠の大木が亭々と並びたち，深い古井戸は子どもたちの近寄る事を禁

じはしたものの，折ふし親達に不安を感じさせたものである。座敷の繰から

は，姿の良い松林の梢に月の渡りが見えた。風の日には松風の音も聞えたり

して私達はこの山をシンフォニーの森と名づけていた。また，山には惟，郭

公，啄木鳥などがいて，酒井さんの小さかった路子ちゃんが「ベロベー，ベ

ロベー」と鳴き声をまねる，as　1）がいて，名は忘すれたけれど，親鳥が小さな

　　＊　24　Rue　Coriolis，　Paris－12；前変異遺伝部長松村澗二氏夫人

　　1）こじゅけい，うずら科，チョットコイチョットコイと鳴くので・般に知られている。　・

一132一



雛を…列に従えて道を横切るのに出会ったりした。夜は巣が鳴き，その山裾

の道は日暮れとともに子ども達に恐れられたものだった。

　すぐ北側には，特にあやめを愛でるために建てられたという腰高縁の立派

な客殿があり，木の節穴が星の数程ある官舎住いの私など，荒れ果てたとは

云え，その広さと木組の立派さに噛れてその廻りをぐるぐる廻り，縁側の破

れガラス‘こ額を押つけて，よく中を覗いたものである。中には撞球台が置か

れていたりして優稚なその昔の生活がしのばれた。

　その他はぐるりと川園に囲まれていて，その中には研究所の圃場もあり，

白い実験着の人違の姿がよく兄られた。田植の済んだあと，ti月の風に早苗

がさらさらと聯き，すずうかな田の面に映る月を眺めながら散歩するのは心

持良かった。だが夜通し鳴く蛙の声にはずい分悩まされたものである。また

夏の日暮れには無数の編却が，小さく鋭い声で鳴きながら暮れなずむ空に飛

び交うのが兄られた。

　やがて，客殿は取り壊され，その跡に専光公社の社宅が建ち，山襯には農

協の梱牛用の大きな牛舎が鰹てられて，恐し気な雄牛が二蹟飼われるように

なり，外の柵に繋がれているHSなど横を通り抜けるのがこわかったし，また

真際死亡事故等も一一度ではなかったらしい。中年の飢の良い夫婦宿が世話を

していて，雄羊を・頭飼っていた。私はその小母さんに頼んで雌羊を一・頭買

って貰い，暗くなって帰宅したE人が自転車を人れようとして小蹴の戸を開

けた途端「め一え」と鳴かれてびっくり仰天したなどと云う笑い鱈も残って

いる。私はその羊を連れて，御近所の迷惑も考えず（本当は火変恐縮してい

たのです…）羊飼いにでもなった積りでいたようだ。やがて私の雌羊は主人

の背広や，幾ポンドかの毛糸を私違に残したあと，生れたばかりの可愛いい

子羊と・・緒に修符寺の方に買われて行った。

　農協が緒明さんより買受けていたその山を手離し県の分膿住宅が建つこと

になって，牛小舎が取り除かれ，幾抱えもある楠が次々と切倒されて行った
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時の無念さは，その木屑から立昇る香おりとともに未だに忘すれられない。

あれは身を切られるような辛さであった。我が身から血の滴るようにさえ感

じられた位であった。びっしり生い繁り，月夜の晩には殊のほかつやつやと

光る大きな熊笹の葉はえぐり取られ，もう見ることも出来なくなり，山の切

り崩しが始まってからは，官舎はまともにその被害を受け，風の日は勿論の

こと，毎日々々きな粉の様な土埃が家の中に立ちこめて困った事だった。そ

の頃は駒井先生の官舎が山裾に近く建てられていて，先生の御宅なぞはプル

トーザーの騒音が終日，まともに家の中まで入りこみ，全く御気の毒であっ

た。

　残された自然は，もうたった一本の銀杏の木だけになり，それでも私はそ

の大銀杏に日毎慰められ，e力づけられて来たように思う。

　秋の日に小鳥のように舞い落ちる金色の葉，そして路をあるく時カサコソ

と足の下で音をたて，北風にくるくると吹きとばされる色あせた葉，やがて

木枯しの吹きすさぶ冬が訪れる。そしてそんな夕暮れ，深い藍色の空に輝く

金星を黒々とした美事なシルエットの右肩にのせて立っているのを兇るのが

好きであった。

　或る日，ふと表の騒しさに縁に立つと数人の男達が，がやがやと集り銀杏

の枝を払っているのが見えた。それはこの銀杏を切り倒しに来た農協の男遼

であった。私は背すじから怒りがこみあげて来た。駒井先生の奥様も出てこ

られ，私達二人で見栄も外聞もなく，大声で怒鳴りたてたものである。「ここ

は研究所の官舎内だ，何の権利があって勝手に切り倒すのか云々…」とかで

あった。男達は私達の剣幕に恐れをなして引きあげて行った。然しすでに右

側下の大枝が一本切り払われてしまった大銀杏は，その美しいシンメトリイ

を失って無様な姿に変り果て，私はそれを見るたび胸が痛く，心の中にひそ

ひそと涙を流したものであった。

　もうその頃には，その昔玉沢ゆきのバスが三本しか通らなかった谷田にも
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市内循還バスが通り始め今はそれもかなりひんぱんになり，つまり住宅がふ

えて来て昔の面影は次第に消え失せ，平凡な地方都市の新開地へと変ってい

った。今回二年ぶりに来てみると一層住宅もふえ，大きな駐車場付のスーパ

ーが出来，懐しい官舎前に辛じて残されていた田圃にも鉄筋のアパートが建

てられていたし，小さな貸本屋しかなかったこの谷田にも立派な本屋があら

ゆる新刊書を揃えていて，この地区の発展が，ここに住む人達の要求をこの

地区だけで満たすだけの力をつけて来ているのを知らされた。

　箱根山の美しい山並，天気の好い日は薄紫にかすみ，暗夜に消えた稜線に

ポツンと灯る火が，そこかと見る間にす一っと降りてくる。

　その国道一’号線。朝の兇覚めにふと耳に人るトラックのタイヤチェーンの

チャラチャラと鳴る音に，箱根に糟の来たことを知らされる。あの季節感を

私は懐しく想い出す。が，この静かな東の眺めに日通ランドの灯がきらめい

た時は実に情無く腹立たしか・’）た。箱根を守る会がどうやらそれ以1：の開発

を阻止しているのは何よりの事と思う。

　こういう移り変りの中でふと思い出した事がある。それは中島飛行機の工

場跡を使っていた東中学が新築されて移転し，その跡が研究所用地に加えら

れたと聞いた時である。あれは30年頃であったか，市浪会で日西化学の鶴致

が決ったと聞かされた夜，市会膿員の自宅を．二軒，三軒と走り廻って実情を

聞き，研究所の為に許せないと思い主人に話し，説人も急きょ先生力に遡絡

し，どういういきさつかは忘すれたが来ない事になったのだが，これについ

ては後々までP・T・Aの会合なぞで，地区の発展が阻嘗されたと農民のぱれ彼

れから恨みMを聞かされたものである。今，この谷田もこんなに眼かで平和

だし，箱根山も煽突の煙や悪奥に汚されずに済み，研究所もH々発展し立派

な成果をあげておられる。そしてここに三十周年を迎えられると側い，それ

は我が半生に当る歳月なのだと思い当った。気がついて見れば私にとって三

島という町は遺伝学研究所とのかかわり合いの中で故郷のように定着してい
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る。

　日本国土が荒廃に向っている中で，コンビナート反対の運動も松村調査団

と市民達の協力で中止させることも出来たのだったが，今研究所から眺める

壮大な富士の裾野に，おろかにもサファリとやらが計画されていると聞く。

自然に住む動物達を追い払う環境を作る同じ人達が，遠い熱帯から異国の動

物を連れて来て住まわせると言う。そして今サファリ反対運動が始められて

いると聞く。どうかぜひ皆さんで力を合せて成功して頂きたいと思う。遠く

パリなぞと言う異国の街に住んでいるのは何故かと白分でも思うのだが，そ

して「成功して頂きたい」なぞと白々しく言える自分白身に柳かの自己嫌悪

を持ってしまうのだけれど。　（1979年2月）

30．創立時代の研究所と私

宮　内　千　枝＊

　私は昭和26年4月5日，常勤作業員として遺伝研に採用され，構内宿舎に

住まいも決まり，かつて父の農業を乎伝っていた人に牛車を引いてもらい，

下田街道をトコトコと遺伝研さして歩いて行った日の事を昨日の事のように

思い出します。谷田入口を東にまがり，農業会の前を通り坂Fにかかり，ほ

そい上り坂をトコトコ歩きながらはるかに来たと思い，お幕を右手に兄た時

には背中に冷や汗が流れておりました。

　遺伝研の門を入り西にまがって新しく建てられた独身寮に荷物をおろした

時，さすがに明日からの作業員としての仕事の兇当もっかず，新しい家の冷

　　＊　〒411静岡県駿東郡清水町玉川264－3；前遺伝研用務側
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たさを身にしみておぼえたのもこの時でした。お部屋の真ん中に座布団を敷

き，壁にさわらないようにして座った時に，自分の労力によって自分の胃袋

を満たす事がいかに大変な事かと身の引き締まる思いがいたしました。次の

日に，寮を建てた清水組の仕上げの方が，廊下の菰と紙をはがしに来られま

した。この方のお口から私の子供と同じ学校のお子さんをお持ちと聞き，緊

張してコチコチになっていた体もほぐれ，さあ始まり始まりと自分に号令を

かけながら廊下をみがき，それぞれのお部屋に入られる方々をお待ちいたし

ました。

　遺伝研はかつての中島飛行機工場の跡が使われ，玄関前のソテツとシュロ

は心を和ませてくれました。

　七輪に薪をくべ，その上にやかんをのせてお湯を沸かし，リンゴ箱や新聞

紙で御飯を炊きました。雨の日には，道が駒下駄がもぐってしまうほど泥沼

となってしまい，r度おしるこを・面に流したようになる。この道をすぺら

ないように，また持った配給の食パンを落とさないようにと気をくばり，時

1瑚を気にしながら，かさをさし，自分の背中にポツポツと岡を受けながら，

坂道をせっせと帰って来たものでした。

　明Hの朝食のための食パンを田町駅前まで買いに行き，二n町まで来ると

頗にあたる空気でここはどのあたりと感じ，谷田人口を曲がると又空気で場

所を感じ，坂道にかかると鳳空をながめながらだんだんMの中に入って行く

ような気がいたしました。

　道の両側に京はなく，周の光，岨の光以外は手に持った小さな懐中電燈だ

け，こんな時，街燈がつけられ，本当にうれしいと思いました。

　ただ物が不自由な時だったからなのでしょう，厳ともわからない人に電球

が持ち去られたり，又子供さ4たちの石投げの的にされた電球が粉々に砕け

散っているのを見た時は，涙の出る程やるせない気持ちにさせられたもので

す。

　　　　　　　　　　　　　　　－137一

l
il

…1

‘…

［：

／



　断水が時々あって，お寺さんに水を頂きに行きました。お寺さんの方々は

実に御親切な方で，夕方の水仕事を中止されて気持ちよくポンプの柄を渡し

て下さいました。両手にやかんと蒸し器をさげて墓地への坂を降り，お庫裏

の前の井戸でやかん等に一杯水をいただいても，帰り着いた時には八分目位

になっておりました。こんな事も，今は懐かしい想い出のひとつです。水道

管が太いのに替えられ，ガスもひかれて毎日の仕事が楽になりました。

　何年前だったでしょうか。竹中博士が桜をお植えになりました。「先生，私

が丈夫でいる内にお花が見せて頂けましょうか。」といいますと，「桜の育ちは

速いから見られるよ。」とおっしゃって下さいました。木の育ちがどの位のも

のか，それまで気にとめた事もありませんでしたが，　’，二輪の花を初めて

見た時には，命の強さをしみじみ感じたものでした。

　今では桜の名所となり，町から村からお花見の方々が来られるようになり

ました。

　研究所の圃場も段々整えられ，ag　一一，第二というように区分され，それぞ

れの方によって管理され，研究所も中島飛行機工場の時の建物が取り除かれ，

北大から土川先生が持って来られたネズミのための第・ネズミが建てられ，

本館も一期，二期，三期とつぎつぎに新しい建物に替えられてゆきました。

　天皇陛下の御成がある毎に道も整えられ，1・年・昔とか中しますが，26年

から52年4月1日まで，4代の所畏にお仕えし，遺伝研が三島にあったれば

こそ，今日の私があると感謝しております。

　遺伝研でお目にかかった外国の方々，又遺伝研から大学，研究所とそれぞ

れのところに御立派になって巣立って行かれた方，その御研究が進まれます

ように，御健康でありますようにと朝ごとに祈り，今年も，又来年も桜の花

を見せて頂きたいと健康管理に努めております。
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31．徒然の記

門　脇　淳　三＊

　　現　地　着　任

　昭和24年6月以降創設準備のための事務を，竹中・小熊両先生をまじえて

執務してきた文部省の仮事務室を10月・一一一杯で閉じる。11月1日私は，塚本事

務部長・宮沢会計課畏に随伴し秋山さん運転になる幌付パッカードで三島入

りをする。途中今考えると塔の沢？辺りで，エンジン過熟で「小休止Jとは

聞こえがよいが貰い水にアタフタし，薄暮も深く，心細い気分になる。疲れ

も1　frtい箱根路は，tl数も少なくただ暗闇の中をっっ走る。山中辺りで一一一轍に

兄渡せる…島・沼津の灯に摸したと8の安堵さと，三島でのこれからの生活

に………　・人感慨にMし時を忘れる。r・定より2時間遅れで玄閥前に。

　そこでは富士産業時代の守衛所から灯りを取り，松原・大山・小野・西川

・梨原・t二lt｛・松本の紳士淑女が勢揃い。市内とは禽いながら山の中の一・　・・　ff

蜜で，銀シャリに沢庵潰で「御苦労さん」「おつかれさまJと迎えてくれた。

　次の日から市の総水工事の遅れのため一一・　H2回の長泉寺からの貰い水の目

謀が続く。そして来るHも来る日も木造2階建本館に事務憲・会膿蜜・所長

室設営のための消掃に明け暮れた。当時の状景は今でも廊れ得ぬ思い出の…

つである。

会計検査のこと

　昭和25年4月，創般後初めての会計検査を受けることになった。宮沢課長

を除いて，あとは意気だけは高いが素人に近い集団。帳簿一つを縄めるにも，

そして物品胴求伝票・旅行h令簿Sの整理など，紀入の仕方・点検の仕方一一

　申　甲680鳥取市湖山町1－1，鳥取大学紐瑠部：E針廊長；尤脅針扉用麿係長
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つ一つ講習を受けてからという始末。人員が少く庶務・会計もなく全員が缶

詰状態で頑張ること一ヶ月余り。何んとか整理をつけて検査調書作り，これ

もガリ版書き印刷と，守衛さん用務員さんまでの総がかりであった。そうし

た努力にもかかわらず調書は，とうとう受検開始時間に間に合わず2時間程

検査開始を猶予願うなど，今では信じられないことばかりであった。

　「受検開始を待つという事故は前代未聞，今後は絶対に認められないこと。」

「努力は多とするが会計法規の研修に一段と励むこと。」と云う講評を受けて，

第一回検査はとにかく終ることが出来た。

　これも，名前は失念してしまったが検査官の御厚情と，また文部省からわ

ざわざ立会においでいただいた今は亡き鶴田酒造雄さん他の方々の御力添と，

ただただ感謝申上げるばかりであった。

っれつれのこと

　（1）　「遺伝研ですが，○○を買いたいのですが」「伊伝さん，油屋の伊伝さ

んですね，エ〃谷田にあるんですか。大社前じゃないんですか，配違は出来

ませんね，現金売りでなければね。」

　と云った具合。三島の人にイデンケンがどうひびいたのか。

　（2）　「○○君給料はね，一人一人に届けるのがあたりまえでしょう。」「給

与というのは，本人が受取り現金を確認するのがあたり前ですよ。圃場に，

実験室に，どこに居るのかわからない皆さんをいちいち探し歩くことなんか

不可能ですよ。私達事務のことも考えてもらわなければね，そんなこと出来

ませんね。」

　今はどうなっているのかしら。

　（3）　「○○さん，午後は城之内宿舎の竹垣修理に行くから用意して下さい

ね。」「掛矢，スコップ，竹，シュロ縄忘れものはないですね。」「準備OK。

出かけましょう。」
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　半日がかりの臨時営繕工事。

「金（予算）があれば，こんな事までしなくてもね。」「まあまあ苦情は言わ

ない。頑張りましょうぜ。」

研究所のためなら，エーンヤコラ。

　十年一昔と菖いますが，30年の思い出をという御案内に感無量のものがあ

ります。創設当時の諸先生方，事務部の人達も随分と移り変り，また研究所

も益々の充実を。

　当時畑に陰が出来るからと反対のあった桜も竹中先生の熱意で，今では壮

年，名物の一一・一つとか聞いております。

　50年の才月が流れた時，どのようになっているのでしょう。楽しみでもあ

り，私も目にすることが出来るのかどうか不安でもあり，と雷ったところで

す。

　研究所の一一層の向上を祈念してやみません。

32．10年間の思い出

杉　生純義゜

　国立遺伝学研究所が創設されてから30年を迎え今更ながら懐しい思い出は

つきないものがあります。

　そもそもこの研究所が昭和24年6月1日に開設されたがその当時は旧中島

飛行機製作所三島工場の建物の一部で戦時中のバラック胞の古ぽけたもので

　申　　7　80r　tt檎r1］「高濁0265；　　元庶務錬長
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した。床は古ぼけ，ほこりまみれで，窓ガラスは戦争の名残りもいたいたし

く，防空よけの紙が張りめぐらされ，当時の職員は毎日清掃の明け暮れであ

り，研究員は余りにも貧弱な研究施設に驚き，また実験のため顕微鏡を兇る

にもがたぴしの床のため苦労された日が幾日かつづきました。

　しかるに小熊・木原・森脇・田島各歴代所畏を始め研究Mならび事務関係

者のあらゆる困難を克服し，並々ならぬ努力により，立派な施設は勿論，建

物も遂次近代化した建物に変り，今は昔の思影は兇ることが出来ない程整備

され，研究業績も国内・国外に数多く発表され，世界的研究所として発展し

今日に至りました。

　私が昭和24年11月，この研究所に就任してから懐しい思い出となることは

数々ありますがその一部を記憶をたどりながら思い出すままペンをとりまし

た。

　着任早々から小数の人員で事務の合い間を見て，明けても暮れても事務所

の清掃と窓硝子に張られた紙をはぐのと，給湖用と実験用の水を研究所から

100米も離れた坂下のお寺迄バケツをさげて水汲みに行くことであった。そ

の頃の所員の苦労は現在では考えられないことと思います。その後渦rliの

協力により水道施設が整備されるとともに研究所内の整備も遂次改持され落

着いて仕事につくことが出来るようになり，ほっとしました。

　研究所が整備されるとともに研究所を兇学に来る人々がHを迎って多くな

り，庶務課の職員は来る日も来るll¢，交代で兄学編の案内に追い廻される日

がっづきました。兇学者が100名以hになった時は兄学コースの内容を映画

におさめ購堂で映写し説明を行うこともあり，その応待には苦労したもので

した。その後は見学日を定めてその綱整を図るようになりました。

　この10年位の間は思い出となる種々の行事がありました。その中で特に思

い出となるのは昭和28年11月7・8日，第25回日本遺伝学会が研寛所で開催

され日本各地から研究者が集り，一般講演や受賞式があった。当時は三島市
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挙げての歓迎ぶりで市内には歓迎の万国旗が張りめぐらされ，楽寿園で市当

局の歓迎をかねた盛大な懇親会が催され，農兵おどりが発表されるなど有意

義に終了した。

　昭和29年6月1日は創立5周年記念式典でありこの日は文部大臣（代理）

を始め政界・財界の有志を始め遺伝学研究所創設関係者多数の出席をあおぎ

盛大に行なわれた。ついで昭和29年10月18日F．A．O国際米穀委員会会員，ア

ジア・ヨーロッパ地区の研究，技術者　100名余が来所し研究所内は国際色Ω

かなふん囲気をただよわせた。この時経食を出すのに肉食をきらうアジア地

区の研究者のため如何するかと関係では種々検討した結果，肉を使用しない

野簗を1…としたサンドウィッチを出すことにして沼津市の桃中軒というレス

トランに特1別注文する等，接待‘こ苦労しました。

　昭和30年4月13日，，；　1．太f’uaドが御学友と・・諸に」ト公式的に御見学に来ら

れたことでした。

　っいでll召和31年9月11H，欄際遺伝学シン8t「ジウムが京郁と．．…島で開催さ

れ11t界各固の研究占100数名が参加し，研究発表やあさがお贋示品の発褒が

行われた，，

　昭和34年6月1｝｛，創立10瑚年記念式典が文郁大臣（代瑚）の臨席を得て，

その各界代表及び国内関係研究P多Mの出席を樽て盛大に行われた。このよ

うな数々の思い出深い行事がありましたが，その中で特に忘れ得ないことは

研究所・岡がかねてから念願していた天鼠障ドが生物学研究のため伊豆地方

御巡潮の初日，昭和29年11月4Hを研寛所御視硲に当てられ午前11時御劇着

後，夕刻まで御滞在という殆んど前例のないことで，長時聞の御視硲の時閲割

をどのように作成したらよいか大きな問題であった。

　研究所では御巡串のことが静岡県知亭から伝遭されてから以綾は静閥県と

宮内庁と度々連絡をとり，卿巡串の内容についてどのような力法で行うか，

展示品はどのようにするか，見学コースをどのような力法で行うか，瞥備に
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ついてどのようにするか，新聞社の報導員の取扱いをどうするかについて，

部長会議を10数回開いて成案を作り，県と打合せを行うと共に宮内庁から曾

我部行幸主務官一行の実地検分が行なわれた。これで大体の方針が決定した

ので小熊所長は時計を首にかけ御巡幸コースの時間がどの位かかるか，また

御巡幸コースの予定時間に合せるため研究所内のコースを幾度も実際にみず

から歩いて見られるほど苦労されたものでした。

　陛下の御巡幸も非公式であるということで所内の手入れも最少限に止め，

装飾的なことや大げさなことは一切省略してお迎えすることになった。当日は

全職員は平服で玄関前広場に整列してお迎えした。御到祷後しばらく御休憩

のあと研究施設を御見学になりました。

　陛下には生物学に対する御造詣の深いことは周知のことであるが遺伝学方

面について素人でないことがご質問の端々によく窺われ，所内のあらゆる事

物に深い興味をお持ちになったこと明らかで陛一ドの御質問の中で『性は遺伝

によって決定されるが，今では薬品等によって変えられるというがその変化

は一代限りか1また「メダカの雄に女性ホルモンを与えれば雌になるという

が」等如何に陛下が遺伝学について御造脂の深いのに説明者も驚いたと8吾っ

ておられた。

　陛下は所内見学に段々と打解けられたので，小熊所艮も軽い気持になリネ

ズミ飼育室の御視察のとき「ここはネズミ御殿です」などユーモラスの御脱

明申し上げると陛下も声をあげてお笑いになるという和やかさであったc，鶏

舎での説明の際は「ここは雄鶏の独身者ばかりですね」と説明者を笑わせ，

「メンデルの法則通りにいきますか」など御質問されるなど打解けた逸話もあ

りました。

　陸下には所内施設御見学後別室で研究員の研究業績について親しく研究員

の御説明を受けられた。引き続き未公開の学術映画「細胞分列の生態観療」

を15分間にわたり天覧に供し，16時30分御還幸の御車を御送りするまで，前
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後5時間の長きにわたって研究施設の御視察のみならず親しく所員と御研究

を共にされたことは全く異例に属することであった。

　陛下が御巡幸を終え研究所を御出発の際は車が動き出してからも後方の窓

から振返ってお名残り惜しげに幾度も御会釈になった。あの親しみ深い御表

情は所員一一同の終生忘れることの出来ない感激であると共に意義深いこの一

日の行事を無事に終了することが出来所長を始め全職員は安どの胸なでおろ

しほっとした気分になりました。

　過去10年の過ぎし日々を振り返り今更ながら遺伝研時代の思い出を記憶を

たどりながらつたないペンをとりました。

33．：三等運転部長の思い出

丸　岡　秀雄゜

　人生と肯う人の世の旅路に縁あって遺伝研に昭和26年2月1Hから22年間

務めさせて戴きました。其の間いろいろの事がありました。私が入所当時の

車は宮内庁払下げの1937年式幌型パッカードとトヨペット1屯積のトラック

でした。本館は中島飛行機の事務所だった木造二階建で裏にはまだ工場の建

物が残って居りました。研究所の庁舎は本館の二蹄建だけ，其の他は車庫と

宿舎だけでした。通勘道路はまだ桜も植って居らず補装もされて居りません

でした。パッカードは直列8気筒エンジンでマニホルドは黒光り，カは有り，

間違ってトップギヤーに人れてもノックもせずスム■h・・一スに発進し驚く亭が度

々有りました。トップギヤーでスローにすれば歩いている人と話しながら走

　●　　　▼411　二…島市谷Hl肯i尺173－80；　ノC会針併｛皇宵
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ってもけっしてノックしませんでした。此の位力のある車でも自然には勝て

ず2月の霜どけ頃は五万坂でスリップし，今少しで坂を上り切る一歩手前で

どうしても上れず，所長小熊先生を歩かせた事もたびたびでした。

　トラックでの最初の仕事はネズミの運搬でした。土川教官が北大からマウ

スやラットと一緒に貨車で生活し三島駅に到着，其の出迎でした。北海道か

ら三島までネズミの世話をしながらの長旅，普通の人ではとても出来ぬ事と

感心するやらあきれるやら貨車の扉をあけるとあのネズミ特有のにおい，ま

たネズミの大群に遭遇，驚いても居られず一日がかりで本館西側の講堂に運

搬し，ネズミ小屋の出来る迄講堂の一部に仮住居，其の内上段の圃場に杉皮

屋根の2・30坪の掘立小屋に移転，今のネズミ御殿を思うと感無斌です。

　話は変りますが，あれは昭和30年頃と思います。研究所にとっては大事件

でした。隣接地の東中学校に過酸化水素の工場が進出してくると詩う事です。

三島市議会で工場誘致を可決し，市畏が研究所に了承してくれと来所されま

した。

　其の当時の東中学校は旧中島飛行機の熱処理1：瑚の大きな鉄骨の娃物で，

其の中に教室や職員室・講堂も有り雨天体操場もあると菖う大きな建物でし

た。それに日西化学が目を付け過酸化水素の工場に建物敷地を膿渡方ミ鳥市

に交捗，市濃会で誘致可決，その為の来所でした。

　さあそれからが大変です。田中先生，乙藤部畏始め教官・事務職員一・丸と

なっての進出阻止に立上りました。文部省，静岡県，三島市，市内響名人，

市膿会膿員と日曜も返上，市膿会膿員金員の自宅から出先，田圃，山のhま

でと夜肘朝駆，さすがの三等運転部長もダウン寸前と言う有様でした。その

かいあってか日西化学進出も立消となりました。此の経験が，後年コンピナ

ート進出阻止の糸口になり反対運動がもり上り，阻止に成功したと自認して

居ります。今研究所が静かな環境で快適に研究に没頭出来るのも，こうした
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先輩教官の研究とは別の御苦労を忘れてはなりません。老婆心ながら一言。

大失敗の巻

　皇太子の御成婚披露宴に所長木原先生が御招待を受け，「丸岡君，前日プリ

ンスホテルに宿り翌日宮城に行く。」と言うお3舌しでした。私は「明早朝お迎

えに参ります。」と申hげ，当日は地理不案内の東京を先生に案内されて宮城

にたどり着き，二重橋を渡り宮内庁正面玄関に先生をお送りしました。皇宮

警察の御案内で私は主馬寮の駐車場へ，そして休息所で中食を戴Pt待機して

おりました。宴が終り，所長を迎え御下賜の品々も車に載せて帰路につきま

した。所畏が銀座に廻ると禽われるので，銀座で所長を降し，駐車禁止のた

め私はぐるぐる廻・）ておりました。その中，所長を見失いましたので，裏通

りに車を停めてfwpで探しましたが兜付かりません。あきらめて車に戻ると

「ここは駐車禁止区域，すみやかに発車すぺし」と酋う書視庁の瞥告書が貼ら

れていてびっくりしました。所長に申訳けないが帰ることに決めて横浜の木

原生物学研究所に電話連絡を頼み，三島に帰りました。

　一一　・i夜明けて翌日三島駅に所長を迎えに行8，両y・一一杯の荷物をもった所長

に昨日の不始末をお舵びしました。ところがお叱りもなく無事でよかったと

酋われ恐縮しました。所長は丸岡鱈が迷い子になったと心配し，朝日ピール

社長のロールスロイスで銀廠周辺を2時間も探したとのことで，所長の沢山

のお荷物は私へのおみやげでした。鼠太子の御披露宴の御料理や御菓子を半

分に切って宮中の折箱をそのままに頂戴しました。それとは別に銀慮の菓子

折をrNきましたが，所長が銀座で降りたのは私の子供遭のためそれを買うた

めだったのです。私はここに何と書いてよいか判らぬほど感激しました。

走　馬　燈

20年間は長いように思いますが，過’ ot去って見るといろいろのことが走馬
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燈のように思い出されます。朝，車庫で水洗していると出勤途上の駒井先生

からステッキを上げて「お早よう」とのお言葉を度々頂きました。こちらは

気がつかず失礼したこともありましたが，旧帝大の学部長までなさった著名

な先生からの御挨拶に恐縮致しました。また先生御夫妻は8月中は御殿場二

の岡の別荘で過され，研究所の先生方が連絡に行かれたときなど私が車の中

で待機していると，いつも先生や奥様がわざわざお迎えドさり，先生方と同

席で御歓待をうけ感激しました。その先生も今はなく，謹んで小熊，川中，

駒井，竹中，松村，リリエンフェ，レト各先生方の御冥福を祈り筆をおきます。
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34．ねずみと三毛猫

土　川 清＊

　昭和26年（1951年）6月の雨の日に，札幌から運んできたねずみ達と，数

日間の旅の相乎をしてくれた「チビ」という雑犬を傍らに，三島駅の貨車の

中で待っていますと，間もなく山ドさんが，ポロをかけた小型トラックで迎

えに来てくださいました。研究所に着くや，よほど煤けた顔だったのでしょ

うか，竹中先生が，まず風呂に入れとおっしやって，栗原さん御夫婦が，早

速用意してくださったことを配憶しております。

　その当時，木造の本館1階の西端にあって，講堂として使用されていた部

ttlを，とりあえず，ねずみ飼育の場所にあてられ，木製ケージを床t：並ぺて

飼いはじめた，，鍛初，大川＃（現・文化庁会計謀畏補佐）が手伝ってくれまし

たが，庶務繰におられた松原さんが，給水や給餌の作叢をよく助けてくださ

いました。やがて4～5ヵ11後に，バラックの飼育小魔が娃ち，そこで2冬

を過してから，斬しい飼青禽へ移ること1こなりました。

　その飼青舎は，小熊先生を代淡とする昭和28年度（1953年）の機閥研究費

によって建股されたのですが，それには小Nk・駒井両先生はじめ，中泉正徳

先生や蜜東洪次先生，また庶務部長の塚本さんにも大へんお骨折りをいただ

、きました。お蔭でその頃の国内では，一応設備が整った，最初の鯛冑施設で

あったようにおもいます。内部の設備・経費や維持されていた系競などにつ

いては，その翌年の文部省科学研究費機関報告に，写真も添えて詳しく報告

してあります。

　さて私は，昭和29隼までの約3年間を，研寵所の寮で過させていただきま

　した。まだ斬しい部魔でした。当時のままの呼びカを許していただくと，木

　　●変真遺伝部，主任研寛官
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村さん（現・集団遺伝部長），遠藤さん（現・生化学遺伝部），宮沢さん（応用

遺伝部）と坂口さん（現・九大・農・教授）が，すでにそれぞれの部屋にお

入りになっていました。とても物静かな親切な方ばかりでした。特に木村さ

んは，御自分のお部屋で仕事に熱中されていることが多く，いつも神経をピ

リピリさせておられた様子でしたが，周囲の者に対しては，何かと優しく気

を配っていただいておりました。それは私が胃下垂で，食欲がなくお1腹の具

合も悪く困っていたことなど，未だに覚えていてくださることからもうかが

えます。

　寮では宮内さんに，言葉では云い尽くせないほどに，大へんお世話になり

ました。皆が「おばさん」と呼んでいましたが，殊に食事と静かな環境づく

りに，心血を注いでくださいました。ロールキャベツの味など今に忘れるこ

とができません。その頃研究所へ来ておられました柳瀬さん（現・九大・医

・教授）のおすすめで，センブリを飲みはじめてからは，なお・層おばさん

に御迷惑をおかけしました。駒井先生の奥様に，いつか「tsばさん」と云わ

ないで，　「宮内さんとか奥さんと呼びなさい」と，御注意をうけたことがあ

りましたが，とうとう寮に御厄介になっていました間，それを改めることが

できませんでした。

　それから，忘れられないことがあるのです。ちょうど駒井先生が，　…毛雄

猫の成因に関する理醗をお考えになっていたある時，突燃きれいな藤のMみ

籠に入れられた猫を渡され，その飼育を命じられました。現在では，あちこ

ちの実験室で，金属製ケージによる飼育は勿論のこと，繁殖も容易に行われ

るようになっておりますが，まだその頃は，ねずみ飼育のための金属製ケー

ジすらもありませんし，それに猫をケージ内飼育することなど，全く気づか

ないことでした。猫の飼育は初めての経験でしたが，排便は乾いた土のある

ところを選んでするものだと聞いていましたから，土では埃もたちますので，

木箱に砂を入れ，それを寮の私の部屋の上がり端において，室内で飼うこと
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にしまじた。

　猫は，もうほとんどふつうの親の大きさに育っておりまして，白地にボタ

ンの花のような，褐色と黒色のマダラを浮かした，それこそSearleの“C－

omparative　Genetics　of　Coat　Colour　in　Mammals”という本に掲載され

ている写真にみられるものよりも，はるかに美しい三毛でした。三島の渡辺

写真館につれて行き，逃げられないように，部屋を閉めきってもらって写真

も撮りました。

　私が部瀕を離れるときには，窓は勿論のこと，ドアもロックしましたから，

猫君は，外の景色すら兇ることもできずに，来る日も来る日も，部魍に閉じ

込められていたbけです。木箱の砂が濡れると，乾いたものと取替えてやり

ましたせいか，金く粗相はしませんでした。ただ爪研ぎをしますので，柱に

大分傷がつきました。餌はおばさんに御迷惑をおかけしました。私は特に猫

が好きなノ∫ではありませんが，夜はよく布団にもぐり込んできたり，上に乗

ったりして，彼もだんだんに気を許すようになり，それだけに可愛さも増し

てきておりました。そんなある時，少し開いたドアの隙間から，まるでその

機会の到来をねらっていたかのように，ただまっしぐらに飛び出ていってし

まいました。早速駒井先生に，おわびに行きましたが，その折の先生のがっ

かりなさったお顔が今も浮んでまいります。ねザみ飼いの臭いに，あきあS

して逃げ出してしまったのでしょうか，後日，もとの飼主のもとへ，無事に

戻ったという便りも聞かずじまいになりました。

　寮には，ほかに林孝｛先生，飯野さん（現・東大・理・軟授）がお人りになり，

名和さん（現・生化学遺伝部憲長）と平さん（現・早大・教授）が，食事に

来られるようになって，斬しい雰囲気も生れ，夜‘二は各幽の部風で，順番に

輪続会をもったことなど，配憶のすみに残っております。

　特に古いことを書くようにとの仰せに従い，昔々のとりとめないお話をし

てしまいました。
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35．遺伝研発足当初の思い出

坂　口　文　吾＊

　田中義麿先生と御一緒に三島駅につくと，先に着任されておられた辻田先

生のお出迎いを受け，丸岡さん運転の自動車で発足4ヶ月後の遺伝研に降り

立った。

　玄関とバルコニーばかりが立派な戦時中の富士産業株式会社の畏い2階建

木造が遺伝研の本館であり，廊下には粗い麻布のマットが敷れていたのが強

く印象に残っている。私は駒井先生が部畏の研究第3部（生理遺伝部）の辻

田研究室に所属した。辻田先生は主に蚕の遺伝の研究を推進されておられた

が，私の着任当初は遺伝研には未だ蚕を飼育するための養蚕室や桑園など準

備中で，私は厚木の神奈川県蚕業試験場にゆき，辻川先生が保存されていた

約100区程の蚕を飼育した。その後，養蚕室が出来1：るまで，本館の・室を

飼育室とし，私もそこに布とんを持ちこみtt蚕と共に凝起した。遺伝研の発

足当初蚕の飼育で苦心したのは，桑園は植えたばかりで，葉を使えず，函南

村の農家から桑を買って使った。稚蚕中は毎日リックを背おい遺伝研の北側

にある東海道線のトンネルを2つくぐって摘桑に行った。トンネル内で特趣

に飛ばされそうになったことなど，思い出すと背すじが寒くなる，。桑が大倣

にいる壮蚕期には毎日白動車で数時間かけて摘桑に行ったことなど今では想

像もできないことである。

　われわれが最初住んだ宿舎は本館のすぐ削に今でも建っている木造の長箪

の一角であった。そこには独身者ばかり6名おり，毎日の食事は6人分を1

日交代で作った。未だ都市ガスもなく，総て薪を拾って来て，炊事をしたり，

風呂も湧した。蚕の飼育期間の炊事当番のときは朝5時頃から起き出し，急

　　＊812福岡市東区箱fi　6　－10－1　九州大学農学部，教授
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いで蚕に桑を与え，それから6名分の食事の仕度をし，さらに蚕の飼育や調

査をし，そして昼の炊事等々と一日中目の廻るような忙しさであった。

　当時京大で輪読のテキストに使っていたというタイプの謄写板印刷の小冊

f’を木村さんが紹介され，これでわれわれも輪読した。例えばMuller「Th－

egene」とかBeadleの「Genes　and　Biological　enigmas」など今でも覚え

ている。また毎週のセミナーも大変勉強になった。特に駒井先生のお言舌しは

毎回印象深く，現在でも当時教えていただいたことが生かされている。当時

は，Beadle　and　TatumのOne　gene　one　enzyme説やMullerの放射線による

人為突然変異の研究など華やかであった。

　今から30年前，大学を卒業したばかりの若者違が遺伝研に集って，創立間

もない研究所の遮設とその発展に皆それぞれ努力した。その当時の研究者の

中には現ni木村博一kの様な世界第1流の学者になられた方や，その他多くの

人違は遺伝研で成艮され，そして各地でll本の，さらには世界の遺伝学の進

展の中心的役割を果しておられ遺伝研の名声を高められた方々が多い。私は

これらの人遼と遺伝研で17年間寝食を共にし学んだことをほんとうに鵠りに

思っている。
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　　36．　　　N．　1，　G．　－　The　”Mecca，，　of　Geneticists

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．　S．　Raj　an★

　　　　　Thirty　years　！　A　long　period，　and　in　the　life　span　of　an　indivi－

dua1，　the　most　productive．　　But　in　the　history　of　an　institution　it　is

only　a　period　of　adolescence，　the　formative　years．　Nevertheless，　the

NIG　during　these　years　has　taken　giant　chr◎nological　leaps　in　terms　of

achievements．　This　is　neither　the　occasion，　nor　do　I　have　the　competence

even　to　enumeTate　these　achievements，　outstanding　as　they　are，　but　take

this　opportunity　only　tb　convey　on　this　happy　event　rny　greetings　and

wishes　for　yet　more　spectacular　achievements　in　the　future・　With　three

brief　stays　at　the　NIG，　spaced　at　ten　year　intervals，　I　may　be　perhaps

permitted　to　indulge　in　a　few　nostalgic　recollections．

　　　　　It　was　in　the　year　1951　when　at　the　Division　of　Genetics，　Indian

Agricultural　Research　Institute，　New　Delhi，　India，　where　I　was　on　the

staff，　we　had　the　good　fortune　to　receive　Dr．　Kihara，　and　l　isten　to　his

seminar　organised　by　the　Indian　Society　of　Genetics．　　As　an　active　rnern－

ber　◎f　the　organising　committee　I　came　in　close　contact　with　him．　　Little

was　I　to　know　then，　that　it　was　the　beginning　of　the　forging　of　a　life

long　association，　friendship　and　guidance。　　Indian　geneticists，　1ike

their　counterparts　in　rest　of　the　world．　were　deeply　aware　of　the　signi－

ficant　contributions　of　their　Japanese　colleagues　to　modern　genetics、

But　it　was・thr．illing　to　listen　to　the　dazzlingly　brilli8nt　personal

presentation　of　Dr．　KihaTa，　his　wheat　genome　analysis，　and　to　other　bits

of　information　like　the　exploitation　of　heterosis　in　silk　worm　ante

dating　that　in　corn　in　the　West，　that　NIG　had　been　established，　probably

as　the　first　institution　solely　for　genetic　research．　　I　was　among　those

young　Indian　geneticists　who　were　fired　with　the　aspiration，　at　least

to　visit，　if　not　to　work，　in　this　famous　institution　which　has　come　to

be　recognised　as　the　t‘Mecca，’of　the　geneticists　all　the　world　over．

　　　　　It　fell　to　my　fortunate　lot，　in　the　year　1957，　when　I　had　the

opportunity　to　spend　about　a　year　at　the　NIG　as　a　Colombo　Plan　research

scientist．　　In　my　acadernic　as　well　as　personal　life　this　was　a　memorable

t　Senior　Adviser，　Food　and　Agriculture　Organisation　of　the　United
　　Nations，　U．N．D．P．　Office，　P．0．Box　2048　（Alwiyah），　Baghdad，　lraq．

　　Originally：　Division　of　Genetics，　Indian　Agricultural　Research
　　Institute，　New　De】」hi，　110012，　lndia．
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year．　On　the　first　day　of　my　arrival　at　Misima　i㎜ediate　rapport　was

established　when　I　saw　Dr，　1（ihara，s　working　desk　decorated　by　a　framed

photograph　of　both　of　us　taken　during　his　visit　to　India　in　1951，　　The

NIG　housed　in　temporary　buildings　taken　over　from　defense　department

was　not　the　irnpressive　and　imposing　structure　it　is　now．　　Only　the　annex

served　as　a　’hot　lab，　housing　the　garnma　irTadiation　source　and　a　few

glass　houses　laid　any　claim　to　mode：rnity　in　construction．　　8ut　phy5ic81

inadequacies，　if　any，　were　more　than　made　up　by　tho　electric　and　dyw鋤ic

working　atmosphere．　　We　were　a　small　group　working　under　Dr．　S●iji　Matgu－

mura・　the　pioneer　in　radiation　genetics，　whom　many　of　us　sadly　m158　toエ

day．　　Thorough　in　his　sci6ntific　work，　gentle　of　p●rsonal　m息nn●】es・　h●

infused　in　his　group　a　spirit　of　comraderie　and　dovotion　　：r●r●ly　8●●n

now　a　days．　　A　stickler　to　perfection　in　work　he　would　not　let　anythin8

1ess　to　pa55　thTu・　　8road　was　the　sweep　of　Dr・　Matsurnura，s　thinkin8　0n

the　use　of　Tadiations　in　biology．　　It　rang●d　from　conventional　mutation

induction　to　imparting　bluish　sh●●n　tO　P●arls　by　g㎜畠　irr8diation・

To　me　this　year　was　also　巳c8d●mic●11y　very　significant．　　Work▲Lng　on

the　radiation　induc●d　mutant5　0f　the　sporophytic魯11y　contro11●d　8●1f・

incompatib］Lllty　genes　in　th●　Bra●8ioae，　w●　could　fortmsl邑t●　畠　hypoth●8↓●

of　po＄sible　●pi50mal　nature　of　this　8●n●．

　　　　　Vi51t5　to　o．th●r　parts　of　Japan　ln　th●　coロp●ny　of　Dr．　Kih“r●’or　Dr．

M8t5u孤ur●　w●re　8●n●ral　●duc巳tlon　by　th●頂5●】Lv●5．　　Introduction　to　th●

cultural　a5poct5　0f　J8P●n●8●　1if●　（comp1」」cat●d　by　my　v■8●t畠rian　food

habits），　to’th●　t●mp●竃・巳t●　flora　and　f息un●，　un’口ilSar　to　節6　●●　on●　from

the　tropics．　wer●　the　fring●　b●n●fits．　A5　w●　tr畠v●1】｝●d　畠longθ　it　w亀島

8　thrilling　●xp●rienc●　to　b●　poj」nt●d　out　by　Dr．　Kihar邑　th●　uniqu●　n畠tur●

of協¢θθθ《～“oia　O富r　｛：Yypto閉ロ1叫［α・

　　　　　Th●　international　natur●　of　th●　working　group　8dd●d　to　th●　●tmos・

ph●r●．　　Prof●5sor　Crow　of　Wisconsin・　Dr．　Warid　of　Cairo，　Dr．　LI　li●nf●1d

th●　r●51d●nt　r●50畠rch●苫㍉　●nd　與y鴉●1f　w●r●　bound，　8P●竃rt　from　scient　i”c

int●rests，　by　th●　Engli8h　lan8uag●・　　It　w●5　畠1鵬o　㊤γ　pround　privil●‘●

to　sharo　with　Dr．　Li1↓●nfeld　th●　1巳n8u畠8●　poiishin80f　th●　Bn81i・h　v●「－

5ion　of　NIG　Mnuai　R●port　畠nd　r●●●areh　p畠P■rs　by　J‘P●n●■●　co11●sgu●9．

805id●5　th●　wid●nln8　0f　on●g　horizon　th亀t　オ●sult●d　from　th1■　und●rt●king，

w●re　th。3●small●nd　b●autifui　gifts　from　th●邑uthors　in●ppr●ciation

of　th●36　1ingui5tlc　●fforts．
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　　　　　Two　major　lasting　impressions　of　this　trip　were　the　informality

of　the　working　conditions　prevailingD　and　the　high　esteem　in　which　the

Japanese　geneticists　were　held　by　the　general　intelligentia，　members

of　the　public　and　the　industry．　　For　one　accustomed　to　long　drawn

bureaucratic　procedures　I　was　surprised　to　see　that　purchase　orders

for　the　equipment　I　needed　were　placed　on　phone　on　the　very　first　day

of　my　arrival　at　the　NIG，　and　were　delivered　on　the　following　day．　The

freedom　and　encouragement　given　to　the　researchers　to　engage　themselves

in，　besides　the　regular　progra㎜e　of　the　Instiωte，　contractual　research

progTammes　sponsored　by　the　industry　or　other　org8nisations♪　was　indeed

impressive．　　Equally　impressive　w8s　tho　fact　that　several　geneticists

not　based　in　Misima．　1ike　Dr．　Yamashita　or　Dr．　Furusato，　had　collabora－

tive　research　programmes　running　at　the　NIG．　That　limitations　of　fund－

ing　or　official　sponsorship　neod　not　restrict　research　productivity　was

clearly　indicated　by　the　output．　out　of　pr◎portion　to　its　small　size，

of　that　famous　institution　at　Yokoh息ma，　the　Kihara　Institute　for　8iolo－

gical　Research，　which　had　perhaps　more　part　time　honorary　research

workers　than　regular　staff．　　The　artistic　touch　of　having　found8tion

stone　of　this　Institute　embedded　with　pebbles　representing　the　wheat

genom●　is　noteworthy・

　　　　　The　esteem　in　which　the　senior　genetici5ts　wore　held　by　their

colleagues　and　erstwhile　students　was　well　in　tho　oriental　traditions

and　not　new　to　on　lndian，　but　a185　f8st　disapPo8．ring　in　hi5　0wn　coun－

try．　　One　was　indeed　struck　by　the　reverence　and　courtesy　ext6ndod　to

elder　geneticists　like　Dr・　Y・　Tanaka，　who　was　work▲．n8　85　th●　Em●ritus

Professor　at　the　NIG，　or　to　Dr．　Kiha’a，　tho　diT●ctor．　　》！hi1■　this　●9・

teom　of　the　fello冒　geneticists　is　natural　and　is　8　measure　of　th■1r

professional　standing，　that　from　the　general　public　is　ind●ed　rare．

This　author　was　the　f。rtu随te　eye　witness　to　thG。vation　accorded　t。

Dr．　Kihara　at　the　public　screening　of　th●　film　on　Karakorum　Expeditlon．

at　the　seedless　water　melon　exhibition　in　Tokyo，　a9．　we11　8s　the　gr畠nd

Teception　given　to　him　by　the　sug8rbeet　industry　in　Hokkaido．　　Thi9　1s

perhaps　a　measure　of　the　genetic5－consciousnoss　of　tho　Jap畠n●g●　public．

The　contribution　of　the　NIG　towards　such　public　consciousness　of　what

is　considered　as　an　exclusive　field　of　biology　elsewhere，　i5　8150

praiseworthy．　The　periodic　short　element畠ry　courses　in　genetic5　run
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by　the　NIG　for　secondary　school　teachers　is　an　innovation　worthy　of

emulation　by　higher　centres　of　genetic　research　elsewhere．

　　　　　This，　however，　is　not　to　imply　that　official　recognition　of　the

work　of　geneticists　is　wanting　or　delayed　in　Japan．　The　highest　Imperi－

al　decoration　of　the　，Order　of　Chrysanthemum’　best◎wed　on　Dr．　Kihara

and　Dr㍉　Kimura　is　an　evidence　of　this，　if　indeed　any　evidence　wer●

needed．　　Likewise，　in　company　of　DT．　B．　P．　Pa1，　the　doyen　of　Indian

geneticists，　I　was　pleasantly　surprised　when　he　was　extended，　during

his　visit　to　Japan　in　1968．　the　privilege　of　free　internal　travel　f8ci－

1ity　as　a　£oreign　rnember　of　the　Japanese　National　Science　Academy．　　It

was　not　the　facility　itself，　substantial　though　it　was，　but　the　impliod

public　recognition　that　touched　us．

　　　　　Tho　second　spell　of　stay　at　the　NIG　as　a　visiting　scientist　w畠s　a

brief　one　of　three　months　in　1968，　but　was　long　enough　to　息ppreciate

the　f巳st　pace　of　the　dovelopment　of　this　Institute　over　the　t㊨n　year

period．　　New　buildings，　new　rese巴rch　facilities，　expanded　research

st畠ff　were　all　indeed　v●ry　impressive，　but　I　did　mlsg　some　feXlner

colleagues　like　the　lat●　Dr・　Matsumur畠，　畠nd　others　liko　Dr・　Kondo，　Dr・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
Sugahara，　Dr．　Sakamoto　who　had　巴11　面ov◎d　out　of　NIG．　　I　v旭s　also　fortu・

nato　to　b●　among　tho　thousands　of　for●1gn　geneticigt5　who　admiringly

accLaimed　th6　best　ev●r　organiseCl　Internation畠1　Con8reSt　of　Gen●tics，　in

which　th●NIG　scientists　h●d●do顕in巴nt　8h畠re．　Though　brief　thi8　visit

w85　not　without　it5　●c巳d●而ic　rew●rd8．　　In　●ssoci邑tlon　with　Dr・　Fujli．

tho　intricaci◎s　of　tho　low　relative　radio－8●nsitIvlty　of　oil　cont●inin8

＄ood5　were　oxplor●d・　　Along　with　Dr・　Lilienf●1d　th●　5t●rS1▲ty　8cco■P●ny●

in8　tho　doxtr81　巴nd　8ini＄tral　colling　of　fruitg　ln　8㎝●　1●81岨●8　曽●r●

suspect●d　to　bo　8350c』、at●d　with　reclprOc●1　trenslocationg．　som●　ovid●nc●

for　which　could　bo　obtsinecl，

　　　　　Th●　third　v▲sit　ln　J畠nuary　1978　was　in　th●　n8tuず■　of　畠　r●uni．on・

Such　h巳s　boon　●xpansion　of　activities　●nd　f巳c↓1ities　since　th●　8●cond

vi51t，　that　巳　w●●k‘s　stay　was　too　brief　to　8●t　ov●n　●　gup●rfici●i　●c・

qu8int8nco　with　th●　various　activities・・　　But　lt　w狙⑨　sp●ci畠1　in　its　om

way　sinco　tho　●uthor　was　accompani●d　by　h15　wifo・　　Back　ho碩●　1n　India

s．h●　was　fortun息to　to　receive　ln　our　ho酉幡　8t　N●w　D●1h1　＄ov●r81　NIG

collo8guog　●＄　our　gu◎sts．　　Dr．　Xihara・　Dr．　8nd　Mrs．　Tazims・　Dr．　Ok8・　Dr．

Sakai．　Dr．　Oshima，　Dr，　Ya碑shita・　to　n㎝●　8　f●w．　　She　couldnlt　wait，
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therefore，　to　see　for　herself　the　famous　institution　her　husband　so

frequently　and　endearingly　wont　to　refer　to．　　Needless　to　say　that　we

were　overwhelmed　and　touched　by　the　hospitality　and　affection　shom　to

us．　　A　sentimentaland　moving　visit　of　homage，　in　the　company　of　Dr．　Ki－

hara，　Dr．　Yamashita　and　Dr．　Furusato，　to　the　mortal　remains　of　Dr．　Matsu－

mura　enshrined　in　the　cemetry，　concluded　this　visit．

　　　　　Perhaps　the　pround　sense　of　belonging　to　the　NIG　manifests　itself

not　so　much　when　you　are　working　there，　as　outside　it．　　Particularly

when　one　listens　to，　or　】」earns　of　praise　or　recognition　of　NIG　achieve－

ments　from　others．　As　for　instance，　the　words　of　late　Prof．　J．　B，　S．

Haldane　when　I　visited　him　in　India　after　my　first　stay　at　Misima，　are

still　ringing　in　my　ears．　　Observed　Prof．　Haldane，　，tDr．　Kimura　is　build－

ing　a　neautiful　edifice　on　what　I　had　laid　as　a　clumsy　foundation　in

population　genetics’1．　　Likewise，　is　the　sense　of　pride　when　a　NIG　collea－

gue　is　praised　or　honoured　in　my　om　country，　as　for　instance，　when　the

highest　scientific　body，　the　Indian　National　Science　Academy，　honoured

itself　by　electing　Dr．　Kihara　as　a　foreign　fellow，　when　contribution　to

the　Indian　sericulture　by　Dr．　Tazima，　who　has　advised　the　Indian　Govem・

ment　on　severai　occasions，　is　publicly　recognised．　when　Dr．　Okats　bri1－

iiant　piece　of　evolutionary　sleuthhound　to　study　the　wi▲d　rices　of　Jeypore

in　India　is　adiniringly　acclaimed・　　No　loss　is　the　feeling　of　comraderie

that　fills’you’when　yρu　meet　a　NIG　colleague　in　a　thrid　country．　　It

gives　you　an　opPortunity　to　spend　an　evening　of　nostalgic　recollections，

or　update　your　information　on　the　h息ppenings　at　Misima，　as　I　could　in

the　company　of　Dr．　Fuj　i　i　in　Rangoon　and　Dr．　Yamashita　in　Rome．

　　　　　Another　hapPy　reunion　was　in　India　when　as　the　President　of　the

Indian　Society　of　Genetics　I　had　the　privilege　to　welcome　m畠ny　Japanese

geneticists　in　New　Delhi，　most　of　them　NIG　colleagues，　attending　the

SABRAO　Congress　sponsored　by　the　ISG．

　　　　　ttWe　will　meet　again，　some　time，　somewhere”，　said　Dr．　Kihara　to　us

when　we　took　leave　of　him　at　Misima　in　January，　1978．　　This　was　syrnbolic

of　the　roving　nature　of　his　activities　in　retirement，　and　of　the　inter．

national　n8ture　of　my　duties　with　tho　United　Nations　Organisation．　　ln

this　context　perhaps　were　more　welcome　the　farowell　greetings　of　Dr．　Oka，

In　the　traditional　Japanese　style　he　said，　‘IMata　Irashiyaie’，　folding　his

hands　in　a　traditionl留rl　Indian　”Namastet’．　　Come　again，　be　sure，　we　wi　11．
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遺伝研一遺伝学者のメッカ S．S．ラジヤン

　ラジャン博士は研究所の創立10年以内に留学研修などのため滞在し協同研

究を行った数少ない外国人学者の一人である。他に，米国からCrow教授，

エジプトのWarid博士，台湾から胡兆華，（故）張文財両博士などがあった。

　以下にラジャン氏から頂いた御寄稿の大意を紹介する。題名にあるように

インドから始めて来られた同氏には，ここは理想的なすぐれた研究所と感じ

られたようであり，また同氏の接触した所員は人間味にあふれる学者であっ

た。

　ラジャン氏が最初に逢った日本人遺伝学者は1951年ニューデリーのインド

農業研究所を訪問した木原先生であった。1957年コロンボ計画研究者として

来所し（故）松村博士の下で放射線遺伝学の研究に従事し，木原先生からも

色々御指導を受けた。特に十字花科植物の白京不和合性遺伝子の突然変異を

研究した。1ヶ年の滞在中，木原・松村両先生などと日本各地に旅行し，ま

たクロー教授やワリド博士とも会話を楽しんだ。当時の研究所は斬股のアイ

ソトープ実験室を除けば建物は粗末であったが，皆が胤切であり研究に必要

な品物は電話をかければ次の日に届けられる能率の高さに驚いた。研究日の

生活は自由で活気にあふれていた。

　第2回｝］にラジャン氏が遺伝研に来たのは1968年東京で開かれた圃際遺伝

学会のときであった。3ヶ月滞在し藤距博士と共に油を禽む植物穐子の放射

線感受性を研究した。as　3回目は1978隼で，一度有名な研究所を見たいと願

った夫人を同伴した。木原博士らと故松村博士の葛におまいりした。ニュー

デリーには何人もの日本の遺伝学宥が来訪したが，その多くは遺伝研からで

あった。遺伝研の研究者とその業績はインドでは最も高く評価8れている。

さらにSABRAO会織の機会には多数の遺伝学書が参加したが．遺伝研の人

違に逢うのは喜びであった。遺伝研は私にとって最もなつかしいと二ろであ

る。（編集者）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★

37．MISHIMA：S㎜ER　1957
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jame8　F．　Crow

　　　　　The　8u匝mer　of　1957　is　one　of　the　mo8t　memorable　of　my　life．　　It　wa8

my　fir8t　oPPortunity　to　become　intimately　acquainted　with　life　outside

the　We8tern　Hemi8phere．　1made　many　lasting　friendship8，　which　have　been

renewed　on　8ub8equent　vi8it8．　Mi8hima　ha8　become　almo8t　like　a　8econd

home．

　　　　　To　We8terner8　in　the　1950，8，　Japan　wa8　a　country　of　contra8ts．　　On

the　one　hand　it8　economy　and　re80uτce8　had　been　deva8tated　by　war　and　it8

peoPle　had　8uffeτed　terribly・　　It　wa8　the　fiτ8t　to　expeτ1ence　the　atomic

bomb，　and　we　were　determined　that　lt　must　a180　be　the　la8t・　　In　le88　than

a　century，　Japan　had　catapulted　from　feudal　i801ation　to　major　rnanufactur－

ing　and　trading　8tatu8・　　In　many　way8　it　wa8　the　mo8t　we8tern　of　the

countrles　of　the　Orient．　On　the　other　hand，　it　repre8ented　the　r㎝antlc

Ea8t　－－　the　land　of　the　chrysanthemum　and　the　sword，　of　rice　fie1ぜ8　and

tatami，　of　tea－cerernony　and　gei8ha，　of　the　Tokaido　road　and　Hiro8hige，8

prints・

　　　　　It　wa8　wlth　8uch　mixed　expectation8，　and　wlth　enormou8　curio81ty

and　eager　anticipation，　that　I　entered　Japan・　　I　wa8　utterly　captivated

by　the　beauty　of　the　country8ide，　e8pecially　t：he　phy8ica1　8ettlng　of

Mi8hima　and　the　view　of　Fuji；the　rarity　of　the　view　ln　the　humid　8u㎜eτ

m息de　the　few　occa8ion8　even　more　memoτable、　　But　mo8t　impre88ive　of　all

were　the　peoPle　－－　at　the　Genettcs　In8titute，　on　traln8，　along　the　road8，

1n　t：he　Hi8hi－ya．　The　warmth，　the　extreme　generosity，　the　de8ire　to　put　me

at　ea8e，　the　tolerance　of　my　inability　to　8peak　the　language　and　of　many

gaucherie8　－－　all　the8e　l　had　expected，　but　in　far　le88er　degree　th8n　the

reality．　Although　l　have　been　to　Mi8hima　8everal　time8　8ince　1957，　the

m㎝orie8　0f　ヒhe　fir8t　8tay　are　the　mo8t　vivid．　　My　feellng8　toward　the

t

　k　My　title　i8　patterned　after　”Knoxville：　　Summer　1915”，　the　first　part

　　of　Jame8　A8ee’8　po18nant　nove1，　ttA　De8th　in　the　Famlly°，・　　1ヒ　tncludes

　　a　poetic　de8cripti。n　of　the　sumer　days　and　nights　in　a　elimate　very

　　much　llke　that　of　Mi8hima．　　Sarnuel　Barber　has　u8ed　”Knoxville：　　Sumrner

　　　1915”　a8　the　theme　of　a　mu8ical　cornposition　for　soprano　voiee　and

　　　orchestra，　a　favorite　of　mine．

k★　Laboratory　of　Genetic8，　509　Genetics　Building，　University　of　Wisconsin

　　　Madi80n，　Wi8cons　in　53706，　U．　S・　A・
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summer　of　1957　are　very　much　like　tho8e　of　Oliver　Statler，　described　80

beautifully　in　llJapane8e　lnn，1　（a　book　given　to　me　by　Dr．　Kih8ra）・　I　have

the　8ame　pleasant　memorie8　0f　the　Hi8hi－ya　a8　Statler　de8cribe8　for　the

Minaguchi－ya・

　　　　My　a880ciation　wtth　Japan　had　started　when　my　8tudent，　Newton　Morton・

went　to　Japan　to　work　for　the　ABCC・　He　wrote　to　me　about　a　very　gifted

mathematical　genetlci8t　named　Motoo　Kimura　and　8ent　me　80me　of　hi8　papers・

1、ater　Kimura　came　to　the　United　State8　to　8tudy　at　Iowa　State　Univer8ity

and　l　eneountered　him　by　chance　at　a　Genetic8　Society　meeting　ln　Medison・

Becau8e　we　already　knev　of　each　other，　we　quickly　formed　a　permanent

friend8hip　that　ha8　greatly　tnfluenced　both　our　live8・　Ayear　18ter

Kimura　came　to　Mad180n　to　complete　hi8　Ph．D．　work．　At　that　time　w●　d●ctd●d

someday　to　write　a　book　togeヒher．

　　　　　During　a　trip　to　Japan　in　1956　for　the　Internationel　Genotic8　Symposium，

I　made　a　brief　vi8it　to　Mishima．　　The　Annual　Report　of’1956　n◎t●o　th畠t　I

gave　a　lecture　on　September　2，　but　I　have　forgott●n　wh畠t　l　o●td．　　Aft●r

thi8　vtsit　I　deterrnlned　t：o　ftnd　somehow　畠　way　to　●t8Y　tn　Mi●httna　for　畠

10n8er　tlme．　　My　trip　the　next　8umGr　り88　ftnanc●d　by　th●　Rock●f●11●r

Foundetion．　　I　am　particulariy　8rat●ful　to　Werr●n　Weev●r，　who　∨●●　■vf－

ftclenヒly　impressed　by　th●　proepect：　of　8　］oSnt　book　by　Kituura　畠nd　m●　th●t

he　reco㎜帥ded　my　support．

　　　　　I　was　in　Japan　from　June　30　to　S●pt●mb●r　10・　1957・　and　almo●t　の1i　ot

the　tlm◎　was　spent　tn　Mlehim8．　　Althou8h　l　dtd　som●　re●●8rch　●nd　wrot●　o“●

artlcle　durlng　the　eurmer・　rnost　of　tha　tim●　wa●　8P●nt　worktn8　wtth　Klm凹re

on　the　b●8inntn8s　of　our　book・　　The　progress　wae　●10w・　but　●t　th●　●od　of

the　8u㎜er　we　had　a　c1●ar　idea　of　what　the　book　would　●v●ntually　b●．　　A1畠●●

both　of　us　becam●　80　bu8y　with　oth●r　thln8●　that　th●　book　wa●　not　pub“●h●d

unt11　13　years　lat●r．　　It　i●　now　tim●　for　畠　r●v‘■10n　and　w●　●r●　●tarttn8

thi8　year．　　ThSs　tim●　w●　don，t　●xp●ct　to　t畠k◎　13　y●畠r・．

　　　　　I　was　qutekly　itupre●8●d　by　th●　br●●dth　and　vart●ty　of　r●■●arch　don●

at　the　Genetics　Instttute，　partt¢ularly　j」n　vi●w　of　tt●　r●c●nt　b」Lrth．　　▲

ta8k　th8t　I　accepted　818dly　wae　to　review　th●　Englteh　ver●10n●　of　th●

Re8earch　Reports；　tn　thts　way　I　learn●d　a　8r●at　d●●1　■bout　th●　work　b●in8

done．　　I　a180　spent　畠　8re8t　d●al　of　ttm●　talkin8　w」Lth　diff●r●nt　tnv●ett口

gator8．　To　cite，8　few　ex息mplee：　　I　dtscuss●d　wtヒh　T●zlma　ht●”oごk　on　the

high　radiation－induced　mut畠btllty　tn　Bαnbyx　8●　compar●d　to　ρroeoPhi　Za　and
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the　d工fferentta1　8en8itlvity　of　different　developmenta1　8tage8；　the　whole

technology　of　silkworm　genetics　was　of　great　intere8t　to　me．　1　recsll

di8cussing　with　Sugahara　the　u8e　of’Haldane’8　method　to　estimate　the　total

gametic　rate　of　rece8sive　lethal　rnutations　in　the　mou8e．　With　Oshima　I

di8cu88ed　insecticid．e　re8t8tance，　a　subj　ect　of　mutual　intere8t・　Dr・　Kihara

told　me　of　hi8　8tudies　of　wild　relative8　0f　dome8ticated　Plant8・　and　I　wa8

plea8ed　at　the　u8e　of　genetic　trickery　to　produce　and　identify　8eedless，

triploid　watermelons；　at　that　time　no　8uch　thing　exi8ted　in　the　United

States，　although　the　method　later　mi8rated　acro8s　the　Pacific．　　With　Kondo

l　discussed　phy8ical　aspect8　0f　radiat：ion　genetic8．　　Oka　had　ju8t　returned

from　the　PhllipPines　and　told　me　about　rice　breeding　there・　　I　en］　oyed

conversation8　with　Matsumura　and　was　saddened　by　hi8　untimely　death　not

long　after・　　There　were　rnany　others・

　　　　　My　mo8t　extensive　contact8，　0f　cour8e，　were　with　Kimura．　　1　a180

enjoyed　clo8e　as80ciations　wtth　Sakai　and　hts　group・　　Almost　every　day　I

had　lunch　and　tea　with　Kimura，　Saka1，　1yama，　and　Nartse．　　Sometimes　we

were　joined　by　Warid，　from　Egypt，　and　Ra］an，　from　Indta，　and　other8．　　I

e8peei811y　en］oyed　the　kindly，　8cholarly　Rajan．　　Those　lunche8　were　a

source　of　wide●ranging　convers8tions，　partly　sctentiftc　and　p畠rtly

genera1・　　1　took　a　great　lnterest　in　the　re8earch　of　SakaS，8　8roup　and

profited　by　dtscu8sions　with　thern・

　　　　　AhS8h1Sght　of　my　summer　we8　a　trtp　to　O8a㎞to　vi8tt　the　laboratory

of　Dr，　Kikkawa・　　I　wa8　1mpre8sed　by　the　diver81ty　of　project8　in　hts

group，　by　the　large　number　and　high　quality　of　his　8tudent8，　and　by　the

way　the　group　worked　80　effecttvely，　despite　crowded　facilttie8　and

meager　equipment．　　Before　leaving　Madison　I　had　heard　a　rumor　that

Hir。t。　h。d。。nvert・d　F＋t。ガbaet・ri・by　acrif1・vine　treatm。。t；th。

rumor　wa8　greeted　with　8㎝e　8keptieism．1promi8ed　rny　colleague，　Joshue

Lederberg，　to　find　out　exsetly　how　the　expertrnents　were　done，　and　this　I

did．　　It　i8　a　tribute　to　Hirota，s　patience　that　he　could　explaln　the

experimental　detail8　clearly　enough　80　that，　despite　my　tota1　18ck　of

kncwledge　of　Japane8e，　I　was　ab　le　to　tell　Lederberg　how　to　proceed．　　The

repeat　experiment　in　Madison　wa8　instantly　successful　and　this　led　to

Hirota，s　eoming　to　work　with　Lederberg．　　Hts　later　work　is・　of　course・

we11㎞ovn　to　people　in　Mishima．

　　　　　Another　trIP　was　t◎　Hokkaido　to　meet　with　the　late　Dr．　Kurabayasht
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and　to　attend　the　meetings　of　the　Japane8e　Genetics　Society．　　I　wa8　Plea8ed

to　become　acquainted　with　Matsuura，　Makino，　Haga，　M直tsunage　and　many　more

at　that　time・　During　the　meeting8　1　pre8ented　the　new　di8covery，　by

Yulchiro　Hiraizumi，　of　the　seθregation　〈iistorte㌘　phenomenon．　　1n　rrokyo　I

had　the　chance　to　become　acqualnted　with　Dr．　Moriwaki，　1ater　to　become

director　of　the　Genetic8　1nstkute．　At　that　time　he　wa8　chairtnan　of　the

Japanese　Co㎜ittee　on　genetic息1　effect8　0f　radiation，　while　l　serv●d　on

the　American　eounterpart．　　We　di8cu88ed　the　work　of　the　two　cormlitt●es・

　　　　　A　parttcular’8◎urce　of　Plea8ure　for　me　wa8　the　chance　to　me●t　two　of

the　founder8　0f　modern　8enetics　in　Japan．　　Dr．　Tanaka，　although　formally

retlred，　8t111　came　to　the　laboratory　regularly　on　hi8　bicycle，　and　I　c畠n

8ヒill　clo8e　my　eye8　and　8ee　him　pedaling　along　the　road．　　1t　was　a180　a

privile8e　to　vi8it　with　Dr．　Taku　Komai　in　Kyoto．　　I　had　long　admtred　this

great・　but　mede8t　man　snd　earlier　had　had　the　honor　of　enterteinln8　h】Lm

and　Sakai　a8　dinner　8uests　in　Madi80n．　　I　remember　Komai’s　t●11in8　m●　of

hls　long　exper1●nc●8　in　genetlc8・　both　in　J8p8n　8nd　tn　New　York・　wh●r●

he　we8　acquainted　wlth　the　e8τ1y　I）ro80ph遥　Za　work　8t　Columbia　Vntv●r●1ty・

　　　　　I　a180　want　to　mention　my　happy　and　lon8　continued　a●soclatlon　with

Dr．　Klhare．　and　t：o　thank　him　for　permteston　to　work　＆n　Mt●hlm●　that　・u■■ロ●r．

I　was　surprised　and　p1●畠o●d　to　learn　h◎w　wld●1y　h窃　”畠●　knc）wn　tn　Jop●n　amon8

the　8eneral　publlc．　　H●　w畠8　very　conslderat●　of　面y　w●lfar●　thot　■Utum●r　●nd

m畠ny　tlm●8　●tnc●，　sine●　it　ha●　b●●n　ロy　800d　fortun●　to　r●n●w　tht■　畠c－

quatntanc●rnany　ttm“・

　　　　　I　want　to　end　thts　●●t　of　p●reonal　r●m●tubr●nc●●　wtth　a　m●ntton　ot

peoP1●　outsid●　the　world　of　8●n●tic■．　　Particu1畠rly．　1　8PPr●eSet●d　th●

genero8　tty　of　many　p●OPle　】」n　Mtshima・　Th●r●　曾●r●　th●　●tor●－k●●P●r●　Whe

rented　o　btcycl●8nd　vtolln　to　m●at　●xtr●m●1y　lo層r畠t●●　畠nd　wou　ldnlt

let　m●　p畠y　whet　I　thou8ht　w畠8　ε　fair　prtc●．　　Th●　bicycl●　prov　td●d　●　w●y

to　80　b直ck　and　forth　to　work　each　d●y．　Th●vtoltn　provtd●d　a　chanc●Co

join　tn　th●　8roup　●in8tn8　that　w●●　80　popular　ln　Japan；　畠lthou8h　l　eouldn・t

understand　th●　words　I　could　ga●11y　pick　up　th●　tu●lodt●●　畠nd　p1畠y　th●m

on　tho　vtolln．　　E8P●ctally．　th●r●　w●r●　th●　P●OP1●　●t　th●　Ht●h1－y8・

De8pit●　my　●ffort8　not　to　do　●o，　1　mu●t　h8v●　cr●禽t●d　畠11　●ort●　of　pτob1●m・

for　the8●　P●OP1●　b●c畠u●●　of　my　tgnor畠nc●　ot　J●P●“●60”oy●・　　N●v●rth●1●88，

d●8pite　an　●nortuous　co晒untc●tton　b畠rrt●r●　”●　●11　b●c餉●　fa●t　fr」L●nd■　●一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
the　omeτ8・　the　matds．　th●　bart●nd●r・　th●　cook，　th●　d●of　wcrut●n　who　was

一163一

11

P
‘1‘

‘lI

iil

　［

　「

1‘

I

I

ll“

1‘

1‘‘

11：

l

Ii

I／；

II‘1

1

1

h
‘1

‘Il

‘1

1

l
l

1



so　skilled　in　non－verbal　co㎜unication，　the　daughter　with　whom　I　played

vtolin－koto　duet8　and　learned　about　itserious”　Japanese　music・　Iwas

deeply　touched　when　virtually　the　entire　8taff　of　the　hotel　were　at　the

station　to　8ee　me　off　as　I　left　Japan．　　1　felt　very　much　accepted・

　　　　　1　have　been　in　Mishima　again　8everal　ttrne8　in　recent　year8．　　The

city　ha8　grown，　there　are　many　more　car8，　and　the　8tores　are　larger　and

fancter．　　The　Genetic8　1n8titute　ha8　grom　tn　staff・　and　the　wooden

bullding8　have　been　largely　replaced・　　The　road　leading　up　the　hill　has

been　paved．　　The　Genetic8　1nstitute　ha8　become　more　and　more　known　a8　a

re8earch　center　throughout　the　world・　　The　Hlshi－ya　is　now　the　western－

8tyle　Mi8hima　Plaza・

　　　　　On　mo8t　of　my　reeent　vi81t8　1　have　been　accompanied　by　my　wtfe・　who

h88　atternpted　to　learn　Japane8e．　　There　are　now　two　of　u8　to　enjoy

llv　ing　in　Japan．　De8pite　the　growth，　the　phy8ical　change8．　the　dtsap“

pearance　of　rnany　old　custorn8，　and　the　enormous　economic　advance8　made

by　Japan，　we　en］oy　8e8ing　the　same　people　－－　now　old　frtends　－－　and

adding　to　the　store　of　hapPy・　memerable　expertence8・

1

｝
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三島での1957年の夏 J．F．クロー

　本稿の著者クロー博士はウィスコンシン大学の教授で，集団遺伝学の分野

では世界的に有名な方である。同博士は遺伝研において木村資生室長（現集

団遺伝部長）と協同研究を行うため，昭和32年（1957年）に日本を肪れ，夏

の間，三島市に滞在された。宿を市内「ひしや」旅館（現在のプラザホテル

の前身）にとり，稲葉自転車店で借りた中古自転車で毎日遺伝研との間を往

復された。（写真24）

　本稿はその頃の思い出を書かれたもので，当時の遺伝研の様子や「ひしやJ

旅館での生活，市民との接触などを好意あふれる筆致で配述しておられる。

また，大阪や北海道への旅や，故駒井卓・田中義腐の両先生，当時所長をし

ておられた木原均先生のことなども懐しく晒っておられる。クロニ博士はそ

の後何回も遺伝研に来訪され，三島は自分にとって第二の故郷のようになっ

たと間っておられるのは感銘が深い（編集祷）。
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38．敷地の選定と其後のこと

下　島儀貞＊

　30年前の歴史的事実を想い起す為には，其の根底をなす時代的背景を，改

めて記憶の裡から拾わねばならないし，その背景を明確に認識しないと，真

相を把握することは出来ない。

　大東亜戦争終結％間もない頃だから，世相は混沌として帰趨に迷い，人心

は荒廃して精神的寄り所もなく，占領軍司令部GHQの指令には，唯々諾々と

従うことを余儀なくされ，或は住むに家なく，喰うに食欠く貧と餓の中から，

早くも日本の将来に希望を持って，学問の道を極め高めんとして，立ち1：っ

た日本の遺伝学界の諸先生には，金く敬服の他はなかった。n己・身を省み

ず只管遺伝学研究所の設置を念願として，文字通り昼夜を分かたぬ活躍には，

衷心より頭の下る想いであると言うよりは，寧ろ驚異でさえあった。

　今回記念号を発刊されると承り，往時を回顧して，之等諸先生の熱烈な意

気と，たゆまぬ努力，献身的な御活動こそが第・・に書き残されるべきものと

思う。

　遺伝研創設当時私も関与したとは申すものの，之は飽く迄任務であって，

上記の諸先生方の崇高な理念の尊さとは，比較にならぬ些細な御手伝いであ

って，物の数ではないことを糠しく思って居る。

　昭和20年8月終戦と同時に軍需省が解体して，戦前に在つた商工省が復活

した。この中に整理部と云う特異な組織が存在したが，之は戦争中陸海軍や

軍需省が，業界に対して発した命令の後仕末を任務とし，就中航空機・兵器

産業を，平和産業に移行させる仕事を持つ転換課と云うものがあり，私は此

処に所属して，航空機業界関係を担当した。

＊〒174東京郁板橋区h板橋1－1－14；当時商工省整理課長
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　現在遺伝研の所在地には，戦争末期中島飛行機谷田工場として，興業銀行．

の融資を以て急造した木造の真に粗末なものがあった。

　終戦となって中島飛行機は一切の操業を停止し，GHQから解散を命ぜられ

たのであるが，昭和21年1月末この谷田工場が，GHQから賠償工場に指定さ

れ，　「善良なる保全管理のドにおくこと」を商工省が義務づけられた。建物

および機械類の保管の為，管理人をおいたり，防錆油と拭布を調達する為の

国費の節約と，民生安定を目途に鍋釜を始め生活用具の製造に，転換操業す

ることをGHQに申講したが，何故か此の工場は許可に成らなかった。之が後

日現地紛争の重大原因の一つになった。

　昭和21年の春浅い或る日，商工省元総務局長であった美濃部洋次氏（遺伝

研に残る文献に美濃部兜吉氏とあるが，之は洋次氏の間違い。洋次氏は敗戦

を機に責任を感じて退官され，1’1適の生活をして居た。）から私へ，退庁後焚

濃部邸へ立寄る様にとの，電話がかかって来たc，夜になって参t：して兇ると，

美濃部さんを中心に，数人の客が私を待っておられ，御紹介によって田中次

郎氏・木原均氏・r｝f里和夫氏であることを知った。用件は「軍需工場跡地を

遺伝研として転用するの‘こ，適当な所はないか」とのことであった。田中次

郎氏は，美濃部洋次氏夫人君r一さんの義兄で，木原均博士と大学が御・緒の

関係，また古里博t：は田中氏とf士事Lの関係があったから，この問題を美濃

部さんに持ち込んで，相談されたものであった。．そこで私は皆様の御希望を

充分に承った1：で，数ヶ所の候補を掲げて脱明し，その中から中島飛行機谷

田工場と半田工場の二ヶ所にしぼり，地の利と自然環境かち皆様は，谷田工

場に白羽の矢を立てた。此の日が何日であったか正確に紀憶して居ないのが

残念であるが，美濃部洋次邸の応接室での検肘が，今日の遺伝研存在の基と

なった劇よ，回顧して誠に感慨深いものがある。

　それ以後専ら竹中要博士が私との連絡係となられ，文部省の宮山事務官清

水局畏とも接触しつつ，商工省内の方針を堅めると共に所管の名古屋商工局
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に移牒して静岡県・三島市各当局および地元民の取纏めを促進し，一方GH

Qへ賠償解除運動を積極的に行い，又興業銀行に対し工場処分の延期を求め

る等万般の手配を行った。

　一ヶ月程経ってからの事であるが，肩章を取りはつした海軍士官服を着た

一見復員風（当時は此の言葉があった）の青年が数人の方を連れ，某政党員

と名乗って商工省の私の机の前に立った。そして晦鳴る様に激越な口調で，

谷田工場転用は絶対反対であると述べられた。その論旨は，戦時中軍の強槽

を以て農地を収奪したのであることと，工場は全然稼動し居らず遊休中であ

ることの2つの理由から，無条件で，農民へ返還すべきであると云うことで

あった。工場が休業中であったことは，雇傭の伸張拡大がないことや，運搬

業を始め生活上の小売配給・理髪・洗濯等サービス業に全く無関係で，地元

に何等の利益ももたらさない無用の畏物に兇えたに違いないし，この種の反

感が相当根強いものに成って居たことは，察するに難くない。段々話を聞く

内に含む所もあることが判って来たので私は，後日三島へ出向き反対の皆様

と充分話合って御理解を頂くこととして，御引取りを願ったのだが，私の趣

意と即答を求めて仲々帰らない。余りの執拗さに遵に双方無1・Sとなり，睨み

合って深夜に及んでしまった。この様なことが三回あって1：司の方々に，人

変心配かけたが，私にも信念があるから屈することは出来ない。その夏の特

い日私は三島市役所へ出張して原市畏と会見し，農業は地平面を必要とする

ことは当然であるとしても，品種改良又分類育種等の学問・技術の力をかり

て，質的進歩を目指す農業の立体化を考へて鯨解に努められたく，況んや遺

伝研は世界水準に在る日本の遺伝学の中心と成る国際的のものであり，広く

全人類に貢献する使命を持ち，必ずや地元に対しても何等かの恩恵があると

信ずるので，此の際大きな視野に立って善処されんことを切望する。……と

言った工合の今更に顔から火の出る様な話し方をした覚えがある。

　その内に市役所の周辺が急に騒がしくなったので，2階の窓から外を兇る
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と，相当数の群衆が庁舎を取り巻き気勢を揚げて居り，時々下見板へ投石し

て大きな音をたて，威圧を加へて来た。市長との会見を終えてから，私は地

元の谷田へ向うことになっており，市長は事態を憂慮して，裏口から車に乗

ることを奨められたが，私はその時考へた。窓ガラスを割らない様に気を配

っておる人達だから，私に危害を加へることはあるまいと思い，市長の厚意

を謝しつつ表口から出て，人波の中へ入って行き，私の所信を説いて理解を

求めた。最初は罵倒と怒声ばかりだったが，やがて静粛になって聞いて頂け

たことは非常にうれしく思い，また共感者も多数出来たことを信じた。もし

裏口から外出して居たら，此の貴重な共感者を得ることが出来なかったかも

知れない。一瞬の決断が如何に大切な結果を生むことに成るかを，改めて知

らされ，これに力を得た私は，谷田の農業倉庫の様な建物の前で，集・）た多

数の地元の方々へ，纏々と説いた。

　この事があ・，て以来，東京へ押し掛けて来ることはなくなったが，文部循

のf’SU要求が仲々圃会を通過しなかったため，実現が延引して徒らに熊るば

かり，地元の反対も…時は終息に見えたが，時日の縫過と共に勢いを盛り返

して来たので，これの説得に再参三島へ通ったり，敷地の一部を斬制中学校

用地に割穣することを考へたり，興業銀行や富士産業（中島飛行機の後身）

への脱明とか，前後描置の協膿等に忙殺されて疲れ果て，時‘こは投げ出して，

誰かに代って貰い度い様な気に成・）た事も幾度があった。

　然し遂に頑張り通して，創設に到る迄任務を縦け得たことは，一・貧に木原

・竹中両博士，遠くから声援を送って下さった古里博士等，焚濃部洋次先輩

達に支へられた賜物であって，本三％に俸せであったと深く感謝して居る。
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現　職　員　名　簿 （昭和54年5月1日現在）

氏　名 所　属 任用年月日 住　　　　　　　　所
【あ】

青木まゆみ 人類遺伝部 54．1．1 〒411三島市大宮町2の3の22

秋山　啓剛 庶　務　部 44．4．1 〒419－01田方郡函南町桑原216の3

芦川東三夫 変異遺伝部 36．4．1 〒411三島市谷田夏梅木657の15

芦川　祐毅 応用遺伝部 35．4．1 〒411三島市谷田御門411

安積　順一 人類遺伝部 53．1．1 〒411三島市文教町1の4の60文教住宅2－102

天野　悦夫 変異遺伝部 41．7．1 〒411三島市谷田城の内150遺伝研城の内宿舎

安藤　清美 庶　務　部 53．4．1 〒410沼津市大岡1135の1

【い1

五十嵐芳男 庶　務　部 49．12．1 〒411三島市谷田1111　遺伝研谷川宿舎

石井百合子 集団遺伝部 39，7．1 〒411三島市大宮町3の9の1

井1こ　正 変異遺伝部 52．7．1 〒411　…島市谷川押切1356の1

井h　政義 庶　務　部 38．12．1 〒411…鳥市谷田1419

井上　　寛 遺伝実験生物
ﾛ存研究施設 53．5．1

〒411　三島市藤代町6の11藤代住宅N－305

今井　弘民 細胞遺伝部 42．3．2 〒410－21田方郡16山町1十i條字犬間洞1421－17

井山　審也 応用遺伝部 33．4．1 〒411　三鳥市大宮町1の8の30

岩城　英一 庶　務　部 37，9．1 〒410－21田方郡16111町多田730の1

岩崎　久治 細胞遺伝部 49，1．1 〒411三島市塚原斬田16の1

岩田　英子 庶　務　部 42，9．1 〒411　…島市谷田136の70

【う】

内田　茂治 庶　務部 36．2．1 〒419－01川ノ∫郡函南町柏谷128

梅沢　一三郎 〃 48．4．1 〒411　…鳥市幸原町1の3の8

【え】

遠藤　　徹 生化学遺伝部 25，4．30 〒411　三島市谷lll138　rl∫営アパート5”

【お】

大石　達徳 庶　務　部 51．4．1 〒411　…島市谷田桜ヶ丘1124の92みのり荘

大塚　春市 〃 50．4．1 〒411…島市谷田1111遺伝研構内宿舎

大沼　昭夫 形質遺伝部 36．10．1 〒411三島市谷田1111遺伝研谷lll宿舎

岡　　彦・ 応用遺伝部 29．8．1 〒411三島市谷田東富士兇1171の110

小川　恕人 生化学遺伝部 31．9．1 〒411三島市谷田1111遺伝研構内宿舎

沖野　啓子 応用遺伝部 36．4．1 〒254平塚市幸町15の2
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氏名 所　属 任用年月日 住　　　　　　　　所

荻野　歌子 微生物遺伝部 42．6．1 〒411三島市河原ヶ谷字君ヶ沢441－10

鬼丸喜美治 遺伝実験生物
ﾛ存研究施設

24．10．31 〒411三島市谷田1111遺伝研構内宿舎
【か】

風間　　勉 庶　務　部 51．4．16 〒410沼津市三芳町5の21

賀田　恒夫 変異遺伝部 42．10．1 〒411三島市谷田1111遺伝研谷田宿舎

鎌野　尚子 庶　務　部 53．4．1 〒411三島市大社町16の11

河西　正興 生理遺伝部 39．4．1 〒411　三島市谷田城の内150遺伝研城の内宿舎

1“∫原　孝忠 応用遺伝部 29．7．1 〒411三島市谷田1111遺伝研構内宿舎
【き】

木村壱真 遺伝実験生物ﾛ存研究施設 29．4．1 〒411三島市小山7の6

木村　　進 庶　務　部 51，4．1 〒411二三島市文教町1の4の60文教住宅3－103

木村　資生 集団遺伝部 24．11．30 〒411　三島市消住町7の24

【く】

楠川　　潤 遺伝実験生物
ﾛ存研究施股 54．3．1 〒411三島市谷田押切1266の4

lMl行昭 形質遺伝部 41．6．1 〒411三島市谷田城の内150遺伝研城の内宿舎
に】

越川　伺義 庶　務　部 36，8．1 〒411三島市富士ビレッジ25の7

米川　好文 ま當織 53，7．1 〒‘411三島市谷田1111遺伝研谷田宿舎
近藤　和夫 応用遺伝部 26，1．16 〒411駿東郡清水町八帽225の5
【さ】

斎顧　正己 応用遺伝部 35，9．16 〒411　…島市谷田城の内150遺伝研城の内宿舎

境　　穐子 人瓢遺伝部 47．12．5 〒410沼津市平町9の6

榊原　‖櫛焚 細胞遺伝部 34，6．1 〒411　三島市谷田夏梅木2023の4

定寡　磯人 変異遺伝学 43．4．1 甲411三島市谷田1111国立遺伝学研究所

佐藤　陳司 庶　務　部 35．9．1 〒411　…島市谷田城の内150遺伝研城の内宿舎

佐野　芳雄
遺伝貨験～髭物

ﾛ存研究施設
50．11．1 〒411…島rl∫谷田1111遺伝研谷田宿舎

【し】

篠崎　…雄 分子遺伝部 53．6．1 〒411三島市谷田桜ケ丘1124の2

下遠野邦忠 ◆ 47，4．1 〒411三島市谷田1111国立遺伝学研究所

け1

杉浦　昌弘 分子遺伝部 47．7．1 ▼411　…島市谷田1111遺伝研谷田宿舎

杉本　典夫 応用遺伝部 37．11．1 〒410－11　裾野市下利】［H762
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氏名 所　属 任用年月日 住　　　　　　　　所

杉山　　勉 生化学遺伝部 47．9．12 〒419－01田方郡函南町上沢952の40

鈴朱和代 生理遺伝部 32．4．1 〒410－21田方郡韮山町中51

鈴木　せい 庶　務　部 42．4．3 〒411三島市徳倉5の10の25

【せ】

関根　明雄 庶　務　部 28．5．19 〒411三島市谷田1111遺伝研谷田宿舎

【そ】

添田　栄一 分子遺伝部 50．11．1 〒411：三島市谷田城の内150遺伝研城の内宿禽

【た】

高田　佑子 形質遺伝部 47．12．1 〒411裾野市稲荷164

高畑　尚之 集団遺伝部 52．4．1 〒411　三島市文教町1の4の60文教住宅1－302

田島弥太郎 所　　　畏 31．12．11 〒411　…島ll∫谷川城の内150遺伝研城の内宿舎

玉井　　勉 遺伝実験生物ﾛ存研究施設
26．8．16 〒411　三島市東本町2の3の8

田村　仁一 応用遺伝部 28．L16 〒4］9－01田方郡函南町大｝：肥1：之段181の5

【つ】

土川　　清 変異遺伝部 26．5．1 〒419－01田方郡函南町’1り｝1892の121

露木　正美 細胞遺伝部 32．4．1 〒411三島flf小山26

【な】

中込　彌男 人類遺伝部 45．8．16 〒411　…由市谷田1111遺伝研谷川宿舎

長澤　明子 庶　務　部 47，10．4 〒410－01沼津市獅有兵193

名和　三郎 生化学遺伝部 28．8．1 〒410沼津市花圃町7の4

【に】

西川　元雄 庶　務　部 24．9．30 〒411　…島市谷川1241の6

西村　昭子
遺伝実験生物
ﾛ存研究施設 49，5．16 〒411　三島市谷田IUI遺伝6汗谷川宿舎

西村　行進 微生物遺伝部 49．4．1 〒411…島市谷田11U遺伝価1｝谷川宿舎

【の】

野口　武彦 遺伝実験生物
ﾛ存研究施設

44．4．1 〒422静岡市小鹿1の43の9

【は1

原　登美雄 変異遺伝部 46．9．1 〒411　三島市文教町1の4の60文教住’セ仁102

原　　雅子 〃 30．6．2 〒411三島市文教町1の5の13

原田　和昌 〃 34．4．1 〒411三島市文教町1の4の60文教住宅2－302

原田　朋子 集団遺伝部 44．4．1 〒411三島市谷田1111遺伝研構内宿舎

半田日露三 庶　務　部 48．4．10 〒411三島市南田町5の4
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氏名 所　属 任用年月日 住　　　　　　　　所
【ひ】

廣田　幸敬 微生物遺伝部 48．8．1 〒411三島市文教町1の4の60文教住宅3－502

【ふ】

深瀬与惣治 形質遺伝部 32．8．1 〒411三島市谷田城の内150遺伝研城の内宿舎

藤井　太朗 遺伝寅験生物
ﾛ存研究施設

25．9．30 〒411三島市谷田ll11遺伝研構内宿舎

藤澤　敏孝 生化学遺伝部 49．4．1 〒411三島市谷出1111遺伝研構内宿舎

藤島　　通 応用遺伝部 39．5．1 〒411三島市谷田城の内150遺伝研城の内宿舎

藤中美枝r 遺伝実験生物ﾛ存研究施設 53．4．1
〒411三島市北田町1の13

舩津　IE文 〃 37，5．1 〒411三島市谷田夏梅木654の17

【ほ】

1二場とき江 庶　務　部 48，6．1 〒411駿東郡清水町徳倉1001

【ま】

増田　治r 応用遺伝部 33．2．1 〒411…島市中央町6の10

松嶋　陽r 庶　務　部 52，12．1 〒411　…鳥市塚原斬田149の2

松永　　英 人類遺伝部 36．4．1 〒411　　…鳥1｝i谷Ill桜ケ丘1067

真野　釦情 庶　務　部 26，4．16 〒419－01111方郡函南町間宮875の4

丸山　毅夫 集団遺伝部 41，11．1 甲411　…島市光ケ丘6の6

【み】

…浦欄・郎 分F遺伝部 44．U，16 甲411漁lli谷川1111遺伝研谷川禍舎

ヨ｝1～2彦 応川遺伝部 35．7．20 〒411棚市谷田1111遺伝6万構内禍舎

漫　　　消 形質遺伝部 42．5．1 〒411　…島市谷川城の内150遺伝研域の内禍禽

宮沢　　明 応用遺伝部 24．10．5 〒411　三鳥市藤代町12の13

【む1

村上　昭雄 形質遺伝部 40，11．16 甲228神奈川県相模1蜘！∫1：鶴間4」61115の2

【も】

森脇　和郎 細胞遺伝部 34，4．1 〒411　i島市文教町1の4の60文教住宅3－504

【や】

矢野　澄r 集団遺伝部 45，4．1 〒411　…島市谷田136の16

安田　成・ 撤生物遺伝部 51，1．1 甲411三島市谷川川1田立遺伝学研究所

山口　真弓 生化学遺伝部 48，4．1 甲411駿東郡清水町長沢34の12鈴木γパート202号室

山田　正明 〃 40，6．1 〒411　三島市谷川城の内150遺伝研城の内宿舎

山田　正夫 徹生物遺伝部 53，4．1 〒411三島市谷田503の1粛lllコーポ307号
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氏名 所　属 任用年月日 住　　　　　　　　所

山本すみ子 庶　務　部 39．9．1 〒410沼津市御幸町24の43

山本　　勉 〃 45．4．1 〒411三島市青木字高井道245の6

【【よ】

吉田　　嵩 　　　　1棊p遺伝部 26．1．16 〒411三島市谷田御門431の3

吉田　俊秀 細胞遺伝部 27．4．1 〒411三島市谷田夏梅木665の31

【わ】

渡辺隆夫 生理遺伝部 41．4．1 〒411三島市谷田1111遺伝研谷田宿舎
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旧　職　員　名　簿

氏名（現姓） 所　属 在職期間（昭和） 現　住　所　又は　連　絡　先

【あ】

秋山　芳雄 庶　務　部 24，8．31～26．1．31 〒411三島市安久206－1

赤堀　良勝 応用遺伝部 37．4、1～37．9．30
〒437－16静岡嚥小笠郡浜岡町朝比奈1322　　　　　　　　　’

阿部　幸頴 生化学遺伝部 28．10，ト32．8．31 〒4n　三島市光ヶ丘4589－－3

有光　佳r 生理遺伝部 38．8，卜39．3．31 〒213川崎市高津区鷺沼1－23－3鷺沼ヒルズ303

有谷　富夫 生化学遺伝部 44，4，1～46，3．31

安藤梅f・ 庶　務　部 40，4，ト45，3．31 〒420静岡11∫北安東2－21，37－3｝｝

安鯛駄郎 〃 35，2．16～37．4，1 逝　　去

安藤　由’ 〃 43，4，1～45．3．31 〒273船橋市丸山1－2－13

【い】

飯沼和三 人瓢遺伝部 47，4，い52，L31 甲420静岡市漆11」2－14医師宿舎B4

飯野　徹雄 徹生物遺伝部 27．9，1へ46，4，1 〒167　り〔葺貨郁杉並1～《　k荻2－33－12

池永満生 変輿遺伝部 38．4。十41．7，1 鴨B573　枚ノ∫d∫｝P讐｝11日丁27－6

‡i津純’ 徹生物遺伝部 38．n．ト46．7，16 甲281　「情lfiw‖毛海岸5－5，乏ミ務員ft笥匡24－302

石和　1縛 変異遺伝部 35，4．い40．2．28 甲187小Ψ［市L水本町1715－7

7；原随昭 細胞遺伝部 28，8．1～32．5，1 甲292　イく更矛倉市本鄭1－4－－2

伊藤　太郎 研寛第2郁 24，9．30－’27，8．31 甲080帯広市轍川町帯広畜桶大学生物学研寛室

郁踊　栄・ 形質遺伝部 32，7，い35，3，1 甲733広島市江波二本松H－4，松月荘13｝｝

今井　英夫 研寛第1部 24．12」5～25．4．30 甲593　堺d∫止，チ芝日∫8－－356

今井禅r㈹ll」） 生用遺伝部 36，4，卜38．3．3】 甲274　船檎11「飯11」満口「2－419－29

1う1

植田　紀年 応用遺伝部 34，4，1～37，3．31 ▼420沼剃圷書賃宮脇

1え】

榎本　・夫 庶　務　部 36．8、16～38．6．16 逝　　去

榎本稽敏 徹生鞠遺伝郁 37，7．1～50．9，1 〒700間山市浦島中3－2－8

海老武彦 生化学遺伝部 32，9，2～39，9．30 ▼505－03岐串県加月t郡ノ、ri濁101／V百津4277－2

遠藤晶r（鈴木） 庶　務　郁 35，5．27～39，3．31 刊11三鳥市多呂245－2

1お1

大石　英慨 人類遣伝郁 39，7，ト46．10．31 1？4叙ト03春【1井市神煽町713・8，コロニー公舎D－13

大増　昌弘 研寛第3部 24．10．3ト26，2．田 1？580河内長野碗千代田台町15－7

大島　長造 生理遺伝郁 32．5，1～54，4，1 甲250　’」、lH原lW城1」1」3－24－28
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氏名（現姓） 所属 在職期間（昭和） 現　住　所　又は　連　絡　先

大友端立 庶　務　部 36．4．1～39．3．31 〒735広島市安芸町温品529－91

大谷内亨 〃 42．9．8～45．3．31 〒870大分市長浜町3r目5－17

大山　亨二 〃 24．8．31～39．10．31 〒411三島市並木1037－13

岡崎　敏（金崎） 〃 26．4．1～26．8．15 〒410沼津市大平新城

奥山文子（松原） 〃 26．6．16～30．1．31 〒136東京都江東区大島6－1－5－935

小熊　　桿 所　　　長 24．4．28～30．10．1 逝　　去（46．9．6）

小野　久雄 庶　務　部 24．9．30～30，4．30 〒001札幌市北区北八条西5r目中央台1公務員宿舎12－4

乙藤寛一 庶　務　部 28．6．1～33．6．30 逝　　　去

【か】

加地　早苗 研究第3部 24．12．15～26．3．31 〒606　；〔都市左京1》Uヒr1，llド池lH町g3

加藤茂男 庶　務部 43．4，1～46，3．31 〒921金沢市平和町2－28－50

加藤甚夫 細胞遺伝部 44，5．16～5∂．12．19 逝　　去（iヨ，12．19｝

門脇　淳三 庶　務　部 24，8，3～35．4．30 〒680　鳥取市湖山町南4－101，鳥取大学…浦宿舎Wl－1

金森　　茂 〃 40，4．1～43．3．31 〒339岩槻市大字徳力字東506東都lll宅997

川島恵一 〃 35．7．5～38，10．31 〒424浦水市折’∫1135

【き】

菊地康基 人類遺伝部 40，1．16～45，7．10 〒565吹田市津璽台5－18，D75－307

木原　均 所　　　畏 30．10，1～44．3．31 〒233横浜lli「葡レ〈六ツ川町3－122－21

1く】

工藤政明 庶　務　部 45，4．1～48．4．1 〒020盛岡市上田3－18－5ギ｝大宿舎

久保田　勤 〃 30．6，2～36．6．30 〒411駿東郡消水町柿田62

窪田信子（薮田） 〃 43．4．ト47．11．10 〒410沼津r†∫ド香貰八頓122－10

栗田　義則 細胞遺伝部 32．6，1～41．4．30 逝　　去（45，7．31）

栗原　　章 庶　務　部 24，9．30～47．3．31 〒411　三島市谷田1100－36

1こ】

小泉　清一 庶　務　部 36．6．1～39．4．1 〒114東京都北区西ヶ原3－43－5

小針不美（宮田） 〃 31．10，1～36，4．30 〒419－01田方郡函南町平井1248

駒井　卓 生理遺伝部 24．12．3ト31」1，15 逝　　去（47．7．9）

後藤寛治 応用遺伝部 25．1．31～32．12，15 〒061－01札幌市豊平区東月寒162－7

後藤末子 庶　務部 36．4，1～43．3．31 〒410沼津市西椎路589－21

近藤宗平 変異遺伝部 31．1．1～38．8．31 〒583羽曳野市羽曳ヶ丘6－2－13

一176一

｛



氏名（現姓） 所属 在職期間（昭和） 現　住　所　又は　連　絡　先

【さ】

道祖尾宗親 庶　務　部 44．3，1～46、3．31 〒690松江市西川津町688－4，鳥飼宿舎207

三枝　孝之 農　　　場 41．9，1～44．3．31 〒411　三島市徳倉1－20－12

酒井　寛・ 応用遺伝部 24．12．7～48，3．31 〒350－3埼玉県比企郡鳩山村石坂，鳩山ニュータウン23－2

坂rl文吾 形質遺伝部 25，4．15～41，5．31 〒814福岡市西区豊浜1－5－16

阪本寧男 生理遺伝部 29．11．1～47．1．15 〒617向日市物集女町中条24

桜井　　進 生化学遺伝部 37．8．20～46，2，8 〒240横浜市保土ヶ谷区岩崎町119－12

佐々木　元 変異遺伝部 36．4．1～37、4．30

佐藤　笑子 庶　務　部 42．4．1～47．12．31 〒411．三島市谷田城の内150，遺伝研城の内宿舎

佐藤順子 〃 36．10．1～38．12．31 〒411　…島市谷田東富士見町1159－62

佐藤洋子 人類遺伝部 37．4，1～41．4，1

佐，楼津代（米倉） 生化学遺伝部 42．4，1～46．9．30 〒221横浜市神奈川区松兇口「1・19－4，藤和マンション106

佐渡　敏彦 形質遺伝部 35．4，1～42．4．30 〒260　丁L葉市穴川4－10－58

【し】

塩田　浩平 人頬遺伝部 51．4，卜53．4．1 〒606∫X郁市左京区岩倉中在地町19の2

篠田　友孝 〃 37，4．16～50．5．31 〒215川崎市多鷹区虹ヶ丘2j’112－1－306

清水　邦夫 庶　務　部 33．7，ト36，3．31 〒814福岡市西区鳥飼7－8－10

1す】

菅原　　努 変異遺伝部 31，2．16～35．1．31 〒607　京郁11に『ll」科1）（触J　IF奥∫e　上日「14

杉生　純義 庶　務　部 24．11．15～35．L15 〒824行橋市高瀬265

杉本　ハr 〃 32．5．15～42．3．31 〒411駿東郡畏泉町ド土8｝1394

杉山　傭雄 〃 45．4．16～46，1．31 〒411　　…島1｝∫ノ1反畑1129－4

薄　　秀男（槽山） 研究第2部 24，9．30～28．3．1 〒300　」ヒ｝甫r6真鍋014－5－2

鈴木　愛r（小鳥） 形質遺伝部 43．9．1～44．12．31 〒430浜松市遠州浜2－7－301

鈴木　昭男 応用遺伝部 37，4，1～38，6．15 悪。聡欝鼎賢：；艦蒜，、，

Colorado　80501，　U．S．A．

鈴木恵r（佐久間） 庶　務部 36．4，1～39」1．30 〒272市川市国府台5－26－56

鈴木　紀r（榎劇 微’1三物遺伝部 37．7，1－39．6．β0 〒700岡山市～1t島中3－2－8

鈴木　秀穂 〃 38．11，ト52．12，1 甲277柏市根戸，北柏第：住宅2－203

鈴木　IE道 生化学遺伝部 40，4，1～44，3．31 〒411三島市谷田夏梅木572－2

須原悦子（天笠） 形質遺伝部 41．9，ト43，8．31 〒344－01埼｛t県北葛飾郡庄和町西親野井

神明702－2
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氏名（現姓） 所属 在職期間（昭和） 現　住　所　又は　連　絡　先

【せ】

瀬川与四郎 庶　務部 27．4．1～32．7．31 〒152東京都目黒区大岡山2・10－38大岡山宿舎CF－2

【そ】

園田　　順 細胞遺伝部 41．5．16～46．1．31

【た】

平　　俊文 生理遺伝部 28，8，1～41．3．31 〒338浦和市大字町谷378

高杉由紀 庶　務部 35．4．1～45，1．31 筑波大学体芸事務区

高橋　光六 細胞遺伝部 46．4．1～48．12．31 〒410－21田方郡韮山町土手和田5

竹田　辰次 庶　務部 40．12，1～49．12．1 〒256川越市今福461田園ハイツ3の401

竹中　　要 細胞遺伝部 24．10．22～41．3．17 逝　　去（41．3．18）

館岡　亜緒 〃 28，4，1～37，6．30 〒115　東京郁北区赤羽台2－2，赤羽住宅RH203

田中義麿 形質遺伝部 24」2．3ト31．11．15 逝　　去（47，7，1）

田中瑠美バ長谷川） 生理遺伝部 31．4，8～39．9．30 〒278野田rl∫1：花輪1434－11

田中　六男 庶　務　部 39．4．1～43．3．31 〒001札幌市北区北7条西9rll中央第1公楕員宿含2・204

玉手　茂男
　■

V 49．4，ト51，3．31 〒133　噂〔京飼～｝1：ノ∫nlレ（鹿刊卜5－364－6

【つ】

塚本多満留 庶　務　部 25．4．30－27，3．30

塚本盛平 〃 24，6，1～28．4．30 〒277柏市酒井根886－31

辻田　光雄 生化学遺伝部 28，1．1～46，3、31 〒川　渦市谷川136－60

津田　誠三 〃 26，4，1～37，228

土屋よし子（宮沢） 庶　務　部 24，7．15～33．10．31 ηP411　　｛1島1｜i麟‘～こ日r12－13

土屋　良弘 〃 39．4．1－41．8．31 甲145東京郁太川区東曾谷2－11－3

土屋　公幸 細胞遺伝部 43．4．16－－49，2．28 甲069－Ol　‘f月llllil飼樹口∫1，大廓篇2アノ《一トll）4｝｝

常脇恒・郎 生理遺伝部 34．10，3～40．11．】5 甲606　京聞～1｝i／1三‘tl）《オf倉618日∫228－60

鶴兇　　茂 庶　務　部 38．6．16、44，1，15 〒277　｛イ1Il輌1｝1央2－10　16，　W1‘｛o央｛E宅402

【て】

手塚　朝・ 庶　務部 48，4，仁51，3．31 〒160東京郁斬宿区大久1呆3－3－3－102

【と】

外村　　晶 人類遺伝部 36．3．16～41，3．15 〒166東京郁杉並区阿佐ヶ谷南3－26－5

外村泰子 人類遺伝部 36．4．1～37，3．31 伺　　　1：

1な】

中野浩子 庶　務部 24．11．30～40．11．30 〒110　東京郁台東区竜泉2－4－8．大塚ピル303
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氏名（現姓） 所属 在職期間（昭和） 現　住　所　又は　連　絡　先

成瀬　　隆 応用遺伝部 37．4．1～37．8．28 〒350川越市笠幡5024－391

【に】

西II」佐代一子（星野） 庶　務　部 45，4．1～49」1，5 〒721福山市西深津町272－2，中国農試宿舎乙8－2

西山紀子階久保） 人類遺伝部 35．12．6～47．10．31 〒248鎌倉市材木座5－13－－20

【ぬ】

糠谷　　実 庶　務　部 36．10．16～43．12．19 〒424清水市折戸568－2

1ね1

根津　光也 変異遺伝部 35．3．1－35，4．30 甲939－13砺波市花園町4－72

1の】

野田　静子（高木） 庶　務　部 38，4．1～44，9．30 〒255神奈川県中郡大磯町西小磯738－7

野村　要r ゆ 35，4，1～37，3．31 〒411…鳥市禦日∫6－15

【は1

袴田　’枝 撤生物遺伝部 39．7，1＼44，6．30 甲410　～♂｛～掌r1∫ノkl判1816－20

林　　孝｛ 相ヒ学遺伝部 28，8．1～31．3．31 目Pl71　東京郁豊島巳i《rlrl4－1⊂）－24

林　　杵… 研究第1部 24」Ll5～25，8．28 ▼43311i松rf∫恨洗町西577

林　　腸 変貝遺伝部 41．4，ト44，3．31 甲617　長1胡京1｛i開Ill4－19－6

1ひ】

日吉和r（芹沢） 応用遺伝部 銅．4，1～37．12．31 甲411　艘東郁艮」泉口∫　ド　k那｝西538－13

平泉雄・郎 集団遺伝部 35．12．19～42，L31 D“pt，o「　Zo《，1《凋py，「「｝1‘・　t戊nlv．　oI　T“娩員．

Au別in．T■“x　78712．U，S，A，

1ふ1

掴井悌：郎 庶　務　部 46，4，1～49．4，1 甲980仙台市川内無書地，川内住宅廟1地区ll・102

古市　禦宏 分r遺伝部 45，4，1～52，1．31 D■μ．o‘C611　Bic，L，R《）d、o　IMI．of　Molocul一
・rB｛・LNutl⑤y．Now」or鴨．ylO川0，U．S．A．

古里和夫 細胞遺伝部 25，1．31－28．12．31 ▼431－12　」兵松r！f館U▲3P口r195　】1ミ↑t内

1ほ】

堀　　久r 人額遺伝部 41，4，ト46，5．31 ▼260　　千篇ゾ｝iプて，ll4－9－：7，　RC301

本田　武夫 ◆ 37，4．卜37．10．31 艮崎放射線影暢研寛所

1ま】

町田　　勇 形w遺伝部 27」2，ト36．11．30 ▼281　r篇rW／1、1｝1台日1830，’」、8｛lf？f｝…宅7－101

松田　増（池田） 人類遺伝部 41，3．16～46．4．30 甲063札幌「｝∫中央区大過西23，円山ピル601

松原尚躬 庶　務　部 24，9．30～36，8．15 甲136東京郁江東区大島6－1－5－935

松村消： 変掲遺伝部 28，1．1－42，2．19 逝　　去（42，2．19）

一179一



氏名（現姓） 所属 在職期間（昭和） 現　住　所　又は　連　絡　先

松本喜和子（門脇） 庶　務　部 24．9．30～33．9．30 〒260千葉市弥生町1－170

馬淵　智生 変異遺伝部 40．9，1～41．5．31 〒221横浜市神奈川区西大口454－4，沙蓮寺コーポラス
121号

丸岡　秀雄 庶　務　部 26．2．1～48，4．30 〒411三島市谷田雪沢173の80

【み】

南口　豊高　　　　‘ 庶　務　部 37．4，1～40，3．31 〒862熊本市渡鹿1－16－3－32

宮内　千枝 〃 26．4．1～52．4．1 〒411駿東郡清水町玉lll264－3

宮沢　正夫 〃 24．6．23～34．3．31 〒329－11栃木県ill∫内郡河内町ド岡本3770－15

【む】

向井　輝美　　． 変異遺伝部 35．7．ト42．11．30 〒814禰岡市西区壱岐団地121－2

村松　　晋 〃 36．5，1～36．8．31 〒260　千葉市穴川4－10－60

村松正典 庶　務　部 45．4，1～47．3．31 〒177東京郁練馬区富1：兇台3－63－20

【も】

望月　君代 庶　務部 32．4．1～38．3．31 〒411渦市南田町6－6

望月八代枝（島本） 形質遺伝部 38．4．1－41．8．31 〒061－11北海遭札幌郡広島町高台町4－62

森口征雄 細胞遺伝部 40，3．16～43．3，5 〒228相模砺i市相模台5－7－20

森永徳弘 庶　務　部 39．4，ト42．9，7 〒157東京都世田谷1）（南鳥lll2～8．鳥山南住宅1－402

森脇大五郎 所　　　長 44，4．ト50，3，1 〒154　東壕f郁世川谷1）〈ド1馬町6－12－ll

【や】

安田　徳一 集団遺伝部 41．10，1～44，9．30 〒281　　1㌧葉1｝f，」、‘1ハf「田∫830－7－503

山崎常行 〃 46．4．16～51，4，30 〒814欄岡市西区川鳥1－1－332

山田　行雄 応用遺伝部 29．10．16～39．3．31 〒300－31茨城蜘斤治郡桜村並相一924－1（11｛

山田由貴子（田中） 生化学遺伝部 35，4．1～37，3．31 〒413　ρ鳥海1｝i緑ケ丘L27－23

【ゆ】

湯原徳三郎 庶　務　部 47．4，ト50，3．31 ¶ロ151　り〔京葡～『費Z｝1）（本口∫4－15－5

1よ】

吉川　　勲 変異遺伝部 39．6．16～39．8．31 〒859－06長崎県西｛’t杵郡艮’｝田∫IPi　l　l　1郷2360　3

吉川　藤’ 庶　務　部 34．4，ト36．5．31 〒132　東京都i［戸i川1区字喜lll口丁1929，宇喜lHマンシ　1ン

605

米田　芳秋 細胞遺伝部 34．10，1～44，2．28 〒420静剛i北2194－2（）

1わ】

渡森　　一 庶　務　部 46．6，1～51，3．31 〒281千葉8W弥生町1’170，東大西千薫宿禽2－302

注　旧職員名簿は，本記念誌の頁等の都合により，創立から現在までの30Sf・の問に本研究所

　　職員として勤務された方々のうち，定員内職員であった占を記載いたしました。

　　　なお姓は，退職時のものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－180一



〔編　集　後　記〕

　本記念誌のため御多忙中執筆の労苦を惜まれなかった各位に対して編集者

として深く感謝致します。この小冊子は「思い出」を中心として過去の記録

を将来に伝えるため，研究所30周年記念事業の一つとして計画されました。

　歴史は将来の発展の基礎を作るものです。編集者の未熟のため原稿をお願

いする手紙も通り一遍のものでしたし，執筆者各位には批判的記述を遠慮さ

れた方が多いように思われます。しかし，それは言外に読みとることができ

ます。読者諸氏に対して，はっきり書かれていないことまで読みとって今後

の御参考にして頂きたいとお願いするのは，望みが大きすぎるでしょうか。

　維しも年月の経過が意外に速いことを感じております。30年の間に遺伝学

はその範囲を著しく拡大し，内容も複雑になりました。今後，どうか皆様が

穐々の記録の保全に注意され，研究所発展の哲学を作って行かれることを祈

ります。（岡）
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